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プロローグ









　新幹線に乗るのは、四か月ぶりだった。

　久しぶりのように言いながらも、新幹線に乗ることなんて滅多にない。

　四か月前は品しな川がわ駅から、ここ、京都にきた。

　今は復路といえるのだろうか、この京都から品川へ向かう新幹線に乗りこんだ。

　東京の家に帰るために──。

　櫻さくら井い小こ春はるは新幹線チケットを手に、キャリーバッグを転がしながら細い通路を歩く。

　座席番号を確認して、荷物を上の棚に置き、窓際のシートに腰を下ろし、ふぅ、と息をつく。

　緊張とも憂ゆう鬱うつともつかない気持ち。一言でいうと、『重い心』というのだろう。

　実家に帰ることが、こんなにも気が重いなんて。

　小春はまた息をついて、気分を変えようと手持ちのトートバッグから巾きん着ちやく袋を取り出した。中にはランチボックスが入っている。

　これは、『新幹線の中で食べるんやで』と、祖母・櫻井吉よし乃のから受け取ったもの。

　蓋ふたを開けると、吉乃手製の稲荷いなり寿ず司しと巻き寿司が詰められていて、美味おいしそう、と小春は頰を緩ませた。

　巾着の中には他にも保存容器があり、『これはなんだろう？』と首を傾けながら蓋を開けて、「わあ」と声を洩もらす。

　そこには、澄んだ水色の中に金魚が泳ぐ、羊よう羹かんが入っていた。

　一口サイズの長方形の羊羹。水をイメージした水色と、底は白と茶色の二層になっている。中央に色鮮やかな赤い金魚。

　なんて綺き麗れいな羊羹だろう。

　まさに、京の夏の涼菓。

　小春は芸術作品を愛めでるように、しげしげと羊羹を見詰める。

　巾着の底には、一いつ筆ぴつ箋せんがあり、『俺の夏の新作だ。新幹線の中で食え』と叔父おじ・宗そう次じ朗ろうの一言が添えられていた。

「…………」

　綺麗な字だ、と小春は、一筆箋を手に目を丸くした。

　思えば、こんな見事な和菓子を作れるくらい、とても器用な人だから、字が綺麗なのも、当然なのかもしれない。

　しかし、それでも、この字の綺麗さは意外だ。

　小春の叔父・櫻井宗次朗は、若かりし頃、絶世の美女だったという吉乃によく似ていて、『美形』という言葉がぴったり当てはまる。

　齢としは三み十そ路じになるのだが、二十代にしか見えない。

　しかし、その容姿とは裏腹、性格はいつも適当で豪快で傍若無人。

　十八の時に『アイドルになる』と家出をして、結局芸能界は向いてないとその世界から手を引き、浅あさ草くさで和菓子職人になるべく修業をした。

　そんなこともあり、京都人でありながら、今や江戸っ子のようになっている。

　家出して以来、ずっと家に帰っていなかった宗次朗だが、小春の祖父──宗次朗にとっては父になるのだが──茂しげるが去年他界したことから、母親である吉乃を一人にはしておけないと京都の実家に帰ってきて、家業を手伝っている。

　家業は、祇ぎ園おんで『さくら庵あん』という和雑貨店を経営していた。

　宗次朗が帰ってきたことから、店で和菓子を作って売るようになり、今や『さくら庵』は和雑貨店なのか、和菓子店なのか分からなくなっている。

　四月の上旬。

　十六歳の小春は東京の実家を逃げるように出て、和雑貨店を営む祇園の祖母の家で、四カ月間生活をした。

　高校には行っていない。

　小春は中学三年の半ば、急に学校に行けなくなり、不登校を続けた結果、高校にも進学できなかった。

　自分の身に起こった、突然の『特異な変化』に対応できずに、誰にも相談できないまま、小春は部屋に籠こもっていた。

　頭の硬い両親には話しても信じてもらえるわけがない。

　もし、噓をついていないと思ってもらっても、間違いなく病人扱いされてしまう。

　特に、『普通じゃない』ことを毛嫌いする父には、受け入れてもらえない。

　自分を知る人間に会うのが嫌で、部屋から出られず、事情を話せず、一人殻に閉じこもっていたときだった。

『小春、うちのお店を手伝ってくれへん？　お祖父じいちゃんが死なはったあと、いろいろ大変やねん。小春に手て伝つどうてもらえると助かるんやけど』と、京都に住む祖母・吉乃から電話が来たのは……。

　──救われた、と小春は思った。

　身内以外、誰も自分のことを知らないところでなら、生きていけるかもしれないと。

　そうして、小春は祇園を訪れた。

　優しいけれど、気の強い祖母・吉乃と、迫力のある美形でありながらとても気さくで、自由で裏表のない叔父の宗次朗。

　三人で暮らす毎日はとても楽しく、自分に起こった変化によって大きく傷付き、頑かたくなになっていた小春の心は、少しずつ溶けていった。

　そして時折訪れる下しも鴨がもに住む吉乃の弟の孫──はとこの澪れい人と。

　……澪人さん。

　彼の姿を思い浮かべるなり、小春は頰が熱くなることを感じて思わず俯うつむく。

　とても艶つやっぽく、端整な麗しい人だ。

　何より、どこか浮世離れしているような、不思議な人……。

　不思議といえば、驚いたな。

　お祖母ばあちゃんの秘密を知った時は……。

　祖母の正体を知った時のことを思い浮かべ、小春は頰を緩ませる。

　驚きというより、戸惑いだったのかもしれない。

　祖母・吉乃は、『祇園の拝み屋さん』という異名を持つ人物だった。

　吉乃の旧姓は、『賀か茂も』といい、その先祖は陰おん陽みよう師じとして名を馳はせた賀か茂もの忠ただ行ゆきの流れを汲くむそうだ。

　かつて祇園に現れた妖あやかしを退治したことがキッカケで、近所の人たちには信頼を寄せられているものの、小春の父・宗そう一いちはそんな『普通ではない母親』を毛嫌いし、家族に隠すよう、吉乃に指示していたことを知った。

　そんなことから小春は、父親が『目に見えないもの』を嫌悪する理由が少し分かった気がした。

　自分が何も分からない中、母親が除霊を行う姿に疎外感と嫌悪感を抱くようになっていったのかもしれない。今や心霊系のテレビ番組から、スピリチュアル系の話に至るまで、父は大嫌いだ。

　だから、絶対に言えないと思っていたんだ。

　──目を合わせることで、人の心が読めるようになった、なんて。

　小春は大きく息をついて、背もたれに身を預けた。

　誰かと『目を合わせる』ことで、相手の考えていることが分かってしまうようになった小春は、学校に行けなくなり、人に相談することもできなかった。

　病人にされてしまうに違いないと思ったからだ。

　何より父の影響もあり、小春自身が、自分を受け入れることができずにいた。

　小春はギュッと目を瞑つぶり、気を取り直すようにランチボックスをテーブルに置いて、いただきます、と手を合わせて、稲荷寿司を口に運ぶ。

　やっぱり、美味しい、と目を細めた。

　自分だけが異端だと思っていた小春も、『祇園の拝み屋』と異名を取る吉乃の下で生活をすることで、様々なことを経験した。

　不思議な除霊の依頼を受けたこともあれば、東京でモデルをしている澪人の姉・杏あん奈なが訪れて、『タペストリーから、うさぎがいなくなった』と相談をしてきたこともあった。杏奈と共に、うさぎを元に戻そうと奮闘したり、辰たつ巳み大明神で蛇の子どもに『家に帰る手伝いをしてほしい』とお願い事をされたことも……。

　その蛇の子どもは、幼い龍りゆう神じんの化身だったのだけど。

　若宮くん、とても可愛かったな。

　水すい干かん姿の愛らしい少年の姿を思い浮かべ、ふふっ、と小春は微笑みながら食べ終えたランチボックスに蓋をする。

　いよいよ、デザート。

　宗次朗さんの新作羊羹だ。

　あらためて眺めて、あまりに美しいその羊羹を前に食べることが躊躇ためらわれる。

　それでもどんな味なのかとても気になり、小さな木べらで、水色の羊羹を口に運ぶ。

「っ！」

　まさかと思ったけれど、色のイメージ通りソーダ味。その下にはこし餡あん。

　金魚には、ほんのり、レモンの風味もしている。

　意外な組み合わせに驚いたけれど、とても美味おいしい。

　まさに夏に相応ふさわしい、爽さわやかな逸品だろう。

　きっと、これも『さくら庵』の人気商品になるんだろうな。

『やっぱ、新作も大人気だな。さすが俺！』

　胸を張って腕を組みながら得意顔を見せる宗次朗さんの姿が、目に浮かぶようだ。

　その様子が見られないことに寂しさを感じて、小春は目を伏せる。

『さくら庵』で過ごしたことで、今までの生活では考えられなかった不思議なことに直面し、悩んだり駆け回ったりした。

　そうしている内に、小春はようやく自分の特異な面を受け入れられるようになり、これからも、祇園で生活していきたいと心から思った。

「……だけどね」と、零こぼす。

　だからこそ、東京に帰らなくてはならない。

　小春は自分を奮い立たせるように、強く拳こぶしを握りしめて、窓の外に目を向ける。

　新幹線は瞬く間に、京の町を出て、東へと向かっていた。
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一






　──東京の街は、まるで電流の渦の中にいるようだ。

　小春は迎えに来た父・宗一が運転する車の助手席から窓の外を眺め、不思議な気持ちを抱いていた。

　生まれ育った東京の街。

　建ち並ぶ高層ビルも、行き交う車や人の多さも、慣れ親しんでいたので、特に何か思うことはなかった。しかし四カ月京都の町で生活したことで、初めて客観的に『東京』を見ることができた。

　まるで雷を纏まとった龍りゆうが光のスピードで飛び交い、渦となり、そこから螺ら旋せんのように天へと伸びている。

　世界と肩を並べる大都会東京は、この街自体が大きなエネルギーの坩堝るつぼとなっているのだろう。

　そこまで思って、小春は『ん？』と眉まゆを寄せる。

『雷を纏った龍が飛び交っているよう』──だなんて。

　どうして、そんな風に感じたんだろう？

　しばらく、京都で生活していたから、大都会とのギャップに戸惑っているのかもしれない。

　祇園の古き良き町並みに慣れた今、ここはまるで未来の世界のようだ。

　東京に住んでいた時は、自分の住む街に対して何らかの感情を抱くことはなかった。

　けれど、今こうして眺めていると、この地のエネルギーに圧倒される。

　ここも、ひとつのパワースポットと言えそうだ。

　この光の龍のようなエネルギーに乗れた人は大成功をおさめ、この磁場に合わない人はつらい思いをして、この地を去ってしまうのかもしれない。

「……小春、京都はどうだった？」

　沈黙を打ち破るように、運転をしている父が静かに尋ねた。

　車中には二人だけ。母・祥しよう子こは家で、小春を迎える準備をしているそうだ。

　小春は窓からそっと目を離して、「うん」と頷うなずく。

「お祖母ちゃんも宗次朗さんも、とても良くしてくれたよ」

「──そうか」父はそれだけ言って口を閉ざす。

　小春はちらりと横に座る父親を見た。

　細身の体にスーツに眼鏡と、見るからに真面目そうな雰囲気の四十代男性だ。

　顔立ちは温和で一見したところ『優しそう』と言われるけれど、実際はとても神経質。行政書士という職業柄もあるのかもしれない。

　本当に、兄弟でも宗次朗さんとはまるで違う、と小春は苦笑する。

　宗次朗さんは、あんなに大雑把な人だというのに。

　ああ、でも、宗次朗さんも、和菓子作りで驚くほど細かい作業をしているから、もしかしたら神経質なところもあるのかもしれない。

　だけど、醸し出す雰囲気は、赤の他人のようだ。

　大らかで豪快な宗次朗の姿を思い浮かべつつ、小春はあらためて父を見詰める。

　前を向いたままの横顔。特にセンスを感じさせるわけでもない眼鏡。

　その耳たぶには、黒子ほくろがある。

　ちょうどピアスを開ける位置にあることから、幼い頃は『アクセサリーみたい』とあの耳たぶを触ったものだ。今思えば、この真面目な父に、ピアスのような黒子があるって、なんだか少し可笑おかしい。

　小春が頰を緩ませていると、父は視線を感じたのかむず痒がゆそうに顔をしかめる。

「宗次朗は、相変わらず働きもせずに、お菓子作りか？」

　言葉に棘とげがあり、小春はムッとして「そ、宗次朗さんはっ」と身を乗り出した。

「ああ、着いたぞ、小春」

　気が付くと、マンションが目の前にあり、父はハンドルを回して、車をマンションの駐車場に入れる。

「…………」

　お父さん、宗次朗さんはたしかに、一見ちゃらちゃらしているようだけど、ちゃんとした職人さんで、とてもストイックに和菓子作りに取り組んでいるんだよ。

　作るお菓子は本当に美味しくて、すごく人気があるんだよ。

　そう伝えたかったのに、言葉を遮られてしまったことで、それ以上は何も言えなくなってしまった。

　小春は苦い表情でシートベルトを外す。

『目を合わせることで、人の心が読めてしまう』

　そんな能力が突然湧き出たのは、中学三年生の半ば。

　表の顔と、裏の心を目の当たりにし続けて、ショックで部屋に引きこもり、一時期ちゃんと喋しやべることができなくなった。けれどやがて、京都で過ごすことによって、いつしか自然に話せるようになった。

　京都にはかつての自分を知る人があまりいなかったこと、また、吉乃と宗次朗の二人があまり裏表のない人だったことに救われた。

　今や言葉も流りゆう暢ちように出るようになったと思っていた小春だが、親を前にすると、あの時の自分に戻ってしまい、どうしてもつっかえてしまう。

　ふぅ、と息をついて、車を降りると、ムッとむせかえるような夏の熱気に、小春は顔をしかめた。

　京都も暑かったけれど、種類が違っている。

　京都は盆地ならではの湿気のある熱気。ここは明らかに住宅の密集と、照り返しからくる、まるでフライパンの上にいるような暑さだ。

　小春は父がトランクからキャリーバッグを出している間、久しぶりに自宅であるマンションを見上げる。

　築十五年。七階建てに、少し薄汚れた白い外壁の、ありふれたマンションだ。

　同じタイプのマンションが何棟もあるため、壁の上の方に『Ａ』や『Ｂ』とアルファベットが記されている。

　小春の家はＡ棟の七階。

　最上階である七階は他の部屋よりも広く、家賃が高い。

　それが両親の自慢で、優越感を満たす材料となっている。

　キャリーバッグを手に歩き出した父の後を追って、小春はエントランスへと向かう。

　オートロックを解除して、そのままエレベータに乗り込んだ。

　──私の住んでいた家って、こんな雰囲気だっただろうか？

　とても無機質で、なんの感情もないような建物。

　家に『感情』なんてあるはずもないのだけど、不意にそう感じた自分を不思議に思い、ほんの少し首を捻ひねる。

　チンッ、とエレベータの音が鳴り、扉が開く。

　通路突き当りが、小春の住む家だ。

　先を歩く父の後ろ姿を眺めながら、以前よりもその背中が小さく見えて、小春は目を細めた。

　前に祇園に会いに来てくれた時も思ったけど、お父さん、瘦やせたんだな。

　きっと、私のことで気に病んだんだろう。

　そう思うと、小春の胸がちくりと痛む。

　父は帰ってきた合図としてインターホンを鳴らしてから、ドアを開けた。

　玄関に足を踏み入れると、リビングの扉が開き、母が姿を現した。

「お帰りなさい、小春！」

　母親も瘦せていた。それでも目は輝いていて、頰は喜びに上気している。

　自分の帰りを心から歓迎していることが伝わってきて、嬉うれしさと同時に申し訳なさを感じながら、小春はぎこちなく会釈した。

「た、ただいま」

「疲れたでしょう。今日は小春の好きなものをいっぱい作ったのよ」

「う、うん、ありがとう」

　スニーカーを脱ぎながら、通路の向こう側から視線を感じて、小春は『ん？』と顔を上げた。

　開け放たれたままのリビングの扉から、少年がこちらを窺うかがうように見ている。

　齢としは中学生くらい。大人しそうな顔をしていた。

「っ！」

　誰？　と声を上げようとして、小春はすぐに口をつぐんだ。

　その姿が、スッと消えてしまったからだ。

「…………」

　今のはなんだったんだろう？

　もしかして、祇園でお馴な染じみの『人ならざる者』なんだろうか？

　驚きに固まっていると、「どうしたの？」と母に顔を覗のぞかれ、小春は「何でもない」と首を振る。

　この時、小春は初めて、自分が以前の自分から、またさらに変わってしまっているのを肌で感じ、額に浮かんだ冷たい汗を手の甲で拭ぬぐった。





二






　──京都祇園。

　京都は四季折々に見どころがある。

　春は桜に、秋は紅葉の名所、冬は雪景色が映える社寺。

　では、夏はどこかと問われたら、『祇園』なのかもしれない。

　櫻井宗次朗は、祇園は先ぽん斗と町ちよう、通称・花街のお茶屋の個室で窓際に座り、団扇うちわを手に外を眺める。

　鴨かも川がわ沿いにせり出した『納涼床』は、この季節ならではの風情がある。

　空に浮かぶ月を愛めでながら、お猪口ちよこを口に運んでいると、

「いややわ、宗次朗さん。妹はんが京都に来はってからというもの、顔見せてくれへんようにならはって。寂しかったんえ」

「ほんまやで」

　お茶屋の舞まい妓こ・すず音ねと、芸げい妓ぎのあやめが少し拗すねたように口を尖とがらせた。

「いや、来てたのは、妹じゃなくて姪めい。京都に慣れるまでは、不安もあるだろうし、夜出歩かないようにしてたんだ。ご無ぶ沙さ汰たしてて悪かったな」

　宗次朗は、京都に来て間もない頃のいつも怯おびえたような眼を見せていた小春の姿を思い浮かべながらそう洩もらした。

「なんや、姪っこさんやったん」

「そやったら、その子はもう慣れはったん？　それで夜遊び再開どすか？」

　身を乗り出す二人に、宗次朗は小さく首を振る。

「東京に帰ったんだよ。で、今日はここで人と待ち合わせをしてるんだ」

「待ち合わせ？　なんや、珍しい。逢あい引びき？」

「花街のお茶屋で、逢引きはしないだろ」

「ほんまやなぁ」

　芸舞妓二人が、うふふと笑っていると、「失礼します」という柔らかな声とともに、部屋の襖ふすまがするりと開いて、澪人が姿を現した。

　眉び目もく秀しゆう麗れいな澪人の姿に、二人は「まあ」と目を見開き、宗次朗は大きく手招きした。

「おー、来たか、澪たん」

「このお兄さん、澪たん言わはるの？　はじめまして、あやめと申します」

「綺き麗れいなお人やねぇ。すず音と申します。よろしゅうお頼申します」

「はじめまして、僕は賀茂澪人といいます」

　畳に手をついて頭を下げる芸妓二人に、澪人はふわりと微笑んで頭を下げ返す。

　芸妓に劣らないその雅みやびな振る舞いに、二人は「まぁ」と頰を赤らめた。

「ま、ここ座れよ」

「失礼します」

　と、澪人は会釈して部屋に足を踏み入れ、

「今日はお時間を作っていただきまして、ほんまおおきに。ほんでも、まさか花街を指定されると思いませんでしたわ」と、愉たのしげに目を細めた。

「たまにはいいだろ。ほら、お前も飲め」

　宗次朗が徳とつく利りを差し出すと、澪人は手をかざした。

「いややわ、宗次朗さん。僕がまだ十九って忘れたはりませんか」

「そうか、お前はまだ未成年か。しかも十九って中途半端だな。それじゃあ、オレンジジュースでも飲んどけ」

「ええ、そうします」

　そんなやりとりから、澪人にはオレンジジュースが届けられ、二人は何となく乾杯をし、芸妓のあやめが三しや味み線せんを弾き、舞妓のすず音が愛らしく舞う様をしばし眺めた。

「いいな、久しぶりに癒いやされる」

　しみじみと洩らした宗次朗に、澪人は小さく笑った。

「宗次朗さんが花街通いて、なんや意外やわ。贔屓ひいきにしてはるのは、この娘こらなん？」

「贔屓っていうか、前に町であの二人が酔っ払いに絡まれているのを助けたことがあるんだ。それがきっかけでお茶屋に呼んでもらえてな。今やうちの店で和雑貨や和菓子を買ってくれたりしてるんだよ。ま、友達だな」

「ああ、なるほど。宗次朗さんらしいわ」

　澪人は納得して、大きくうなずいた。

　芸舞妓の二人は、見事な三味線と舞いを披露したあと、

「積もる話もおありやろうし、どうぞごゆっくりしておくれやす」

　頭を下げて、そろそろと部屋を出ていく。

「……さすが、祇園の芸妓はんたちは、空気を読まはりますねぇ」

「で、俺になんの用だよ。澪人」

　酒をクイッと飲みながら尋ねる宗次朗に、澪人は瞬時に鋭い眼を向けた。

「なんの用やあらしまへん。あなたはここで何してはりますの」

　手にしている扇子を閉じて、ぴしゃりと膝ひざを打つ澪人に、宗次朗は瞬いた。

「何してって、酒を……。なに怒ってるんだよ、もしかして待ち合わせに花街を使ったことを怒ってるのか？　別にお前に誘われたからって、お前に払わせようとしてねぇよ。どうしても奢おごりたいってなら、遠慮しねーけど。ご馳ち走そう様さまです、澪様」

「澪様て。そんなんちゃいます。小春ちゃんのことです」

「小春がなんだよ」

「東京に帰ったそうやないですか」

　強い口調で続ける澪人を前に、宗次朗はぽかんと口を開けながら頷うなずいた。

「ああ、帰ったけど？」

「『帰ったけど』て。なんで帰したんですか」

「なんでって」そう言われても、と肩をすくめる。

「あの子は『人の心が読める』て、そないなすごい力を持った子ですよ？」

　強い口調で言う澪人に、宗次朗は「ああ」と頷き、小春が自分たちに打ち明けた時のことを思い浮かべた。

　二階の居間で、緊張に顔を強こわ張ばらせ、体を震わせながら、

『──わ、私、目を合わせることでね、人の心が読めてしまうの』

　消え入りそうな声でそう告げた。

　さらにその後のことを思い起こし、宗次朗はクッと笑う。

「どうされました？」

「いや、小春のカミングアウトの時を思い出して」

「ああ、一生懸命打ち明けた小春ちゃんに対して、僕らが揃って、『やっぱり』と声を揃えた時のことですか？」

「ああ、あん時の、小春の間抜けな顔、何度思い出してもウケる」

『やっぱり』と声を揃える皆を前に、小春は目を丸くし、『ふえ？』と素すっ頓とん狂きような声を上げていた。

「まぁ、小春ちゃんの力に関しては、僕らも薄々感じとったことですからね。そやけど、生きてる人の声を読み取れるって、ほんまにすごいことです。それが、東京みたいな雑多なエネルギーが飛び交うところにいたら、おかしなことになってしまうことかてあります。あの子はこの京都で、吉乃さんの下にいるのが一番やと思うてます。それを、両親にどんな圧力をかけられたか分かりませんけど、僕が忙しくしている間に東京に帰すなんて」

　いつも柔らかく話す澪人が、語尾を強めて、宗次朗を恨みがましく睨にらむ。

「小春のために良くないようなお綺麗なこと言ってるけど、結局お前も自分のことしか考えてないんだな」

「自分のこと？」

「お前の顔に、『あんな人材を手放すなんて、もったいない』って書いてあるぜ」

　宗次朗が冷やかすように顔を指差すと、澪人はその人差し指をつかんだ。

「ええ、否定しまへん。もったいないです。賀茂家は、かつて高名な陰おん陽みよう師じの末まつ裔えいとして知られてますが、本当に『今は昔』です。生まれてくるのは、陰陽的な力はない者ばかり。小春ちゃんみたいなすごい力を持った子は、『本家』にさえ近年出てきておりまへん。彼女の存在は賀茂家にとって、喜ばしいことです」

　しっかりと視線を合わせて言い切る澪人に、宗次朗は頰を緩ませる。

「なにが可笑おかしいんですか」

「いや、相変わらず、お前は『賀茂家』を背負しよってるんだなぁと思って」

「…………」

　澪人は口をつぐみ、眉まゆ根ねを寄せた。

「家に誇りを持つことは良いことかもしれないけど、お前何を一人で闘ってるんだよ。もっと楽になれよ、まだ子どもなんだから」

　宗次朗は澪人の頭に手を載せ、わしわしと撫なでる。

「……やめてください」

　澪人は顔をしかめながら、その手を払う。

「あなたかて、そうでしょう、宗次朗さん」

「俺が家を背負って一人で闘ってるって？　いや、別に」

　宗次朗は、ふるふると首を振った。

「ちゃいます。東京に行ったことで、力を失なくしてたんちゃいます？」

　確信に近い口調で告げられ、宗次朗は何も言わずに目を伏せた。

「やっぱり、そうやったんですね。かつては強い力を持っていたあなたも、東京に移り住んだことで、一時的にその力がなりを潜めた。東京に憧あこがれはったあなたですが、あの雑多なエネルギーと磁場が合わずに、力を失くしてもうた。都内を転々としたのもそのせいちゃいますか。そんな中、浅草は肌に合おうたみたいやけど。ほんでも消えてしもたあなたの力は戻らなかった。そやから、あなたは茂さん──自分の父親の死すらキャッチできひんかったんですよね」

　澪人の言葉に宗次朗は黙り込み、部屋に沈黙が訪れた。

「……親父が死んだとき、俺は高熱を出したから、ある意味キャッチしたのかもしれないけどな」

　ややあって、宗次朗はきまり悪そうにぽつりと零こぼし、酒を口に運んだ。

「あなたの力が戻ったのは、京都に戻ってきはってからですか？」

「いや、熱が下がった時には戻ってたよ。それで親父の死を感じ取ったんだ。本当に死ぬ前に感じ取りたかったよ」

　後悔を感じさせる宗次朗の苦い表情に、澪人は沈痛の面持ちで相あい槌づちをうつ。

「……僕、前から少し思うてたんですけど、小春ちゃんの力が突然覚かく醒せいしたわけ。茂さんの死が関係してませんか？」

「親父の死が？」

　宗次朗は眉まゆを寄せて腕を組み、少し考えてから「いや」と首を振る。

「それはねぇだろ。親父は兄貴同様、いたって普通の人間だったしな」

　宗次朗は亡き父・茂を思い浮かべながら、そう洩もらす。

　気の強い吉乃の傍らで、いつもにこにこ笑っているだけの茂の姿。

　そんな茂も、宗次朗が大学に進学せずに東京に出るといった時だけは、人が変わったように反対した。

　今まで、どんなことも味方になってくれた父親だっただけに、宗次朗はショックを受け、大おお喧げん嘩かとなり、その後は会えないまま、この世を去ってしまった。

　宗次朗が苦しさに目を伏せたその時、

「ええ、僕もそう思うてたんです。茂さんは普通の人やと」

　そう続けた澪人の言葉に我に返り、顔を上げた。

「けど、思えば、茂さんには不思議な点がいくつかあるんですよ」

「不思議な点？」

「ええ、あの吉乃さんが、茂さんの写真だけを見て『この人と結婚したい。他の人では嫌や』と言わはった。また、その死も突然で吉乃さんに事前に何も感じさせなかった。なんや、もしかしたら、僕らが分からなかっただけで、特別なものを持ってたんやないか思い始めまして」

　その言葉に宗次朗も真剣な表情になり、顎あごに手を当てた。

「……でもよ、俺の発熱はさておき、親父が死んだのが、梅雨時期。小春が学校行けなくなったのが、秋頃だから、親父は関係ないんじゃないか」

　静かに漏らした宗次朗に、「そうですか」と澪人は相槌をうつ。

「──まぁ、茂さんのことはさておきまして、小春ちゃんも東京に戻ってしもたことで、あなたのように持っている力が一時的になりを潜める程度で済むならええんですが、下手に内側で暴走したら、あの子が壊れることだってあるわけでしょう。ほんま宗次朗さん、どうして、あの子を東京に戻したりしたんですか」

　気を取り直したように眼まな差ざしを強くする澪人に、宗次朗は肩をすくめた。

「小春は東京に『帰り』はしたけど、『戻った』わけじゃねーよ。あいつはこれからも京都に住むために、京都の高校に進学するために親を説得しに……決着をつけるために行ったんだ」

「……小春ちゃん、京都の高校に進学を決めはったんですか？」

「ああ、なんでも、小春の中学時代の成績がえらく良かったから、試験次第で夏休み明けからでも受け入れてくれる高校があるとかで。まぁ、私立で、そこの学長とばーさんが昔なじみがゆえの計らいもあるらしいけど」

　すると、澪人は力が抜けたような表情を見せた。

「そやったんですか……小春ちゃん、強うなったんですね」

「そうだな」

「でも、なんであなたはついて行ってやらないんですか？　小春ちゃん一人で行かせんと、あなたも説得のお手伝いをすべきでしょう？」

「いやぁ、兄貴は俺のことすげー嫌ってるし、行ったら逆効果」

　ぶんぶんと手を振る宗次朗に、澪人は「なるほど」と真顔で頷うなずく。

「そこ、素直に納得してんじゃねーよ。それにお前こそなんだよ」

「なんですか？」

「どうして俺を呼び出して文句つけるんだよ。文句なら正式な小春の預かり主であるうちのばーさんに言えばいいだろうが」

「……そやかて、吉乃さん、怖いですから」

　すっ、と目をそらした澪人に、宗次朗はぷっと吹き出した。

「怖いものなしの澪たんも、うちのばーさんには弱いか」

「あの人に強う出られる人間は賀茂家にはおりまへん。けど、そんな吉乃さんも宗一さんには弱いみたいやけど」

「自分の裏稼業のせいで、息子を傷付けたって負い目があるんだろうな。今もばーさんと兄貴はぎくしゃくしてるし」

「……そうですか。なんや小春ちゃんには試練の旅になりそうやなぁ」

　ふぅ、と息をつく澪人に、宗次朗は眉根を寄せた。

「あいつを気にかけてくれるのはいいけど……たぶらかすなよ」

「たぶらかすて。宗次朗さんは、最初からえらく僕があの子と接近することを警戒してはりますが、なんでですか？」

「なんでって。それは、もちろん『なんとなく』だ」

　胸を張って答える宗次朗に、澪人はぱちりと目を開いた。

「なんとなく？」

「ああ、『なんとなく』だよ。お前があいつを傷付ける気がしてならねぇ」

「なるほど、そのまんま、『勘』でしたか」

　根拠のない言葉にも拘かかわらず、澪人は納得した様子で大きく頷く。

「ほんでも、宗次朗さん。心配せんでも、僕はあの子に必要以上に接近する気はあらしまへん。あの子は対象外です」

「対象外って！　うちの小春は結構可愛いだろうが」

　心外とばかりに身を乗り出して、『親バカ』ならぬ『叔父おじバカ』ぶりを発揮する宗次朗に、澪人は「ええ」と愉たのしげに相槌をうつ。

「僕も可愛らしいと思うてます。ほんでも、そういうんやなくて対象外なんです」

　微笑みながら言う澪人に、宗次朗は少し面白くなさそうな顔をしながらも、「そうか」と頰ほお杖づえをついた。

「お前が小春をたぶらかさないなら、それでいいんだ。けど、お前の妙な色香ばかりはどうしようもないからな」

「色香て」

「まっ、飲めよ」と、また徳とつく利りを手にする宗次朗に、

「いえ、ですから、未成年って言うてるでしょう」

　澪人は手をかざしてオレンジジュースを口に運び、窓の外に目を向けた。

「ああ、ええ月やね」

　澪人は独り言のように漏らし、目を細める。

　鴨川の空の上には、月が煌こう々こうと祇園の町を照らしていた。





三






　小春が帰った日の夕食は、それは豪勢なものだった。

　母が腕によりをかけた料理が食卓に並び、『さあさあ、どんどん食べなさいね』『そうだぞ、小春』と無理に取り繕った当たり障りのない会話が続く。

　しかし、大事な話は何ひとつできなかった。




「──ああ、言えなかった」

　小春は自分の部屋のベッドに飛び込んで、はぁ、と息をついた。

　何度も何度も、『これからも京都で生活したいと思ってて、京都の高校に通いたいの』と喉のど元もとまで出かかるも、言葉にすることができなかった。

（ああ、良かった。小春が帰ってきてくれた。高校の話をした方がいいかしら。今日は避けた方がいいわね）

（京都に行かせたのは正解だったけど、正直もう行かせたくはないな）

　目を合わせるたび、そんな両親の心の声が届き、言いたいことが言えなくなる。

　……いやだな、これじゃあ、元の自分に戻ってしまいそうだ。

　そういえば、宗次朗さんから『冷やして食べたほうが美味うまいから』と預かってきたお土産の和菓子の箱も冷蔵庫に入れたまま食べ忘れちゃったなぁ。甘い物食べながらなら、話も進んだかもしれないのに。

　それにしても、一体、何を持たせてくれたんだろう？

　頰杖をついて息を吐いていると、ドアのあたりから視線を感じ、小春は弾はじかれたように顔を上げた。

　そこにいたのは、白い半はん袖そでシャツに黒いズボンを穿はいた少年。

　中学生くらいだろう、とても大人しそうな雰囲気で、その姿は半分透けている。

　今日、家に入った時に見た男の子だ。

「……だ、誰？」

　小声で尋ねた小春に、少年はグッと眉まゆ根ねを寄せた。

『君こそ誰？　ここは僕の家なんだけど』

「あ、あなたの家？」

『そう、僕は、ずっとここに住んでいるんだ』

　静かにそう告げる少年に、ぞくりと背筋が冷える。

　この家は、この子の家。それじゃあ、私が今まで気付かなかっただけで、彼はここにずっと住んでいたんだろうか？

　このマンションは十五年前、新築で購入して、私が赤ちゃんの時に引っ越してきた。

　だから前の住人とかはいない。

　──とすると、地縛霊だったりして？

「あ、あなたは、この土地に住む霊なの？」

　恐々と尋ねる小春に、少年は鼻で嗤わらった。

『馬鹿だな』

「えっ？」

『そんなことを言う、君は本当に馬鹿だよ』

　そう言って少年はそのまま姿を消した。

「……ば、馬鹿って」

　小春は呆ぼう然ぜんと洩もらし、ベッドに座ったまま、狐につままれたような気持ちでドアを見詰めていた。




　小春の両親は共働きだが、『小春が帰ってきた数日くらいは』と思ったのか、二人とも有休をとって家にいた。

　とはいえ、どこかに行くわけでもなく、父はソファーで新聞を手にテレビをかけ流し、母はダイニングテーブルで仕事の書類を見ている。

　世間は夏休み。

　もうすぐお盆ということもあり、両親はこのままお盆休みに入るのだろう。

　会話もろくにない中、テレビの音だけが賑にぎやかだ。

　どうにも、いたたまれない。

　自分の家だというのに、どうしてこんなに身の置き場がないのか。

　絨じゆう毯たんに座っていた小春が立ち上がると、二人は驚いたようにこちらを向く。

　仕方がないのかもしれないけど、一挙一動意識されている感じが、とても息苦しい。

「……コンビニに行ってアイス買ってくる」

　その言葉にホッとしたのか、二人は「いってらっしゃい」と柔らかく目を細める。

　かつては部屋から出られなかった我が子を思い出しているのだろう。たかが、近所のコンビニに行こうとすることさえ、嬉うれしく思っているようだ。

　その前に私は、一人で京都に行ったんだけど……。

　そんなことを思いながら、小銭入れを手に家を出た。

　ちりめんで作られたガマ口の小銭入れ。

　これは、祖母・吉乃お手製で和雑貨店『さくら庵』の人気商品のひとつだ。

　かつてはなんの違和感もなく使っていた、このがま口財布が、京都を出た今は、少し新鮮なものに見える。

　外に出るもコンビニに直行する気にもなれず、久しぶりに近所をふらふらと歩く。

　今日の暑さは、さほどでもなく、散歩も苦痛じゃない。

　昨日、東京に帰ってきたときに感じた、電流の渦のようなものはもう感じなかった。

　きっと、慣れたのかもしれない。不思議なものだな、と歩いていると、

「こ、小春？」

　震えるような声が背後から聞こえて、小春は戸惑いながら振り返った。

　そこには、かつてのクラスメイトが怯おびえた目を見せていた。

（お母さんに聞いたけど、本当に小春、帰ってきたんだ）

　これ以上、心の声を感じ取りたくない、と小春は目を伏せる。

　彼女は、同じ友達グループの仲間で、仲良くしていた。

　だけど私に対して、強い悪意を放っていた一人でもある。

　そう、通っていた中学で、十人しか枠がない付属高校の受験資格を得て、みんなが憧あこがれる男の子に告白めいたことをされた私に対して、『こいつ、死ねばいいのに』と思っていた。そして、学校の裏サイトというネットの掲示板に、私の悪口を書いていた一人であるのは違いないのだろう。

「よ、良かったね。外に出られるようになったんだね」

「う、うん」

「あ、あのね、少し話せるかな」

　近くの公園を指した彼女に、小春は「……うん」とうなずいた。

　何を話すというのだろう。

　そんなことは目を見ればすぐに感じ取れるのだけど、それだけはしたくなかった。

　二人で無言のまま公園に入り、木陰のベンチに腰を下ろす。

　流れる風が心地よく、小春はそっと目を細めた。

　ベンチに座っても、二人の間には距離がある。

　大の大人がもう一人、ゆうに座れるくらいの距離。

　彼女はしばし黙り込んだかと思うと、

「──ごめんなさいっ」と小春の方を向いて、深く頭を下げた。

　思いもかけないことに、小春は「えっ？」と洩らして目を見開く。

「わ、私、小春がいなくなって、Ｔ高校入試選抜に選ばれることができて……それで、合格もできて、今Ｔ高校に通っているんだけど」

　そう続けた彼女に、小春は何も言わずに相あい槌づちをうつ。

　この子は、自分がいなくなったことで、Ｔ高校に進学できた。

　その報告を受けて、素直に、『良かったね』と思えたことが、小春は少し意外だった。

　もう少し、悔しさや羨うらやましさがこみ上げるのではないかと思っていた。

　そうした負の感情を抱かなかったことに、自分が思った以上に、かつて進学を志望していた高校に執着を持っていないことに気が付いた。

「本当に、ごめんね」

　あらためて謝る彼女に、小春は首を振る。

「……そんなの、謝ることじゃないよ。私が勝手に学校に行けなくなったんだし、何より、がんばった結果でしょう？」

　そう伝えると、彼女は膝ひざの上で堅く握った両りよう拳こぶしをぶるぶると震わせた。

「わ、私も、書いてたの」

　俯うつむいたまま洩らした彼女の言葉があまり聞き取れず、小春は「えっ」と聞き返す。

「私も書いてたの。『学校の裏サイト』に小春のこと……」

　拳の震えは、肩まで伝わって、今や全身が小刻みに震えている。

「何もかも上向きの小春が羨ましくて、妬ねたましくて。あの掲示板の存在を知ったとき、誰かが小春のことを書いていて、わ、私もつい、魔が差して。あの書き込みを見て、小春も少し嫌な思いをすればいいんだ、くらいに思ってたの。そうしたら小春が学校に来なくなって、そこではじめて私、自分のしたことの重さに気が付いて……」

　きっと泣いているのだろう。

　声が、涙声に変わっている。

　小春は俯いたままのかつての友人を見詰めながら、胸が熱くなるのを感じていた。

　彼女たちの、憎しみに近い妬みを小春はすでに受け取っていた。

　掲示板に書いていたであろうことも、容易に想像がつく。

　だから今や、驚きや裏切られた気持ちはない。

　きっと家の近くに彼女がいたのは、偶然ではないんだ。

　謝りにきたいと思っていたのだろう。

　もう終わったことだというのに、黙っていれば良いことなのに、こうして謝ってくれたことが、とても嬉しく感じられた。

「……そんな、もういいよ」

　小春がそう言ったとき、彼女が驚いたように顔を上げた。

　不意に、目が合う。

（噓、怒ってないの？　良かった、これで訴えられずに済むかな）

　その心の声に、小春は『えっ？』と瞬く。

　訴えられずに済むかな、ってどういうこと？

　その心の声の背景を知りたいと感じると同時に、しっかりと目を合わせて、眉み間けんにグッと力を入れる。

　それは、ほとんど無意識だった。

　そうすることで、小春の脳裏に、彼女の家庭内での様子が流れこんでくる。




『──ねぇ、あんた、京都で療養してた櫻井小春ちゃんが、今こっちに帰ってきてるって知ってる？』

　そう尋ねてきた母に、彼女はソファーに寝転がりながら『ううん』と首を振る。

『全然、知らなかった。へぇ、帰ってきてるんだ。小春、結局高校行ってないの？』

『さあ、行ってないんじゃないかしら。ネットで悪口をいっぱい書かれたショックで、一時は家も出られなかったくらいだし。帰って来たってことは、少しは良くなったのかしらね。それで確認したかったんだけど、あんたは、悪口なんか書いてないわよね』

　その言葉に驚きながらも、彼女は鼻で嗤わらう。

『そんなサイテーなことするわけないじゃん。小春とは仲良くしてたんだよ』

『それならいいけど。なんでも、櫻井さんのお父さんが、ネットの匿名の書き込みに強い弁護士さんを雇って、誰が書いたか特定させるって言ってるんですって』

『マジで？』と彼女は勢いよく体を起こす。

『娘の人生を台無しにした連中を許さないから、必ずその家を訴えるって。まあねぇ、櫻井さんのご両親の気持ちも分かるけど、そこまでするなんてねぇ。あんたが書いてないっていうなら、安心だわ。お母さん、ドキドキしちゃった』

　そんな母親の言葉に、彼女は表面は平気な振りをしながら、内心は『どうしよう！』と狼狽うろたえていた。




　それが昨夜の出来事。いてもたってもいられなくなり、先に謝るしかないと、うちの近くまで来るも、勇気が出ずにうろうろしていたことも分かった。

「…………」

　そういうことだったんだ。

　訴えられる前に、先手を打とうと謝りに来たんだ。

　嬉うれしかった気持ちが、音を立てて崩れていく気がして、それと同時に、そんなものだよなぁ、と小春は自じ嘲ちよう的な笑みを浮かべた。

　駄目だ、泣いてしまいそうだ。

　小春は何も言わずに立ち上がり、逃げるように駆け出す。

「小春！」

　背後で友人の声が響いていたけれど、振り返る気にはなれなかった。

　──ああ、やっぱり、心を読めるっていいことないなぁ。

　心なんて読めなきゃ、素直に彼女が謝ってくれたことを喜べたのに。

　全力で走った小春は息を切らして、足を止めた。

　涙が出そうになるのを必死に堪こらえて、空を見上げる。

　皮肉なほどに綺き麗れいな青空が広がっていた。





四






「……ただいま」

　小春は浮かない気持ちのまま、リビングに顔を出すと、今までくつろいでいた両親の心に緊張が走るのを感じた。

　どうして、いつまでも腫はれ物に触るような扱いなんだろう。

　苦々しく思いながら冷蔵庫を開けて、ミネラルウォーターを口に運ぶ。

　口を拭ぬぐって、ふぅ、と息をついたその時、

「小春、話したいことがあるの。座ってもらえないかしら」

　母が、意を決したようにダイニングテーブルの椅子の背もたれに手を載せた。

「……うん」

　小春も、ついに来た、と感じながら言われた通り、椅子に腰を下ろす。

　ソファーに座っていた父が体を起こし、母と並んでテーブルに着いた。

「小春の、これからのことなんだけど」

　母はそう切り出して、テーブル上に置いた両手をギュッと組む。

「……うん」

「私もお父さんも、小春がいない間いろいろ調べてね。家から近くはないけど、十分に通える距離に秋入学を受け付けてくれているちゃんとした高校があってね。そこに小春が進学することができたら、って思っていたの」

　とてもうちの親らしい申し出だ、と小春は苦い気持ちで相あい槌づちをうつ。

　これはすべてお父さんの考えで、伝えるのはお母さんの役目。

　そして私の意見を先に聞こうとせずに、自分たちの希望を伝える。

　今までの私は、『うん、それがいいと思う』と、ずっと従ってきた。

　自分ではよく分からなかったし、逆らうほどにしたいことがあったわけでもなかったからだ。

　──でも、今の自分は違う。

「小春はどう思う？」

　首を傾けて顔を覗のぞく母に、小春は目をそらす。

　母の不安が、痛いほどに伝わってきていた。

「……う、うん、お父さんとお母さんの提案は、私のことをよく考えてくれてるって分かるんだけど」

　小春はそこまで言って、口を閉ざした。

　緊張から喉のどがカラカラに渇き、ごくりと息を吞のむ。

　二人は黙って小春の次の言葉を待っていた。

「私ね、京都に行って、『ここで生活したい』と思ったの。それで京都でも夏休み明けから入学させてくれる高校があって……」

　俯うつむいたまま言う小春に、

「──何を、言ってるんだ？」

　父が不快な表情をあらわにしながら、低い声でそう告げた。

　怖さに、小春の体がびくりと震える。

「そ、そうよ、何を言っているの、小春。あなたの家はここなのよ？」

　母には、あまり自分の意見がない。思えば、父の機嫌ばかり窺うかがっている。父が反対なら反対で、父が賛成ならそれで良い人だ。

「父さんは、本当は小春を京都にやるのも嫌だったんだ。だけど、あの頃、部屋から出ようとしなかったお前が京都に行くといったから、渋々承諾した。今こうして元気に帰ってきたことは嬉しいし、それは感謝している」

（もうこれ以上、母さんのところに置いておきたくないんだよ。あのあやしげな家で小春に悪影響があっては困る）

　目を合わせたことで、同時に聞こえてくる父の心の声。

（母さんも宗次朗も、普通じゃないからな）

　その声に耐えられず、小春は口を開いた。

「──お父さん、私もね、『普通じゃない』の」

「えっ？」

　父は虚を衝つかれたように目を見開き、その隣で母が怪け訝げんに顔をしかめる。

「わ、私ね……」

　ばくばくと心臓が早鐘をうち、額に冷たい汗が浮かんだ。

　打ち明けたら、二人は一体どんな反応をするのだろうか？

　だけど、後戻りはできない。

「ちょ、丁度一年くらい前。夏休みの終わりころから、突然人の心の声が……聞こえるようになったの。私が、外に出られなくなったのは、そのせいなの」

　小春は目を合わせられないままに、思い切って打ち明けた。

　シンとした静けさがリビングを襲い、小春はぐっと俯く。

　父も母も何も言わずに、ただ呆ぼう然ぜんとしている。

　小春は、怖さで顔を上げられずにいた。

「……一体、なにを言い出すんだ」

　ややあって、静かに洩もらした父に、小春はそっと顔を上げる。

　目を泳がせながらも、（何を馬鹿なことを）と嘲あざ笑わらう父に、

「そ、そうよ、小春。何を言ってるの」

　と、母が我に返ったように相槌をうつ。

（これ以上、変なことを言い出して、お父さんの機嫌を損ねないでほしいわ）

「…………」

　二人の心の声を受け取りながら、小春は決意を固め、自らしっかりと目を合わせた。

「馬鹿なことを言ってると思われても無理はないと思うし、私自身もこんなことありえないと思っている。けど、本当なの。私ね、目を合わせることで、人の心の声が分かるようになったの」

「小春、お前……」

　額に手を当てる父に、小春はギュッと拳こぶしを握り締める。

「今、お父さん、『一体どうしたというんだ。やっぱり、母さんのところにやったのは失敗だった。こんな悪影響を与えるなんて。まったくどうしてくれるんだ』──そう、思っているでしょう？」

「っ！」

　父が絶句する横で、口を開こうとする母に、「お母さんは！」と、小春は遮った。

「お母さんは今、『この子、本当におかしくなっちゃったのかしら。菊きく池ちさんが勧めてくれた品川の病院に連れて行った方がいいの？』って思ってるんだよね」

　母はビクンと体を震わせて、動きを止めた。

　信じられない、と瞬いている。

「『えっ、なに、どういうこと。嫌だ、この子は私の同僚の菊池さんのことなんて知らないはずなのに。もしかして、本当なの？　でも、そんなことあるわけがない』って、今思ってるでしょう。お母さんは自分の子どもが高校に進学できずに、ふらふらしているなんて、恥ずかしくて仕方なかったんだよね。私の心配ももちろんしてくれたけど、世間体の方が気になっていたんだよね。『菊池さん』は、うちと同じような境遇で、病院に行ったお子さんがいるから、相談に乗ってもらったんだよね？」

　小春は体を震わせながらも、目を合わせたまま、強い口調でそう言う。

「お、おい、小春」

「お父さんに至っては、私が進学できなかったことを職場の人たちには話していなかったんだよね。誰かに私のことを聞かれるたびに、『Ｔ高校は難しくて、他のところに行きました』って言ってたんだね。ごめんね、期待に添えない娘で。そして、丁度今、こう思っているのが、伝わってきてるよ。

『なんだよ、これ。どういうことだよ。ただの偶然だろ、本当に病院にやった方がいいんじゃないか。言うな、俺の目を見るな』」

　小春がそこまで言いかけたとき、

「やめろっ！」

　父がテーブルを叩たたき付け、母がか細い悲鳴を上げた。

　訪れた静けさの中、コップが倒れて、麦茶が床へと流れ落ちる。

　小春は二人を見ないようにしながら、涙をこぼした。

「……大丈夫、もう目を合わせないから。だからね、私はもう、ここにはいられないの。お父さんもお母さんも、こんな私と普通に一緒に生活できないでしょう？

　でもね、お祖母ばあちゃんも宗次朗さんもね、こんな私のことを知りながら、普通に目を合わせて生活してくれるんだよ」

　小春はそれだけ言って、ゆっくりと立ち上がり、リビングを後にする。

　目の端に、放心している両親の姿が映り、ズキズキと胸が痛む。




　自分の部屋に入るなり、その場に膝ひざをついて、小春はウッと泣き崩れた。

　あんなふうに言うつもりはなかったのに。

　私は、二人をまた傷付けてしまった。

　そして、予想はしていたけど、やっぱり『目を見るな』って思われた。

　言うべきじゃなかったのかもしれない。

　もう二度と──二人は私と目を合わせてくれないかもしれない。

　ベッドに顔を押し付けて、声を殺して泣いていると、

『そうだよ、言うべきじゃなかったんだ。君は馬鹿だ』

　という声が届いて、小春は驚いて上体を起こした。

　ドアの前に、あの白いシャツの少年が、冷ややかな目でこちらを見ている。

『もし、人と違う力を持っていたとしても、それを一生隠しておくべきだ。人に分かってもらおうなんて、エゴだよ。みんなに詐欺師扱いされるか、はたまた、頭がおかしい、気持ち悪いって陰口叩かれるのがオチだよ』

　呆あきれたように言う彼に、小春は手の甲で涙を拭ぬぐい視線を合わせた。

「あなたは一体誰？　どうしてそんなことを言うの？」

　すると、少年はスッと目をそらし、姿を消した。

　不確かな存在にまで心を読まれるのを警戒されたことに、小春の胸はさらに痛み、

「──もう、やだ」

　再び、ベッドに顔を押し付けて、シーツをギュッと握りしめる。

　早く祇園に帰りたい。

　お祖母ちゃん、宗次朗さん、澪人さん──助けて。

　そのまま、小春は眠りについた。

　夢の中に、あの少年がいた。

『霊が見えるなんて、気持ち悪い』

『インチキ詐欺師だよ』

　誰かが、そう言って嘲ちよう笑しようしている。

　耳に届く陰口に、少年は胸を痛めていた。

　だけど強くも否定できない。

　自分自身、彼らと同じように思うことがあるから。

　もし本当に、人と違う力を持っていたとしても、それは公にするべきことじゃない。

　隠しておく方が幸せなんだ。




　そんな彼の強い思いが胸に届く中、小春はそっと目を開けた。

　窓から朝陽が差し込んでいる。

　あのまま、寝てしまったんだ、と小春は苦笑した。

　今、何時だろうと手元にあるスマホを手にした。

　七時半、と時間を確認すると同時に、メールが入っていたことに気が付いた。

　昨夜十一時五十分に、受信されている。

『小春ちゃん、夜遅くにごめんね。もう、寝ちゃってるかな。東京に帰ってきてるんだって？　明日あした、急にオフになったの。もし良かったらランチしない？　ご馳ち走そうしちゃうよ──杏奈』

　澪人の姉の杏奈だ。

　東京でモデルをしている彼女。その外見は近寄りがたいほどのクールビューティだというのに、実際は太陽のように明るくはつらつとした人だ。

　メールの文面からも、明るいエネルギーが伝わってきて、救われるような気がした。

『ぜひ、お会いしたいです』

　勢いで返信し、朝早すぎたかな、と慌てるも、すぐに返事が届く。

『おはよう！　それじゃあ、十一時頃待ち合わせしようね。場所は後でまた』

　杏奈からのメールを眺めながら、小春の強こわ張ばっていた顔が自然と柔らかくなる。

　……このまま家にいたら、どんどん凹へこんでいきそうだったから、杏奈さんが連絡くれて本当に良かった。

　小春は心が落ち着くことを感じ、胸に手を当てた。





五






　小春は両親に、「出かけてくる」と一言だけ告げて、家を出た。

　目をそらす小春に、両親も目を合わせようとはしなかった。

　一応、信じてくれはしたのかな、と小春は駅に向かって歩きながら、息をつく。

　嫌だな、もう切り替えたい。杏奈さんに会って、元気をもらおう。

　小春は強く頷うなずいて、最寄りの大おお井い町まち駅から京けい浜ひん東とう北ほく線で神かん田だ駅に向かい、そこから東京メトロ銀ぎん座ざ線に乗り変える。

　そうして、終点浅草駅で降りた。

　杏奈が指定してきた待ち合わせ場所は、浅草雷かみなり門もん前。

　浅草は、宗次朗が和菓子職人の下で修業した場所。

　ここを待ち合わせ場所にするなんて、宗次朗に熱い想いを寄せている彼女らしい。

　思えば、東京で生まれ育ったというのに、浅草に来たのは初めてだ。

　一番出口から外に出た小春は、物珍しさを感じながら周囲を見回す。

　浅草の雰囲気は、東京の地に降り立った時に感じたものとは、まったく異なっていた。太陽のように明るい活気に満ち溢あふれている。

　かつて東京に憧あこがれて京都を飛び出し、渋しぶ谷やや新しん宿じゆくと移り住みつつ、結局浅草に落ち着いた宗次朗の気持ちが、小春にはようやく分かった気がした。

　この町は、宗次朗さんにピッタリ合っているのだろう。

　もしかしたら、祇園よりも。

　感心しながら歩いていると赤い門と、迫力のある巨大な大おお提ぢよう灯ちんが目に入る。

　門の前に杏奈がいて、小春の姿を確認するなり大きく手を振った。

　真っ白な肌に、漆黒の髪。パッツンとした前髪のおかっぱ頭。

　気け圧おされるほどに整った顔立ち。

　相変わらず、西洋人形に日本人形のかつらをかぶせたような雰囲気だ。

「小春ちゃん！」

「杏奈さん、お待たせしてしまいました？」

「ううん、私も今来たとこ」

　明るい笑顔でそう言う。

　一見クールな美女だけれど、その容姿とは裏腹、とても気さくで優しい人だ。

「ねっ、せっかくだから、お詣まいりしていこうか。浅せん草そう寺じって観かん音のん様を祀まつっていることから『浅草観音』って呼ばれているんだって。絶対ご利益あるよね」

　元気に歩き出す杏奈に、小春は「はい」と笑顔で頷いた。

　お祭りのように賑にぎやかな参道を歩く。

　行き交う観光客、特に外国人の姿が多く見受けられた。

「浅草寺のこういう雰囲気って、京都っぽいようでまた違うよね。浅草独特のものを感じさせるっていうか」

「あ、私も同じように感じていました。浅草の明るいエネルギーが満ち溢れていますよね。それは京都の社寺とはまた違っているなぁって」

　小春と杏奈は宝ほう蔵ぞう門を通り過ぎて、常香炉で煙を浴び、本堂の前に並んで立ち、しっかりと手を合わせる。

　小春は、何を願って良いのか分からず、ただ形だけ手を合わせて頭を下げた。

「なんだか、パワーもらえたみたい。また良い話が来るといいな」

　本堂を後にしながら、うふふ、と笑う杏奈に、小春は相あい槌づちをうつ。

「私もエネルギーをもらえた気がします」

　本当に、ここはここで、すごいパワースポットのような気がする。

　鳩の群れを眺めながら、境内を出る。

「小春ちゃん、こっち」

　杏奈は歩みを速めたかと思うと、ある和菓子屋を前に足を止めた。

　まさに老舗しにせ。歴史を感じさせる店構えだ。

「あのお店が、宗ちゃんが修業していた和菓子屋さんなんだよ」

　小春は、へえ、と感心の声を上げる。

「立派な和菓子屋さんですね」

「うん、あそこは浅草でも有名な老舗和菓子屋さんでね、職人さんもすごく厳しい人だったみたい。縁もゆかりもない人間を弟子に取りたがらない人だったそうなんだけど、宗ちゃんの熱意にほだされて、師匠になってくれたとか」

「そうだったんですか」

　意外に感じる一方で、宗次朗の和菓子の美味おいしさを思うと納得でもあった。

　なんの苦労も感じさせないところがあるけれど、厳しい師匠の下、きっと血の滲にじむような努力をしたのだろう。

　そして杏奈はきっと、この店を見せるために、浅草に呼んでくれたのだろう。

「あらためて、宗ちゃんはかっこいいよね」

　頰に手を当てて、はぁ、と熱っぽく洩もらす杏奈に、小春は返答に困り肩をすぼめる。

「さっき浅草寺のあの煙を顔と体にいっぱいかけちゃった。いつか、宗ちゃんにイイ女だって思ってもらえるようになりたいなって。私をフッたことを後悔させてやる。そして絶対に振り向かせてやるんだから！」

　そう言って、杏奈は、グッと拳こぶしを握り締める。

「…………」小春はますます返答に困り、和菓子屋に視線を移した。

　店の前には『美味しいあん』というのぼり。

　その時、祇園で交わした宗次朗との会話が脳裏をよぎる。

　自分には向いてなかったと芸能界の道を諦あきらめて、和菓子職人になることを決めたという宗次朗に、小春が『どうして和菓子職人だったの？』と問うた時のことだ。

『たまたまだよ』

『たまたま？』

『悩んでドン底にいる時に、「美味しいあん」って紙が見えて、豆大福を食べたんだ。そん時に、なんかすべてが救われるくらい美味うまいと思ったのがきっかけだな』

『そっか、美味しい食べ物に救われることってあるもんね』

『ああ、そうだな。それに同じ呼び名だから、引き寄せられたんだよな』

『同じ呼び名？』

『餡あんと、杏あんが』

　そう言ってニッと笑った宗次朗。

　そのやりとりが頭の中に鮮明に浮かび、小春の頰が熱くなる。

　宗次朗は、杏奈をフッたわけではない。

　ただ、東京でがんばる杏奈に、今の自分が気持ちに応こたえることはマイナスだと考えたのだろう。

　……杏奈さん、宗次朗さんはね、すごく大きな愛情で、あなたのことを想っているんだよ。これは私が言うべきことじゃないから、黙っているけれど。

　小春は心でそう告げた。

「それじゃあ、小春ちゃん。ランチに行こうか。この浅草にだって、お洒落しやれなお店があるんだよ」

　眩まぶしいくらいの笑顔で振り返った杏奈に、小春は強く頷く。

　──そのまま杏奈に連れられ入ったのは、目の前に隅すみ田だ川が流れ、スカイツリーが見えるカフェだった。

　陽の光に溢れる中、白いテーブルと椅子、観葉植物の緑が映えている。

「わあ、本当にお洒落ですね」

「でしょう。ここは、パスタもサラダもスイーツも美味しくておすすめなの」

　窓際の席に向かい合って座り、やがて届いたランチセットを平らげたあと、冷えたスイーツを口に運び、「美味しい」と二人揃って目を細めた。

「小春ちゃんが元気そうで良かった。澪人が変なこと言うから心配しちゃってね」

　そう言って小さなスプーンを口に運ぶ杏奈に、小春は「えっ？」と目を見開いた。

「澪人さんがなんて？」

　なるべく目を合わせないように、頰のあたりを見るようにしながら尋ねると、杏奈が「それがね」と身を乗り出した。

「昨夜、珍しく澪人から電話がきてね。珍しくっていうか、もしかしたらはじめてかもしれないくらいなんだけど。あっ、メールは時々するんだけどね。電話なんて来ることがないのよ。だから、親に何かあったのかもって焦っちゃったわ」

「は、はい、分かります」

「そうしたら、あいつね、『今、小春ちゃんが東京帰ってはるから、姉さん会おうて様子見てくれへん』って言うの。あの勘の鋭い男がそんなことを言い出すなんて、絶対に小春ちゃんのピンチに違いないって心配しちゃって。だから元気で良かった」

　にっこり笑う杏奈を前に、小春の胸が熱くなる。

　澪人さんは、昨日私がどん底の状態だったことを察してくれたんだろうか。

　それで杏奈さんにお願いしてくれたのかもしれない。

「あいつって、昔から周りに元気のない人がいると私に『姉さん、会いに行ったって』って言うのよね。一体何なんだろう」

　杏奈は独り言のように漏らして、頰ほお杖づえをついた。

「──あっ」

　そうなんだ。

　あんなにも重苦しかった気持ちが、今こんなに軽いのは、杏奈さんのおかげなんだ。

　杏奈さんはもしかしたら、お祖母ばあちゃんや宗次朗さん、はたまた澪人さんとはまるで違う特別な力を持っているのかもしれない。

　それはきっと、『人を元気にさせる力』。

　それで、澪人さんは、私を元気にさせてくれようと杏奈さんを……。

　そこまで思ったとき、小春の目から涙が零こぼれ落ちた。

「ど、どうしたの、小春ちゃん。大丈夫？」

「す、すみません、本当はいろいろあって」

　小春は指先で目頭を押さえて、恐る恐る視線を合わせた。

（わわっ、やっぱり何かあったんだ。澪人のやつ、やっぱり恐ろしい男だわ。私で良かったら、いくらでも話聞くよ）

　そんな杏奈の心の声に、小春は頰を綻ほころばせた。

　この人も基本的にお祖母ちゃんや宗次朗さんと一緒で、口に出す声も心の声も大差ない人なんだ。

　心からホッとし、小春は深呼吸して、口を開いた。

「杏奈さん、聞いてもらえますか」

　何も言わずに真剣な表情で頷うなずいた杏奈に、小春はゆっくりと話し始めた。

　去年、突然人の心の声が聞こえるようになり、クラスメイトの悪意を受け取ったことで、学校に行けなくなったこと。

　祇園の祖母の下に身を寄せたことで、自分は救われたこと。

　これからも京都で生活したいと思い、両親を説得しに帰って来たのだけど、大きく衝突してしまったばかりだということ。

　起こったことをかいつまみながらも包み隠さず、すべて打ち明けると、杏奈は納得した様子で、大きく相あい槌づちをうった。

「──なるほどねぇ。それは大変だったね、小春ちゃん」

　小春が心の声を読めることを今知ったにも拘かかわらず、目を合わせることを恐れない杏奈に、小春は戸惑いを覚えた。

「杏奈さん、私と目を合わせるの、嫌じゃないですか？」

「えっ？」

「こ、心を読まれたらって、怖くないです？」

　ぎこちなく言う小春に、杏奈はアハハと笑った。

「やだ、そんなの、あの賀茂家で育っているから気にもならないわよ。あそこは、なんでもお見通しの恐ろしい家なんだから」

「そ、そうなんですね」

「それはさておき、まず、クラスメイトの件なんだけどね。私も小春ちゃんの気持ち、すごく分かるの。ネットの掲示板にひどいこといっぱい書かれて、それだけでも傷ついていたのに、その中にモデル仲間の一人にしか話していないことが書かれていてね。親友だと思っていたのに、って、すごくショックを受けたのよ。口では、私のことを祝福してくれていたから」

　苦い表情で告げる杏奈に、小春は黙って相槌をうった。

　形は違うけれど、まさに同じような状況だ。

「でも、宗ちゃんに言われたんだよね」

「宗次朗さんに？」

「うん、まず、『傷付くくらいなら、そんなのを見るな』って言われたのと、その親友に関してはね、『そんなに腸はらわた煮えくり返るくらいお前を妬ねたみながらも、口では祝いの言葉を言ってくれてたんだ。それはこれからもお前と友達でいたかったからだろ。妬みも本心なら、表の言葉も噓じゃねーよ。片方だけで判断するな』って言われて。その言葉が胸にものすごく刺さったんだよね……。

　私自身も誰かを妬んだり羨うらやんだり、悔しくて仕方がない時がある。だけど、その人を前にすると『おめでとう』って言うの。それは自分のプライドだったり、その人とこれからも付き合っていきたいからであったり、やっぱり、表の言葉も噓じゃないんだって」

「────っ」

　宗次朗が杏奈に告げた言葉は、小春の胸にも刺さった。

　受験で、皆が不安で、皆がストレスを抱えていたあの頃。

　勉強も恋も上向きだった私に対して、煮えくり返るほどに悔しく思う中、『良かったね』『すごいよ』って言ってくれていた。

　心の中で、どんなに負の感情が渦巻いていたとしても、ううん、そんな負の感情を抱えながらも、お祝いの言葉を言ってくれていた。

　それも、真実なんだ。

　再び小春の目に涙が滲にじみ、慌ててハンカチで押さえた。

「そして宗一さんのことだけど……。私、宗ちゃんとは親しくしてたんだけど、宗一さんのことはよく知らないのよね。年も離れているし、東京の大学に進学して、そのまま就職しちゃったし。けど、宗一さんの気持ちはなんとなく分かるんだ。親が除霊とかしているのって、子どもの頃は、わくわくすることもあったんだけど、成長するにしたがって自分に力がない以上、時々、『この人たち、おかしいんじゃないか』って思うこともあったから。だから、自分の子どもには、そういう世界と無縁であってほしかったんじゃないかなって」

　そう話す杏奈に、小春は「はい」と頷く。

「……言わなきゃ良かったって思ってます」

　俯うつむいて告げた小春に、杏奈は目をパチリと開いた。

「小春ちゃん、私はそう思わないな。今ちょうど、『でも、打ち明けられて良かったね』って、言おうとしていたの」

「えっ？」

「驚いたり戸惑ったりは仕方ないとして、自分自身のことを親に言えて良かったね。打ち明ける時は、とても怖かったと思うし、今後悔に似た気持ちを抱くのも仕方ないと思う。でも、言わなきゃ何もはじまらないし、何も理解してもらえないもの」

「……杏奈さん」

「がんばった、小春ちゃん」

　パンッ、と小春の二の腕を軽く叩たたいた。

「間違ったまま積み上がってしまったものは一度壊さなきゃ。すごく勇気のいることだけどね。そのまま見て見ぬ振りをしていたら、もっと大変なことになると思うし」

「……はい。ありがとうございます」

　小春はまた溢あふれそうになる涙をグッと堪こらえて、頭を下げた。

　今日、杏奈が会ってくれたことや、澪人の計らいに感謝をしながら、小春は重ねて礼を言って、カフェを後にした。

　家に帰ったら、決して感情的にならずに、ちゃんと伝えよう。

　今の私は、京都で生活をしたいということを──。





六






「た、ただいま」

　決意を固めながらも、やはり怖い気持ちは払ふつ拭しよくできず、小春は恐る恐るリビングのドアを開ける。

　しかし、両親の姿はなく、二人揃って出かけていることが分かった。

　買い物にでも行っているんだろうか。

　気が抜けるような気持ちで、息をついたその時、

『帰ってきたら、ちゃんと謝りなよ。すごく心配してる』

　背後で声がして、小春は体をビクっとさせながら振り返った。

　そこには、あの少年の姿。

「……心配？」

『君が思い詰めて大変なことをするんじゃないかって。何度も電話してたけど』

　その言葉に、小春はバッグからスマホを取り出して確認するも、いつの間にか充電が切れていた。

　そうか、両親は私を心配して探し回っているのかもしれない。

　小春が慌てて充電コードを挿し込んでいると、少年がそっと歩み寄ってきた。

『これからは、自分の力は隠した方がいい。それが自分と家族を守るためだから』

「守るため？」

　それに対しては返事をせずに、すっ、と横を向いた少年に、小春は何かが引っ掛かり目を凝らした。

　この少年の顔に、見覚えがあるというか、誰かに似ている気がする。

　特に目のあたり、そして横顔の雰囲気。

　耳たぶに、ちょうどピアスの穴をあけるような位置に、黒子ほくろがあった。

「──えっ？」

　あの黒子は……。

　小春は少年としっかり目を合わせて、グッと眉み間けんに力を込めた。

　すると、頭の中に彼の意識がゆっくりと流れ込んでくる。




　浮かぶのは、祇園の町。見慣れた通りに、和雑貨店『さくら庵』の店先。

　みんみんとセミが鳴き、青い空には入道雲が浮かんでいた。

　少年は黒い学生帽をかぶり、白い半そでシャツに黒いズボンと、夏用の制服で家に帰るべく、道を歩いている。

『──なあ、吉乃さんが拝み屋て、ほんまなん？』

『あんなん、噓やて。詐欺みたいなもんやで』

　そんな声が聞こえてきたことで、少年は足を止めた。

『ほんでも、信じとる人も多いやん。昔、えらい妖あやかしを退治したて』

『そんなん世よ迷まい言ごとやで。妖騒動があったのはほんまやけど、吉乃さんが退治したところを見た人はおらんし。あれを利用して、小遣い稼ぎしとるだけや』

『そんなん、ほんまに詐欺やんか』

『ほんでも信じとる人がおって、そん人らは満足しとるみたいやろ。なんやろ、宗教みたいなもんやろか』

『いややわ、ほんまに気持ち悪い』

　少年は学生帽を目深に被かぶり、早足で歩く。

　母親を表面上は慕いながらも、そんなふうに陰口を叩く存在がいることに気が付いたのは、少年が中学に上がったころから。

　それまで、『祇園の拝み屋さん』と皆に信頼され、純粋に慕われていると信じ、そんな母を誇りにも思っていた。

　苦い気持ちで家に帰ると、母親が誰かの背中に粗塩を散らして、パンパンッと払っていた。

『これで少ししたら楽になるやろ』

『ほんまに、おおきに、吉乃さん。いつもこうしてはたいてくれるだけで少ししたら楽になるから不思議やな』

『あんたは、もらいやすい体質やさかい、気ぃつけてな。ほんでも、私やなくても、粗塩振りかけて、誰かにはたいてもらうだけで十分効果はあるんやで』

『ほんでも、吉乃さんがええわ』

　そんなやりとりを前に、少年は俯いて、グッと拳こぶしを握り締める。

『宗一、帰ってたんか。ただいまくらい言わんと』

『宗一ちゃん、お久しぶり。大きなって。今、吉乃さんに良くないものを祓はらってもらってたんやで。相変わらず、吉乃さんはさすがやわ』

　笑顔を向ける二人。

　自分に力があると信じてやまない母親と、そんな母を妄信的に慕う友人。

　そんな二人を嘲あざ笑わらう者たちの声。

　そうしたものが内側に渦巻いて──どうしようもない吐き気がした。

『もう、いいかげんにしろ！』

『宗一？』

『拝み屋なんて、全部妄想なんだよ、気持ち悪い！』

　力の限り、そう叫んだ。

　その日から、少年──かつての父・宗一は早くに家を出ることを誓い、京都弁を使うことをやめた。

　小春は半透明の少年を前に、呆ぼう然ぜんと立ち尽くした。

　この子は、霊でもなんでもなくて……。

「お父さん……」

　そう、彼はきっと、父が傷付いた頃に内側に抱え続けていた想念そのもの。

　──自分と家族を守るため、と告げた宗一少年の言葉を振り返り、小春の胸を苦しさが襲う。

　それと同時に、すべてが分かった気がした。

　……そう、なんだ。

　お父さんは自分に力がないことで、嫌悪感を抱いたわけではないんだ。

　拝み屋の仕事をすることで、母親が悪く言われることが耐えられなかったんだ。

　本当は、かばいたかった。

　違うと反論したかった。

　それでも、自分も感じることができないから、何も言えなかった。

　反発することしかできなかったんだ。

　お父さんなりに、お祖母ばあちゃんを護まもりたかったんだ。

　それが上手うまく表現できなかったんだ。

「お父さんはお祖母ちゃんが好きで、とても大切だからこそ──苦しかったんだね」

　小春がそう言うと、少年は驚いたように大きく目を見開いた。

「お父さんの気持ち、すごくよく分かるよ。私もお祖母ちゃんが大好きだから、お祖母ちゃんを悪く言う人に出会ったら、同じように苦しくなると思う。

　けどね、お祖母ちゃんは、こう言っていたんだよ。

　拝み屋は、『人を幸せにするお手伝い』をするためにあるんだって。星の相を視て人の相を視て、方位も視て易も使い、除霊も祈き禱とうもする。見えないもの見えるもの、そのすべてをひっくるめて視て、人の幸せを願う、それが拝み屋の仕事だって。でも『胡う散さん臭くさいっていう人もおる』って。

　だから理解されない人に心無いことを言われていたのもちゃんと知ってたと思う。お父さんがお父さんのやり方で、お祖母ちゃんを護りたかったのは分かるけれど、でも、お祖母ちゃんは大丈夫なんだよ。

　すべてを差し引いてもね、特別な力は神様からの授かりものだって、お祖母ちゃんは自分の仕事に強い誇りを持っているから」

　小春がそう言って少年の手を取った。

　少年は、戸惑いの表情を浮かべながら、小春を見詰め返す。

「お父さんも……お祖母ちゃんを好きだからこそ、つらかったんだね」

　ぎゅっとその両手を強く握った瞬間、少年は泣き笑いの表情を浮かべたかと思うと、その姿が消えた。

　まるでシャボン玉が弾はじけたようだ。

　光の欠片かけらでキラキラと部屋中が光って見える。

　小春がしばしその美しさに見み惚とれて立ち尽くしていると、通路からバタバタと足音が聞こえてきて、

「小春っ！」

　と勢いよくリビングの扉が開いた。

　血相を変えた両親が目に映る。

「お、お父さん、お母さん……」

　連絡がつかない中、必死で探し回ったのだろう、今にも倒れそうなほどに二人は息を切らしている。

「心配かけてごめんなさい。充電が切れちゃってて」

　小春は深く頭を下げた。

　両親は「いや」と首を振る。

「そ、そしてね、昨日は感情的になってごめんなさい。お父さんとお母さんにとって、悲しいことだと思うけど、私はやっぱり『普通』じゃないの」

　言いながら、やはり胸がちくりと痛んだ。

「私もこんな自分が嫌で仕方なかった。けど、今はそうは思わなくなったの。それは、お祖母ちゃんや宗次朗さんのお陰で……」

　小春は、すぅっ、と息を吸い込んで、しっかりと顔を合わせた。

「今の私には、ここよりも祇園が肌に合っている気がするの。お祖母ちゃんのところで生活して、京都の高校に通いたいと思っています。どうか、許していただけないでしょうか」

　深く頭を下げた小春に、両親はしばし何も言わなかった。

　許してくれなくても、京都に戻るのだけど。

　もし、許してくれないというのなら、高校は諦あきらめるしかない。

　頭を下げたままそんな気持ちでいると、

「……小春」

　母が静かにこぼした。

　そっと顔を上げると、両親ともに目に涙を浮かべている。

「小春、昨日は私たちもごめんなさいね。あの後ね、お父さんといっぱい話したの。一番苦しかったのはあなただったのに、あんなことを言わせてしまったって。突然、人の声が聞こえるようになるなんて……」

　母は、そこまで言って、うっ、と嗚お咽えつを漏らした。

「私だったらきっと耐えられないわ。本当につらかったわね、小春」

　涙を流しながらそう言った母に、小春は目を見開いた。

「お母さん……」

　すると父がそっと前に出て、小春の頭に手を載せた。

「お父さんもお母さんも、何か見誤っていたんだ。お前に、良い高校、良い大学と、そんなことばかり考えて……心から願うのは、『お前の幸せ』だったというのに。すまなかった」

「……お父さん」

　小春はこみ上げてくるすべてに、顔をくしゃくしゃにし、

「お父さん、お母さんっ！」

　二人にしがみつくようにして、声を上げて涙を流した。




　その後、祇園の『さくら庵』から持参した和菓子を冷蔵庫に入れたままだったことを思い出し、両親と三人で食べることにした。

　皆、泣きはらした赤い目に気恥ずかしさを感じながら、箱を開ける。

「わあ」

　透き通ったレモン色の寒天の中に薄切りのレモンと白い星が鏤ちりばめられている。

　まるで黄金の夜空だ。

「なんて綺き麗れいなの」

　宗次朗の作ったそれは美しい涼菓に、二人は心底驚いた様子で感嘆の声を洩もらす。

　いただきます、と口にして、

「──っ！」

　三人揃って、口に手を当てて大きく目を見開いた。

　これまた、すごく美味おいしい。

　絶妙な甘酸っぱさと、清涼感に口当たりの良さ。

「宗次朗さんって、すごい職人さんなのね」

　意外そうに言う母に、

「うん、宗次朗さんは、今やすごい職人さんなんだよ。祇園でも大人気で、芸げい舞まい妓こさんまで買いに来るんだから。浅草で厳しい職人さんの下、一生懸命修業してたみたい」

　なぜか小春が得意になり、胸を張ってそういった。

　父は「そうか」と頷うなずき、

「宗次朗は宗次朗で、自分の道を見付けたんだな」

　涼菓を食べながら、独り言のように漏らす。

　その顔はとても嬉うれしそうだった。

「なんだか、いくらでも食べられちゃいそうね」

「うん、ついつい手が伸びるよね」

　小春は宗次朗の涼菓を口にしながら、胸が熱くなるのを感じていた。

　今まで何度も、こうして両親とテーブルを共にしてきたけれど、この時ほど食べたものを美味しく、そして嬉しいと感じたことはなかった。

　宗次朗さんの作るお菓子には、きっと魔法が込められているに違いない。

　私の今の心も、この涼菓のようにキラキラと輝いている。

　自分の本当の気持ち、本当の姿を打ち明けることは、とても怖い。打ち明けて、すぐに受け入れてくれるなんてことはないし、傷付いてしまうことも多い。

　それでも、言えて良かった。

　小春は目頭を熱くさせながら、少しずつ美味しい涼菓を口に運んだ。





七






「──小春、気を付けるんだぞ。母さんによろしく伝えておいてくれな」

「お祖母ばあちゃんと宗次朗さんの言うことをちゃんと聞くのよ」

　小春は再び、両親に見送られて品川駅から京都に向かうことになった。

　以前と違うのは、皆が明るい笑顔であるということ。

　東京のお土産をどっさりつめたキャリーバッグを持ち、「はい」と頷いて、

「行ってきます」と小春は大きく手を振った。

　品川から京都まで、新幹線が走り出してしまえばアッという間だ。

　約二時間強で到着する。

　小春は逸はやる気持ちで駅構内、南北中央通路を突っ切って、エスカレータを降りる。

　駅の外に出ると、すぐ目の前に、バスターミナルがあった。

　ひょろりと長い京都タワーを眺めてホッとすることを感じながら、バス乗り場へと急ぐ。

　今は夏休みということもあり、バスターミナルには人出が多かったものの、次々とやってくるので、さほど待たされることもなく、バスに乗ることができた。

　車中、手すりをつかんで京都の町を眺めながら、胸が高鳴るのを感じていた。

　祇園の停留所では、たくさんの人が降車する。

　小春も揉もまれるようにバスを降りて、朱色の楼門が目に鮮やかな八や坂さか神社を仰いだ。

　ただいま、氏神様。

　今は大荷物なので、ご挨あい拶さつはまた近々、すぐに来ます。

　小春はそっと会釈をして、四し条じよう通どおりを西へと向かう。

　明るく賑にぎやかな四条通をしばし歩き、北へと入った。

　やがて見えてきた、和雑貨店『さくら庵』。

　店先には、吉乃、宗次朗、澪人の姿があり、小春は大きく瞬いた。

　今日帰るとは伝えていたけれど、詳しい時間は言ってなかったのに。

　……さすが、祇園の拝み屋さん、と頰を緩ませる。

　満面の笑みで迎えてくれる皆を前に、小春は大きく頷いて走り出す。

　すると、どこからか『にゃー』という猫の鳴き声が耳に届き、小春は足を止めた。

　猫の姿はどこにもない。

　咄とつ嗟さに空を仰ぐと、一筋の飛行機雲が西へと向かって伸びているのが見える。

　まるで、龍りゆうの姿のようだ。

　そう思うと、同時に優しい声が胸に届いた。

　──小春さん、良かったですね。言ったでしょう？

　あなたはもっと、自分を愛してくれている人を信じるべきだと──。

　かつて、出会った幼い龍神・若宮の声に、小春は口元を綻ほころばせた。

　若宮くん……見守ってくれていたんだ。

　小春の胸がじんわりと熱くなる。

　しっかりとした足取りで皆の下に向かった。

「お帰り、小春。ようがんばらはったね」

「おう、お疲れ」

「小春ちゃん、ほんまにがんばらはったね」

　優しい笑みで温かく迎える吉乃、宗次朗、澪人を前に、

「た、ただいま。あらためて、これからもよろしくお願いします」

　小春は目に涙を浮かべながら、深々と頭を下げる。

「そんなあらたまらんと。さあさあ、入り。今夜はお寿す司しにハモやで」

　吉乃は、優しく小春の背に手を添えると、宗次朗は目を輝かせる。

「おー、ハモ、いいな」

「あんたのためやあらへんで。あっ、澪人ちゃんも食べていき」

「おおきに」

　変わらないやりとりに嬉しさを感じながら、小春はそっと首を傾けた。

「ハモ？」

「なんや、あんた、ハモ知らへんの？」

「あっ、馴な染じみがないだけで、名前くらいは知ってるけど」

　慌てて言う小春に、澪人がくすりと笑った。

「ハモはウナギの仲間みたいなもんやね。ハモは生命力が強いことから、京都では湯引きしたもんを夏によう食べるんよ。これもまた夏の風物詩やね」

　澪人の説明に、小春が「へぇ」と相あい槌づちをうちながら、皆揃ってわいわいと賑やかに店の中に入っていく。

　店に入る間際、ふわりと優しい風が小春の髪をそよがせた。

　──本当にお帰りなさい、小春さん。

　この祇園まちは、あなたの帰りを待っていましたよ──。

　再び届いた若宮の優しい声に、小春は胸に手を当てて、そっと目を閉じる。

　それは、小春の新たな生活がスタートした、夏の終わりだった。








第二章　塔の上の少女と栗茶巾。
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　九月一日。

　小春は自分の部屋にある姿見の前に立ち、キュッと胸元のリボンを結んだ。

「──よしっ」

　しっかりとブラッシングした髪、ブラウンのジャケット、白いブラウスに小豆あずき色のリボン、ジャケットの色に合わせたタータンチェックのプリーツスカートに、クリーム色のサマーニットベスト。

　これらは、すべて新しい学校の制服であり、東京から祇園に戻った小春に待っていたのは、とても忙しい日々だった。

　進学を希望している私立高校に提出する書類を確保し、編入試験に向けて猛勉強。

　その甲か斐いもあり試験は無事パスし、一息つく間もなく正式な手続きに、制服の採寸、指定物の購入にあちこち走り回った。

　それにしても、ちゃんと合格できて良かった。

　急に安あん堵どの念がこみ上げて、鏡の前で胸を撫なで下ろす。

　我ながら猛勉強をしたとは思っているけれど、短い期間だ。

　編入試験にパスできたのは、たまたま得意な問題が出てくれたということ、希望している名門私立高校の学長と吉乃が古い知り合いという要素も大きいのだろう。

　また、その学長が『ネットの悪質な書き込みに傷付いて中学の半ばに不登校になった』という小春の『表向きの事情』にいたく同情し、事情を汲くんでくれたと聞いた。




『──徳とくちゃんは、えげつない陰口が大嫌いなんよ』

　小春の祖母・吉乃は和雑貨店『さくら庵』の一階の店舗、レジが置かれた木製カウンターの前に座って縫物をしながら、しみじみとそう告げた。

　その時、丁度客が引けたときで、店内は静かなものだった。

　つい先日まで金魚や団扇うちわ、浴衣ゆかたに合わせる小物と夏色一色だった店内も、今は徐々に秋のものへと商品が切り変わりつつある。

　とはいえ、まだ残暑が厳しく、気分は夏を引きずったままだ。

『徳ちゃんって？』

　品出しをしていた小春は振り返って尋ねる。

『お前が行く学校の学長のことだよ。確か三代目で徳とく松まつ正まさ人とっていうんだ。俺は徳さんって呼んでる』

　たまたま、二階の厨ちゆう房ぼうから降りてきた宗次朗が階段の途中で答える。

　悪質な陰口が嫌いだという学長の名は『徳松正人』。

　おそらく、その名の通り、曲がったことが嫌いな『正しい人』なのだろう。

　そんな人が学長を務める学園は、良いところに違いない。

　小春が心強く思っていると、宗次朗が、そういや、と腕を組んだ。

『徳さんって、昔いじめられっ子だったんだろ？』

『そやね』と頷うなずく吉乃に、小春は『いじめられっ子？』と驚いた。

『ああ、そんでいつも、ばーさんが助けていたらしいんだ。そりゃ、今もばーさんに頭上がらない上、陰口が嫌いなのも頷けるよな』

『ばーさん言わんときよし。別に私は助けた覚えはあらへんで。私も陰湿なことが嫌いやっただけや』

　縫物を続けたままそう言う吉乃に、小春はくすりと笑った。

『お祖母ばあちゃんらしいね。どうやって助けてあげていたの？』

『そやな、徳ちゃんは、よう泣かはる子で、机の中に蛇が入ってたくらいで大騒ぎや。それを見かねた私がその蛇の頭を持って机の中に入れた男子に向かって突撃したら、今度はその子が、ぎゃあぎゃあ言うて腰抜かして泣くし。思えば、みんな泣き虫ばっかやったわ』

　吉乃は手を止めて、やれやれ、と肩をすくめた。

『……へ、蛇の頭を持って突撃って、お祖母ちゃん』

『おい、ばーさんは、元お嬢様だったんだろ？』

『そやで。賀茂のお嬢さんやで。そやから、ほんまはそないなことしたなかったんやけど、澪人ちゃんやあらへんし、けしかけるなんて無理やしな』

『そもそも、けしかけるって思考がお嬢様じゃねぇよ』

　呆あきれたように肩をすくめる宗次朗の横で、吉乃はしれっとした様子を見せていた。




　そんなやりとりを思い起こし、小春は鏡の前で口元を綻ほころばせる。

　なんとも、吉乃らしいエピソードだ。

　つまり学長は、吉乃のかつての学友だったというわけだ。

　やはり、それは心強い。

　小春は、うん、と頷いて、持ち物をチェックする。

　今朝は興奮しているせいか、五時に目が覚めた。すぐにシャワーを浴びて、朝食を摂とり、歯を磨いて身支度をし、今に至る。

「それじゃあ、行ってきます」

　学生鞄かばんを手に、居間に顔を出すと、すでに厨房で和菓子作りに取り掛かっていた宗次朗が、「おう」と振り返った。

「あれ、お祖母ちゃんは？」

「下の店じゃないか？」

「えっ、もう？」

　まだ、七時前。

　いつもは居間でくつろいでいる時間だ。

　小春が足早に階段を下りる。ちなみに、この家は二階建ての日本家屋。

　一階が店舗、二階が住居。

　生活圏のすべては、二階に集中していた。

　ひょいと首を伸ばして一階の店舗を覗のぞくも、吉乃の姿はなく、

「お祖母ちゃん、行ってきます」

　きっと、どこかにいるだろう、そんな気持ちで小春が声を張り上げると、奥の部屋から吉乃が慌てたように出てきた。

「もうそないな時間かいな。小春、これ持っていき」

　そう言って、秋桜コスモス柄の小さな包みを差し出す。

「これは？」

「まじないをこめた御守や。上手うまくいくか分からへんけど、これを持ってたら少しは心の声が聞こえんようになるかもしれへん。制服のポケットに入れておき」

　それは、小春の特異な能力を抑制する小さな御守だった。

「──あ、ありがとう、お祖母ちゃん」

　吉乃の心遣いに、嬉うれしさが募る。

　小春自身、強がりながらも不安に思っていた。

　なるべく目を合わせないようにしながら、心の声を聞かないように気をつけながら新たな学校生活を送ることができるのだろうかと。

　できたとしても、感じの悪い子だと思われないだろうかと。

　小春はその御守をジャケットの胸ポケットに入れた。

　丁度胸ポケットに収まるサイズにも嬉しさが募る。

「それじゃあ、行ってきます」

　笑顔で見送る吉乃に手を振り、元気に店を出て、東ひがし大おお路じ通どおりへ向かう。

　八坂神社前の『祇園』停留所からバスに乗って、北きた大おお路じ駅バスターミナルまで向かい、そこからさらに北へ行くバスへと乗り変える。

　これから通う学校は大学付属の私立高校で、その名は、学がく徳とく学園大学付属高校。

　京都北きた区上賀茂の山の方に位置していて、広い敷地内に高校と大学の校舎が隣接している。また、同じ敷地内ではないものの、近くに幼稚舎、初等部、中等部の校舎があるそうだ。

　大学の偏差値は高めなものの、中高の学力レベルは中の上といったところ。

　大学に進学するには、特進クラスに入る必要があるそうだ。

　ちなみに中途入学の小春は、ごく普通のクラスに編入することが決まっていた。

　そんな学徳学園は、煉れん瓦が造りが印象的な校舎だ。

　京都は和風の建造物だけではなく、明治・大正時代を彷ほう彿ふつとさせる西洋風建築物も数多い。学徳学園校舎も創立が大正時代ということもあり、西洋建築を採用したモダンな佇たたずまいであり、小春が初めて見学に訪れた際、その異国情緒溢あふれる校舎を前に胸の高鳴りを感じた。

『たくさん友達ができるといいな』なんて、今の私は素直に思えないほどに、どこか擦れてしまっているけれど、あの校舎で学べると思うと少しわくわくする。

　多くは望まないけれど、これから始まる高校生活。

　少しでも良いことがあるといいな。

　小春は手すりをしっかり握りながら、期待と不安を胸に、流れる景色をなんとなく眺めていた。





二






　学徳学園の鐘の音は、『ちりりん、ちりりん』という聴き慣れないものだった。

　今までオーソドックスな鐘の音しか聴いたことがなかった小春にとって、この学園のベルの音はとても新鮮に感じた。

「まるでハンドベルのような音でしょう？」

　微笑むような口調で言ったのは、少し前を歩く担任。長い髪を綺き麗れいにまとめ、ロングのスカートを穿はいた優しげな雰囲気の女性だった。

　名前は早さ乙女おとめ典のり子こといい、年齢は三十代半ばといったところ。

　小春は「はい」と頷きながら、彼女の後を歩く。

　ハンドベルのような鐘の音は、この校舎にとても合っていた。外観だけではなく内装も石造りの階段に朱色の絨じゆう毯たんと、レトロモダンな仕様で、まるで歴史的建造物を思わせる。それでも通路壁には、『来たれテニス部！』『初心者歓迎・吹奏楽部』といった部活の勧誘のチラシや『うがい手洗い忘れずに』という保健だよりが貼られていて、普通の学校と変わらない部分に、小春は少しホッとした。

　しかし窓の外に見える景色は、まるで異国だ。

　木々の緑に映える煉瓦造りの西洋風建築物。中庭に高い塔。天辺に大きな鐘があり、小さな窓。まるで童話に出てくるお姫様が閉じ込められている塔のようだ。

　素敵だなぁ、と眺めていると、塔の天辺にある鐘の隣に少女が立っているのが見えて、小春は目を凝らした。

　少女は柱に手を添えて、見下ろしている。長い髪が風になびいている。

　あんなところに立って、危なくないのだろうか？

　小春が窓の外を見入っていることに気付いた担任は、そっと足を止めた。

「あそこは、かつて女子寮だったのよ。今は使われていなくて、倉庫になってるの」

　その言葉が耳に届いたときには、少女のシルエットは見えなくなっていた。

「どうして、今は使われていないんですか？」

　小春は窓の外に目を向けたまま尋ねる。

　吉乃からもらった御守がある以上、心の声は聞こえないに違いないが、それでも、怖さを感じて目を合わせることに躊躇ためらいがあった。

「この学校の寮制度がなくなってしまったからなの」

　なるほど、と頷うなずいて前を向くなり、不意に担任と目が合った。

（懐かしいな。あそこでの寮生活……）

　同時に聞こえてきた彼女の心の声に、小春の心臓は嫌な音を立てた。

　先生の心の声が、聞こえてしまった。

　お祖母ばあちゃんの御守があるから大丈夫だと思ったのに。

　だけど、お祖母ちゃんも『上手くいくか分からへんけど』って言ってたから、効力がなかったということなんだろう。

「……先生は、この学園の卒業生なんですか？」

　落胆から、まるで息を吐くように、胸に浮かんだ疑問が口をついて出た。

「えっ？」と、戸惑いの目を向けられて、小春は『しまった』と身を縮ませる。

「え、えっと、なんだか懐かしそうなお顔をされていたので」

　慌ててつけ加えると、担任は納得した様子を見せる。

「そうなの。私もここの卒業生でね、あの塔の寮で生活していたのよ」

　その言葉には、懐かしさだけではなく、少し切ない響きが込められている。

　何かあったのか気にはなったが、それを探りたいとは思わなかった。

「お話していたら遅れちゃうわね。行きましょう」

　少し早足で歩き出した担任に、小春も頷いてそのあとに続いた。




「それではみなさん、東京から来た櫻井さんです」

　教室に入るなり、すぐに担任は黒板に『櫻井小春』と書いて、生徒の方を向く。

　学長に何か言われているのだろうか、彼女自身の配慮なのか、担任は小春の事情を一切匂わせることはせず、まるで普通の転校生のように紹介した。

　クラスの皆は、珍しい転校生に、目をきらきらさせて小春に注目している。

　教室には女子だけだが、女子高というわけではない。

　この学園は、共学教育は初等部までで、中等部からは男女の教室を分けているそうだ。基本的に『男女七歳にして席を同じうせず』の精神が根付いてのこと。

　小春はどうしても引きつってしまう顔でなんとか笑みの形を作り、顔を上げる。

　しかし、すぐに目を伏せてしまう。

　ど、どうしよう。少しでも顔を上げると、必ず誰かと目が合ってしまう。

　流れてくる心の声は、興味本位な関心であり、大したことを思っているわけではない。しかし大勢の人間に意識を集中させられるというのは、小春にとって一斉に話しかけられるようなものであり、やはり堪こたえた。

「それでは、櫻井さん、ご挨あい拶さつを」

　担任に促されて小春は一礼する。

「さ、櫻井小春です。東京から来ました。今は祇園に住んでいます。どうぞよろしくお願いします」

『今どこに住んでいるんだろう』という心の声がもっとも多かったため、そう答えた。

　しかし、それは逆効果だったようだ。

　東京から来て祇園に住んでいるということが、とても意外に感じたようで、皆の心の声は一層強くなる。

「櫻井さんは、とりあえず一番後ろの窓側の席に。またすぐに席替えもしますから」

　窓際一番後ろの席。それは明らかに予定していなかった転校生の為に即席で作った場所という感じがした。

　小春は会釈をして、窓際一番後ろの席に腰を下ろした。

「それでは、これから始業式があるので、講堂に移動します」

　黒い出席簿を手にする担任に、皆は「はい」と声を揃えて立ち上がった。







「ばーさん、今日の分の和菓子できたから頼むな」

　祇園では、宗次朗がフードバットを手に一階に降りると、吉乃が店の中央で呆ぼう然ぜんと立ち尽くしている姿が目に入った。秋桜コスモス柄の御守を手に、顔を青くしている。

「おい、どうしたんだよ？」

　宗次朗はフードバットを一いつ旦たんショーケースの上に置き、顔を覗のぞくと、吉乃が勢いよく振り返った。

「──あかん、大変や」

「なにがだよ」

「小春に渡す御守、間違うてしもた」

「はっ？」

「弥生やよいさんの孫に頼まれてたのを渡してしもた。小春のはこっちやったのに」

　同じ秋桜柄の包みを手に、「ほんまにあほや」と吉乃は肩を落とす。

「……なんだか分からねぇけど仕方ねぇだろ。それより和菓子を頼む」

「そやな。ほんまにあほやで」と、悔しげに洩もらし、フードバットの中を覗いた。

「──なんえ、これ」

「今日から九月ということで、秋の新作ラインナップだな」

　そこには、定番の和風マカロンに加えて、抹茶のチョコレート、和風スイートポテトが並んでいた。

「この抹茶チョコレートは、カカオ豆から作ったから苦労したのなんのって」

　得意げに胸を張る宗次朗に、吉乃は冷ややかに目を細める。

「……マカロンにチョコにスイートポテトて」

「いいだろ。抹茶チョコはまだまだ未熟だけどさらに腕を上げて、ここの定番にしたいとも思ってるんだ。チョコも抹茶も通年ものだし、客がついたら大きいからな」

「もう、こんなん『和菓子』言わへんやろ。インチキにもほどがあるわ、和菓子職人名乗るのはやめたらええねん」

「なんだよ、自分がミスしたからって俺に当たるなよ。ちなみに小春になんの御守を渡したんだよ？　厄除け関係なら持ってても問題ないだろ」

「ちゃうねん。せめて厄やく除よけなら、少しは効果もあったかも分からへんけど、畑違いの御守を渡してしもた。ほんまあほやで。なんのためにがんばって祈き禱とうしたんやろ」

　吉乃は心底落ち込んだ様子で、はーっと息をついた。

「まあ、ばーさんにもなって『ドジっ娘こ』なんて、そりゃ落ち込むよな」

「うるさいわ、ほんま！　あんたの顔に塩撒まくで」

「だから、俺に当たってんじゃねーよ！　で、なんの御守を渡しちまったんだよ」

「それが……これと同じやつやで」

　棚の上の御守を指して息をつく吉乃に、宗次朗は顔色を変えた。

「それは……大変じゃねぇか」







　──講堂での始業式が終わり、小春が皆と共に教室に戻ると『待ってました』とばかりにクラスメイトたちが小春の下に集まった。

「櫻井さんは、祇園のどの辺に住んでいるの？」

「東京から引っ越してきて祇園に住むなんて珍しいね」

「京都には慣れた？」

　その勢いと、イントネーションこそ違うものの、皆が標準語を使っていることに、小春は少し驚いた。

「……ねぇ、みんな。一斉に話しかけたりするから、櫻井さんがびっくりしてるよ」

　小春が圧倒されていると、通路を挟んで隣の席に座る少女が、冷静に告げた。

　胸に『水みず原はら愛あ衣い』という名札がついている。

　ほっそりとしていて色白。すっきりとしたショートカットに、縁なしの透明感のある眼鏡。その奥の瞳ひとみは、とてもぱっちりとしていて、一見地味な印象を与えるけれど、とても聡そう明めいそうな綺き麗れいな子だ。

「あ、ごめん、びっくりしちゃうよね」

　瞬時に申し訳なさそうにする皆に、小春は「う、ううん」と首を振った。

「みんなが、京都弁じゃないのに驚いて」

　そう言った小春に、皆は「あ、そうか」と顔を見合わせた。

「うちのクラス、親が関東って子が多くて、いつの間にか自然とね」

「声優とかアナウンサー志望の子は、標準語使ってたりするし」

「私は京都弁やけど、中には標準語の方がカッコええ言うて使ってはる子もおるし。そやけど、うちら世代で今時べたべたな京都弁使うてる子、あんまりいーひんよ」

　そうそう、頷うなずき合う皆に、小春は「へぇ」と相あい槌づちをうつ。

　京都市内に住む普通の女子高生は、こんな感じなんだ。

　常にコテコテの京都弁が飛び交う祇園の町中とは、また違うのだろう。

「そやそや、櫻井さんは、祇園のどの辺に住んではるの？」

　あらためて問われて、小春は「あ、うん」と頷く。

「祇園の辰巳稲荷いなりの近くで、そこはお祖母ばあちゃんの家なの」

「お祖母ちゃんの家？」

「うん、昔から祇園に住んでいて……それで私は今、その家でお祖母ちゃんと一緒に暮らしているの」

　そう言ったとき、隣の少女・水原愛衣がぴくりと肩を震わせたことが分かった。

　どうしたんだろう？　と感じる間もなく、

「へぇ、祇園で暮らせるなんていいね」

「でも、観光客すごそう」

　皆と話していると、『ちりりんちりりん』と始業のベルが鳴った。

「それじゃあ、櫻井さん、また後でね」

「分からないことがあったら聞いてね」と皆は手を振って、いそいそと席につく。

　小春は、ありがとう、と会釈して、ホッと胸に手を当てた。

　物珍しさも手伝っているのだろうけど、みんなとても優しく親切だ。

『役に立ちたい』という心の声が伝わってきた。

　こんなクラスなら、なんとかやっていけるのかもしれない。

　小春は嬉うれしさを感じながら、授業の用意を始める。

　一限目こそ始業式だったものの、その後は普通に授業。

　今日は、六時間目まである。

　授業の内容はどんな感じなんだろう、と不安を抱きつつ教科書をめくっていると、「櫻井さん」と隣の水原愛衣が、ぽつりと話しかけてきた。

　なんだろう、と首を傾けながら彼女の方を向くと、

「……私もね、お祖母ちゃんと暮らしてるの」

　彼女は目を伏せたまま、そう告げた。

　それはとても小さな声で、まるで独り言のようなつぶやき。

　小春は相槌をうちながら、なんて返したらいいんだろう、と返答に迷った。

「水原さんのお祖母ちゃんは、優しい？」

　つい、そんな言葉を返して、小春はすぐに後悔した。

　彼女の祖母が必ずしも、優しい人だとは限らないのに。

「うん、すごく優しいよ。お祖父じいちゃんもお祖母ちゃんも優しいを通り越して、甘すぎるというかね」

　そう続けた水原愛衣に、小春はホッとしつつ、微笑ましさに頰を緩ませた。

　うちのお祖母ちゃんも、なんだかんだ言って、私に甘い。

　祖父母というものはそういうものなのだろう。

「ねっ、櫻井さん、もしかしたら、あなたも……」

　水原愛衣は、そこまで言いかけて口をつぐんだ。

　小春が「ん？」と上体を乗り出したその時、教室の扉がガラリと開き、数学教師が姿を現した。

　同時に当番がすっくと立ち、声を上げる。

「起立」

　当番の合図に皆は一斉に立ち上がり、「礼」の声に合わせて頭を下げる。

　手はウエストに、首を曲げずに腰から上体だけを四十五度傾けたとても綺麗なお辞儀。講堂でも生徒たちは一斉にこのお辞儀をし、それはとても気品を感じさせた。

「…………」

　お祖母ちゃん、ここは絶対、『お嬢様学校』だよね？

　そういえば、東京での家族会議で、『学徳学園に進学したいと思ってる』って両親に伝えた時、それまで学校のことはどこか諦あきらめたような顔をしていた二人が途端に表情を明るくさせて、『そこに行けるなら、御の字だ』と心の中で言って、とても嬉しそうに顔を見合わせていた。

　それはてっきり、『受け入れてくれる学校があるなら御の字だ』と二人は喜んでいるものと思っていたけれど、実はそうではなくて、この学園はもしかしたら世間的にとても良いイメージがあるのかもしれない。

　もし本当に『お嬢様学校』だとしたら、庶民の私がついていけるかな、と小春は、皆と共に着席しながら、そっと肩をすくめた。





三






　──昼休憩時間。

「……なんだか、気持ち悪い」

　始業式に数学、化学、歴史と午前の授業を終え、皆と共にお弁当を食べ終えたあと、小春はどうしても一人になりたいと、校舎裏の庭で座り込んでいた。

　クラスメイトたちは皆、変わらずに親切だった。

　会話の裏で飛び交う心の声も想像の範はん疇ちゆうであり、特別驚かされるものはない。

　それでも集団の中にいると、息苦しさから吐き気にまで及んできていた。

　この感覚は、人に酔うのと似ていた。

　……店番を続けていたことで、随分人に慣れたと思ったのにな。

　初日ということで、意識を集中させられ続けたせいなんだろうか。

　なるべく目を合わせないようにしているんだけど、そらし続けるのも心苦しく少しだけならと顔を上げると数人と目が合ってしまい、瞬時に頭の中にたくさんの人の声を受け取ってしまう。

　人は一瞬の間に、たくさんの思考を巡らせていることが多い。

　それを一気に受けてしまうと、頭の中が混乱をきたし、意識がマーブル状になったようにぐにゃぐにゃとすることを感じた。

　やがて吐き気を覚え、小春はこっそり教室を出て、ひと気のない裏庭で蹲うずくまった。

「──はぁ」

　芝生に膝ひざをついて、胸に手を当て、ギュッと目を瞑つぶる。

　朝は大丈夫かもと思ったのに……。

　皆がとても嫌な人で居心地の悪い雰囲気だったならともかく、あんなに良い雰囲気のクラスで、ここまで気分が悪くなってしまうなんて、私は一体なんなんだろう。

　今まで普通に過ごせていたのは、祇園の祖母の家が特別だっただけのこと。

　女子高生になるなんて、やっぱり私には無理なのかもしれない。

『学校に通う』という、かつては当たり前のように思っていたことが、今の自分にはとても難しいということを改めて実感し、やりきれないような気持ちになった。

　しゃがみこんだまま涙を堪こらえていると、どこかで烏からすが飛んでいるのか、『カアカア』という鳴き声が耳に届く。

　珍しくもない鳴き声に座ったまま虚うつろな目を見せていると、カアカアカアカアカアと、次第に強くなっていく烏の声に、小春は眉まゆ根ねを寄せた。

「…………？」

　一体、どれだけの烏が集まっているというのか。

　小春は戸惑いながら空を仰ぐと、たくさんの烏が頭上を旋回していた。

「えっ、なに、あの烏の量」

　驚きから弾はじかれたように立ち上がると、

「──ああ、ここにおったんやね」

　背後で聞き覚えのある声がして、小春はびくんと肩を震わせた。

　それと同時に、季節にそぐわない梅の香りが届く。

　もしかして、と振り返る。

　その瞬間、烏たちが、バサバサと音を立てて方々に飛んでいく。

「こんにちは、小春ちゃん」

　黒い羽根が舞い落ちる中、彼はにこりと微笑んだ。

「──澪人さん」

　そう、彼は祖母の弟の孫、つまりは『はとこ』の賀茂澪人。

　京都ならではの独特のイントネーションに、艶つややかな黒髪に端整な顔立ち、柔らかな物腰と、相変わらずの麗しさだ。

　そんな彼の今日の姿は、白い上うわ衣ぎに黒くろ袴ばかまという出で立ち。

「ど、どうして？」

　聞きたいことは山ほどあった。

　なぜ、ここにいるのか。

　どうして、そのような出で立ちなのか。

　何よりさっきの烏たちは、一体どうしたというのか。

「あれ、知らへんの？　僕、ここの大学生なんやで」

　澪人はそう言って、ここから見える大学の校舎を指した。

「えっ、そうだったんですか？」

　小春は、大きく瞬いた。

「そやねん。うちのおとんとここの学長が懇意にしとって。まぁ、吉乃さんを通じてのことやけど」

　彼は、学徳学園大学部の学生だった。

　それはつまり、同じ敷地内の校舎にいるということ。

「…………」

　それなら、どうして、祖母はこのことを事前に伝えなかったのだろうか。

　彼が同学園の大学に通っていることを先に知っていたら心強く思えたのに、と小春は眉根を寄せた。

「あれ、小春ちゃん、なんも吉乃さんに聞いてへんの？」

「は、はい、聞いてなかったです」

「吉乃さんはいたずらなとこがあるから、驚かせたろ思うたんちゃう」

　澪人の言葉に、小春は「ああ」納得して頷うなずいた。

　祖母ならば、ありえそうなことだ。

『驚いたやろ』という、いたずらな笑みが浮かぶ。

「……えっと、それで、澪人さん、その格好は？」

　白い上衣に黒い袴。

　あまりに似合いすぎて、まるで違和感がない。

「ああ、僕、弓道部なんよ。これは弓道着やね」

「弓道部！」と小春は瞬いた。

　そう聞くと、弓道ほど、彼に似合うスポーツはないかもしれないと思わされる。

「そうやねん。弓道場で練習してて、ほんで休憩がてら小春ちゃんの様子を見に教室覗のぞいたらおらへんし、なんや気になって」

「教室に来てくれたんですか？」

「ちらっと覗いただけやで」

「…………」

　こんな麗しい人がこの姿で教室を覗いたなんて、きっとクラスメイトたちは驚いたに違いない。

「きっと外の風に当たったはるんやろう思うたんやけど、ここの敷地は広いし、さっきの子らに探すの手伝うてもろて」と澪人は空を仰いだ。

「さっきの子ら、って……」

　小春も空を仰ぎ、まだ少し残っている烏を見た。

　ふと、先日、蛇の話をしていた吉乃の言葉が頭に過よぎる。

『そやから、ほんまはそないなことしたなかったんやけど、澪人ちゃんやあらへんし、けしかけるなんて無理やしな』

　あれは、どういう意味なのか気になりつつ、そのまま話題が流れてしまったけれど、もしかして……。

「れ、澪人さんって、動物を操れるんですか？」

「『操る』て、そんな恐ろしげなもんちゃうで。ただ、手伝うてもろただけやし」

　笑顔でふるふると手を振る澪人に、『それを操るというのでは？』と、小春の頰が引きつる。

　澪人さんは烏を遣って、私の居場所を知ったんだ。

　自分や吉乃同様、澪人にも『特別な力』があるということは、感じていたものの、目の当たりにすると、圧倒される。

「小春ちゃん、しんどなったんちゃう？」

　心配そうに問われて、小春は我に返って頷く。

「は、はい。いきなり集団生活になったので堪こたえてしまって。店番で随分慣れたつもりでいたんですが、駄目ですね」

　はぁ、と小春は息をついた。

「しゃあないよ。店番とはまたちゃうし」

　澪人の言う通り、店番で人と触れ合うのとは、まったく違っていた。

　客は、店員にそれほどの関心を抱いていないためだ。

「せっかく、お祖母ばあちゃんが御守まで作ってくれたのに効かなくて」

「吉乃さんの御守が、効かへんかったん？」

　信じられないという様子を見せる澪人に、小春はばつの悪い気持ちになった。

「は、はい」

「見せてくれへん？」

「あ、はい。これです」

　小春は胸ポケットから秋桜コスモス柄の包みに入った御守を出して見せた。

「…………」

　澪人はその御守にそっと手を触れて、目を細める。

「……小春ちゃん、これ、『封じの御守』とちゃうわ」

「えっ？」

「多分やけど、吉乃さん、間ま違ちごうて渡してもうたんちゃうかな。あの人、しっかり者やけど、時々そそっかしいし」

「そ、それじゃあ、お祖母ちゃんが渡してくれるはずだった御守をちゃんと持っていたなら、大丈夫なんでしょうか」

「ある程度は大丈夫ちゃうかな。ほんでも限界はあるけど」

「限界というと？」

「ちょっとした心の声は消せても、強い感情なら、受けてまうやろな」

　それはつまり差し障りのない雑音のような心の声はシャットアウトできても、強い心の声は受け取ってしまうということだ。

　雑音をシャットアウトできるだけで十分ありがたいが、強い感情というのはメンタルに響くので、それはそれで厄介だろう。

　小春は、神妙な面持ちで相あい槌づちをうつ。

「そやから、小春ちゃんは今後、自分の力をコントロールできるようにならへんと」

「コ、コントロールできるようになるんですか？」

「そやね。訓練が必要やけど」

「訓練？」

「たとえば、小春ちゃん、僕の心はあんまり読めへんやろ？」

　顔を覗くようにしっかりと目を合わせる澪人に、小春の心臓がどきんと音を立てる。

（僕の心はあんまり読めへんやろ？）

　同時に届く澪人の心の声は、口にしたものと同じだった。

　思えば澪人はいつもそうだ。口に出す言葉と、心の声がほぼ一緒。

　だから、とても安心していたのだけど……。

「は、はい。読めないというか、口に出す言葉と一緒でした」

「実は、ほんまの本心はさらに奥に隠してるんよ」

　にっと笑う澪人に、小春は「えっ」と目を見開いた。

「こういうんは、訓練でできるようになったんやで」

「そ、そうなんですね。でも、どうしてそんな訓練を？」

「ま、拝み屋稼業やし、敵に心を読まれて弱みを握られへんようにするためのもんやね。心の中にさらに扉を作るいうか」

「は、はあ、敵に……」

　あまりに現実とかけ離れた話に、小春は間抜けな声を上げることしかできない。

　それでも、納得もした。小春は今まで澪人の心の声を受け取りながらも、まだまだ裏がありそうな気がしていたからだ。

「そやから、小春ちゃんも訓練することで、その力をコントロールできるようになると思うで」

「どうやって訓練したら良いんでしょう」

「そやね……なんやったら、手伝うてあげるけど」

「お、お願いしたいです」

　この力を抑制することができるかもしれない。

　そんな希望の光に、重苦しかった小春の心が明るくなる気がした。

「ほんなら今度、ゆっくり教えたげるわ」

「ありがとうございます。それは、うちで？」

「あかんあかん、小春ちゃんの部屋で特別講師する言うたら、宗次朗さんに塩撒まかれるわ」

　澪人は首を振って、肩をすくめる。

　宗次朗が『帰れ、毒花、うちの娘をたぶらかすな！』と塩を撒く姿が、容易に想像できて、小春は「本当ですね」と笑った。

「ああ、でも、嬉うれしいです。これで、午後の授業もがんばれそう」

　小春は微笑んで、吉乃からもらった御守を内ポケットに入れる。

「そやそや、大事なことを忘れとった」

「大事なこと？」

「小春ちゃんの力、一時的やけど、僕が封じてあげよか？」

「そ、そんなことできるんですか？」

「ほんまに一時的なもんやけど、一応用意はしてきてて」

「お、お願いします」

　放課後までもってくれるなら、それこそ御の字だ。

　ぺこりと頭を下げる小春に、澪人は弱ったように苦笑した。

「ほんでも、少し恥ずかしいかもしれへんで」

「恥ずかしい？」と首を傾ける小春に、「……ま、ええわ」澪人は懐から何かを取り出し、小春に歩み寄った。

　急に間近に接近されて、どきんと鼓動が跳ねる。

　そのまま澪人は、すっ、と手を伸ばし、小春の前髪をかき上げ、口を近付けた。

「────っ！」

　額に、キスされる？

　呼吸が止まるかと思うほどの緊張感に、小春が身を強こわ張ばらせていると、澪人は額に向かってぼそぼそと何かを呟つぶやき、ふっ、息を吹きかける。

　小春は思わず、ギュッと目を瞑つぶった。

　た、たしかにこれは恥ずかしいし、心臓が爆発しそうだ。

　次の瞬間、ぺたり、と額に何かを貼られた。

「へっ？」

　何を貼られたんだろう？

　小春はすぐに自分の額に手を当てる。

　どうやらこれは……。

「絆ばん創そう膏こう？」

「そうや、額には『第三の目』いうのがあって、小春ちゃんはここも過剰に活動している状態やったんよ」

「は、はあ」

「ほんで今封じのまじないをして、封印の呪じゆを書いた絆創膏を貼ったんや。おでこに絆創膏て、なんや恥ずかしいやろうけどかんにん。しっかり時間かけて祈き禱とうしたものやない即席もんやから、額にダイレクトに貼らな効かへんのや。そやけど、せめて可愛らしいのを思うて売店でこれを選んだんやで」

　澪人はそう言って、黒猫柄の絆創膏を見せた。

「あ、本当に可愛い。黒猫ちゃん」

　額に絆創膏を貼っているなんて、たしかに少し恥ずかしいけれど、この柄なら多少マシだし、何より雑多な念を受け取るよりずっといい。

　それにしても黒猫なんて……。

　若宮くんを思い出す。

　艶つややかな黒髪に、水干姿で愛らしく微笑む幼い龍りゆう神じんの姿を思い浮かべ、小春は頰を緩ませた。

「ほんまは、こんなん貼らんでも効く方法があるんやけど」

「えっ、どんな方法ですか？」

「額に直接口を当てて、強く『封』の字を送り込む方が効くんやけど、それは、額にチュウすることになるからさすがにあかんやろし」

　そう言った澪人に、小春は「えっ」と洩もらし、みるみる頰を紅潮させた。

「──ほんでも、絆創膏より、チュウの方がええ？」と、首を傾けて顔を覗のぞく澪人に、ばくんと鼓動が跳ねた。

「い、いえ、絆創膏で大丈夫です」

「そやね。そんなんしたら、宗次朗さんが怒鳴り込んできそうやし」

　ふふふ、と笑う澪人に、小春は気恥ずかしさに何も言うことができない。

「あとは、うなじやな」

「うなじ？」

「そうや。うなじにも貼らな。小春ちゃん、じっとして」

　澪人は小春の後ろ髪を上げて、うなじに絆創膏を貼った。

　その感触に、びくんと体が震えてしまう。

「かんにん。ここは、心の声とはまた別の話なんやけど、うなじには入口みたいなんがあって、様々な『想念』はここから入ってくることが多いんよ。小春ちゃんはここも全開になっているような状態やから、そこを閉じたわけや。もうこれで、心の声も聞こえへんやろ？」

　そう言って澪人はしっかりと目を合わせる。

　今度は何も聞こえてはこない。

　澪人がカムフラージュで発しているであろう心の声さえも。

「は、はい、何も聞こえないです」

「ほんなら良かった。そやけどこれは『普通の勘』も鈍ってまうから、あんまりしたないことやで、とりあえずの応急処置やね。学校出たらそれ外してや。勘が鈍った状態で外を歩くのは、なかなか危険やし」

「……普通の勘も鈍る」

　その時、『ちりりんちりりん』と予鈴が鳴った。

「ああ、時間やな」

「は、はい」

「ほんなら、小春ちゃん、また」

「あ、ありがとうございます」

　澪人はにこやかに手を上げて、そのまま背を向ける。

　その姿が見えなくなり、小春は「はぁああ」と熱い息をついた。

　ど、どうしよう、ドキドキが止まらない。

　澪人さん、やっぱり麗しすぎる。

　小春は火照る頰を冷やすように、手の甲を押し当てつつ教室へと向かった。




　小春が教室に戻ると、クラスメイトたちは何かに興奮しているように、きゃあきゃあ、と騒ぎ立てていた。

「あれ、櫻井さん」

「えっと、おでこどうしたの？」

　一斉に、小春の額に注目する皆。

　目が合っても何も聞こえてこないことに、小春は胸が震えるほどに感動した。

　本当に……本当に、何も聞こえない。嬉しい！

　澪人さん、すごい！

　嬉しさのあまり涙まで滲にじませる小春に、クラスメイトたちは焦ったように手を振る。

「もしかして、転んだ？　大丈夫」

「あ、うん。まあ、ちょっとだけ」

　小春は誤魔化すように前髪で絆創膏を隠しつつ、後あと退ずさりした。

　その瞬間、机の角に腰を打ち付け、「痛っ」と、腰を摩さすろうと手を動かすと、今度は肘ひじを打った。

「──っ」痺しびれに悶もん絶ぜつしている小春に、クラスの皆は啞あ然ぜんとしている。

「さ、櫻井さんって、ドジっ娘こ？」

「気を付けてね」

「う、うん、ありがとう」

　普通の勘が鈍るってこういうことか、と小春は痺れる肘を摩る。

　知らず知らずのうちに、人は勘を働かせて自分の身を守っているのかもしれない。

　たしかにこの絆創膏を貼ったまま、校舎の外に出るのは危険だろう。

「それにしても、櫻井さん、教室にいなくて残念だったねぇ」

「ねぇ、本当に残念」

　皆は、嬉き々きとして顔を合わせる。

「残念って、何かあったの？」

「実は大学の弓道部にね、それはそれはとても美しい方がいらして」

「『麗しの君』って、私たちは勝手に呼んでるんだけど、その方がなんとうちのクラスを覗いてくれて！」

「しかも、しかも、弓道着を着たまま！」

　そこまで言って皆は、きゃあああ、と黄色い声上げる。

「…………」

　間違いない、澪人のことだ、と小春は頰を引きつらせた。

　澪人が教室を覗いたことで、クラスメイトを驚かせたに違いないとは思っていたけれど、驚くどころの騒ぎではなく、『事件』のようになっていた。

「櫻井さんにも見せたかったなぁ」

「そうそう、きっと、東京にだってあんな素敵な人、なかなかいないよ」

　その言葉には、小春も同感だった。

　あんな『麗しい』を絵に描いたような人は、東京にもなかなかいない。

　クラスの皆は、澪人に憧あこがれを抱いているものの、名前は知らないようだ。

　名前が出ない以上、『彼は私の親しん戚せきなの』というのもおかしな話なので、小春はなんとなく相あい槌づちをうちながら、気をつけつつ席に着く。

　午後からの授業はなんだろう、と時間割を確認していると、

「……転校初日に、裏庭で噂の男の人といちゃいちゃするなんて、櫻井さんってすごいんだね」

　隣に座っていた水原愛衣が、とても小さな声で、冷ややかに告げた。

「えっ？」

「まっ、私に関係ないけど。大丈夫、別に言いふらすつもりもないし」

　水原愛衣はさらりとそう言って、午後の授業の用意を始める。

「あ、いや、そんなんじゃなくて」

　慌てて言うも、彼女は聞く耳を持たない様子を見せていて、小春は口をつぐんだ。

　それは、前途多難さを感じずにはいられない、高校初日だった。





四






「ただいまー」

　登校初日を終えた小春は、和雑貨店『さくら庵』の暖簾のれんをくぐる。

　もう閉店時間ということで、店に客の姿はない。

「小春！」

　木製レジカウンターにいた吉乃が勢いよく立ち上がったかと思うと、今度は二階から「小春！」と宗次朗がバタバタと階段を駆け下りてくる足音が聞こえて、小春はぎょっとした。

「小春、かんにん。渡す御守間ま違ちごうてしもた」

「お祖母ばあちゃん」

　小春が、やっぱりそうだったんだ、と相あい槌づちをうっていると、

「小春、無事だったか！」

　血相変えた宗次朗の姿。

　いつもお気楽で、何事にも動じない宗次朗の真剣な顔に、小春は苦笑した。

「ぶ、無事かって。宗次朗さん、大おお袈げ裟さだよ」

　それでも自分を心配してくれたことが、小春は嬉うれしかった。

　二人に守られていることを実感し、胸がじんわりと熱くなる。

「ありがとう、二人とも。大丈夫だったよ」

「そ、そうか？」

「うん。それより、もう店仕舞いだよね。お手伝いするね」

　今までぐったりと疲れを感じていたのが噓のように元気になり、小春は鞄かばんを床に置いて、ワゴンや暖簾を片付けようと、店の外に出た。

　夕方六時。夕暮れの秋の空は、もう薄暗かった。

　西の空の橙だいだい色いろが鮮やかな反面、東の空の濃紺がとても深い。

　ごーん、と響く鐘の音。

　どこからか太鼓の音も聞こえてくる。

　変わらない情緒のある光景に、癒いやされる気がした。

　小春は空を仰ぎながら、うんっ、と背を伸ばした。




　店仕舞いをしたあと、お風ふ呂ろに入り、パジャマ兼用の部屋着に着替える。

「ご飯やでー」

　吉乃の声に、「はーい」と返事をして、居間に顔を出すと、ちゃぶ台の上に、湯豆腐、天ぷら、炊き込みご飯が並んでいた。

「わあ、美味おいしそう！　私の好きなものばかり」

「あんたの初日やからな」と、湯ゆ吞のみにほうじ茶を注ぐ吉乃に、

「言っておくけど、天ぷらを揚げたのは俺だからな」

　宗次朗が冷蔵庫から瓶ビールを取り出しながら、得意満面でそう言った。

「ありがとう、嬉しい」

　三人揃ってちゃぶ台につき、「いただきます」と手を合わせた。

　海老えびの天ぷらを口にし、サクッという食感に小春は「んん」と目を細めた。

「美味しい、お店の天ぷらみたい。宗次朗さん、すごいね」

「おいおい、『厨ちゆう房ぼうの貴公子』を捕まえて何を言うんだよ。どんな素材も最高に輝かせて見せるぜ」

　天ぷらを箸はしで持ったまま、まるでソーシャルゲームのキャラクターのように決め顔を作る宗次朗に、吉乃は冷ややかな目を向ける。

「小春、あほは相手にしたらあかんで」

「うん、分かってる」

「二人とも、がんばって料理をした人に、そんな冷たい態度は良くないと思います」

「って、宗次朗さん」

　小春はぷっと吹き出しながら、いつもの会話に心からホッとした。

　外の世界に出て、こうして戻ってくることで、家のありがたみを感じるものだ。

「それで、小春。本当に大丈夫だったか？」

　思い出したように尋ねる宗次朗に、小春は「うん」と頷うなずいた。

「うん、なんとか。最初は目を合わせないようにがんばっていたし。あっ、クラスのみんなはとてもいい人でね」

　そこまで言いかけた小春に、宗次朗は眉まゆ根ねを寄せる。

「そんなことを心配してるんじゃねぇよ。悪い虫が寄ってこなかったかって聞いてるんだ」

「悪い虫？」

　小春は目をぱちりと開く。

「このばーさんが、よりにもよって厄介な御守を間違ってお前に渡したんだよ」

　宗次朗はちらりと横目で吉乃を見た。

「母親を『ばーさん』言わんときよし」

　吉乃はしれっと言って、ぱくりと獅し子し唐とうの天ぷらを口に運ぶ。

「厄介な御守って？」

　小春が身を乗り出すと、吉乃はきまり悪そうに肩をすくめた。

「……弥生さんの孫に頼まれてな」

『弥生さん』とは吉乃の友人で、同じ祇園の西にし村むら漬物店のおかみさんだ。

『祇園の拝み屋さん』と異名を取る吉乃のファンでもあり、よく『お札を書いて』とやってくるイメージが強い。

「弥生さんのみならず、お孫さんにまで頼まれているんだね」と小春は感心しつつ、相槌をうつ。

「弥生さんとこの孫は、小春と同じ齢としくらいか？」

「ちゃうねん、もうＯＬさんやな。ほんで出会いがないてよう言うたはってな。そやけど、最近、同じビルに好きな人ができたんやて」

「へぇえ」思わぬ『恋話』に小春は目を輝かせた。

「そやけど、なかなかお近付きになれへんから、意中の人を引き寄せる『縁結び』の御守が欲しいて頼まれたんよ。それを間違うて、あんたに渡してしもて」

「……意中の人を引き寄せる縁結びの御守」

　小春はそう洩もらし、昼休憩時、自分の前に現れた澪人の姿を思い浮かべて、頰を赤らめた。

「お、お前、何顔を赤くしてるんだよ！　やっぱり何かあったんだろ。まさか、あの毒花が、お前をたぶらかしに来たりしなかったか？」

　勢いよく言う宗次朗に、小春はぶんぶんと首を振る。

「た、たぶらかしになんて来てないよ！」

「本当かよ」

「ほ、本当！」

　彼は私を助けに来てくれただけで、『たぶらかしに』来たわけじゃない。

　だから噓はついてない。

　小春は発火するように熱い頰に顔を上げられないまま、ご飯を口に運んでいると、宗次朗は小さく息をついた。

「ま、いいけどよ。マジで小春、あいつには気をつけろよ」

「……澪人さんを悪い人みたいに言わないで」

「『悪い人』だなんて思ってねぇよ。だけど、お前の恋愛対象として見るなら最悪だ。あいつはお前の手に負える相手じゃない」

　その言葉はまるで、『お前には過ぎた相手だ』と言われた気がして、もやもやが募る。

　しかし、宗次朗の言葉にも納得だった。

　彼とは、少し遠いけれど親しん戚せき同士。なおかつ同じように特殊な力を持っている。

　それでも、彼は自分とは異なる世界を生きている気がしてならない。

「そ、そんなの分かってるよ」

　小春はさらにもくもくとご飯を食べて、「ご馳ち走そう様さまでした」と手を合わせる。

「なんだよ、食べるの早ぇな。そうそう、食後に『秋のラインナップ』を試食してもらいたいと思ってるんだ。抹茶のチョコレート、和風スイートポテト。どれもお前が好きそうだろ？」

　目を輝かせる宗次朗に、小春は苦笑した。

「……いっぱいご飯食べたから、もう今日は入らないよ。それにしてもチョコレートにスイートポテトって、もう全然『和菓子』じゃないね。今日は疲れたから、ちょっと部屋で休むね」

　小春は食器を手に台所に移動し、いつものように自分の使った食器を洗ったあと、

「お休みなさい」と、そのまま静かに居間を出て行った。

「…………」

　宗次朗は茶ちや碗わんを手にしたまま、口をうさぎのようにすぼめ、

「なんか、すげえ不評。食べもしないでみんな酷ひどい」と肩を落とした。

「あほやな。人の恋路に口出したらあかん。かえって盛り上がるで」

　吉乃は呆あきれたように肩を上下させて、漬物をぱくりと食べる。

「まぁな。理屈では分かってるんだけどよ」

「ほんま、あんたは小春のことになるとてんであかんな」

「そりゃま。可愛い姪めいだからな。自分こそ、小春には甘いくせに」

「そやね。孫は可愛いえ」

　吉乃は大葉の天ぷらを口に運び、サクッという食感に、うん、と頷く。

「ほんま、あんたの作る天ぷらは美味うまいわ。洋菓子職人やめて、天ぷら屋をはじめたらどうや」

「和菓子職人だよ、嫌味なばーさんだよ！」

「ばーさん、言わんときよし！」




　居間で祖母と叔父おじがそんな親子喧げん嘩かを繰り広げる中──小春は自分の部屋に入るなり、ベッドに飛び込んだ。




「手に負える相手じゃない、かぁ」

　ふぅと息をついて、手帳を取り出して開く。

　そこには、黒猫の絆ばん創そう膏こうが貼られていた。

　……澪人さん。

　澪人が自分の額に『ふっ』と息を吹きかけて、この絆創膏を貼ったことを思い浮かべると、どうにも頰が熱くなり、両手で顔を覆った。

　──ほんでも、絆創膏より、チュウの方がええ？

　その台詞せりふを言ったとき、澪人は顔を覗のぞいただけなのだが、まるで耳元で囁ささやかれたような誇張された感覚になり、小春は「ひゃあ」と声を上げて今度はクッションに顔を押し付けた。

　そ、宗次朗さんの言う通り、あんな人は、私には刺激が強すぎる。

　でも、困ったことに彼が麗しすぎるせいで、頭から離れない。

　クッションに顔を押し付けたままゴロゴロと転がっていると、窓の方から『ミャア』と猫の鳴き声が聞こえてきて、小春は動きを止めた。

「…………」

　猫がいる？

　そろりとベッドを降りて、カーテンを開けると、植木鉢しか置けないような小さなベランダに黒い子猫が座っていた。

「黒猫ちゃん……」

　子猫は小春を見上げて『ミャア』と声を上げた。

「もしかして、若宮くん？」

　小春が戸惑う間もなく、黒猫はそのまま部屋に入った。

「若宮くんなんだよね？　わぁ、嬉うれしい、来てくれたんだ」

　小春は窓を閉めて、明るい笑顔を見せるも、黒猫はラグマットの上で俯うつむいていた。

「あれ、もしかして、若宮くんじゃないの？　ただの黒猫ちゃん？」

　小春が身を乗り出すと、黒猫は目を細めたかと思うと、ふわりと姿を変えた。

　少年の姿。年は十歳前後。薄紫の水干に烏え帽ぼ子し姿で、まるで少女のように愛らしい男の子が、膝ひざを揃えて正座している。

　それは、まさに神しん泉せん苑えんに棲すむ子どもの龍りゆうの化身。

「やっぱり、若宮くん」と、小春が手を打つも、

「…………」

　若宮は俯いたままだった。

「若宮くん、どうかしたの？　何かあった？」

『何もないです。ただ、寂しく思っていただけです』

「寂しく……」

　思えば、京都に帰ってきてから、一度も神泉苑に顔を出していない。

　東京にいた時は京都に戻ったなら、すぐにでも神泉苑に行って親と和解できた報告を若宮にしたいと思っていた。

　それなのに入学準備に追われて、気が付くと今に至ってしまっていた、と小春は、肩をすくめる。

「ご、ごめんね、神泉苑に行きたいと思いながら、バタバタと忙しくて」

『そんなんじゃないです』と若宮は小さく息をつく。

「えっ、それじゃあ、何を寂しく思っていたの？」

『……実は僕、あなたが心配で、一緒に東京について行っていたんですよ』

「えっ？」

『あなたが僕を呼んでくれたなら、いつでも助けたいと待機していたんです』

「そ、そうだったんだ」

　そういえば、東京に着いた時、自分の感覚がものすごく研ぎ澄まされていたように感じていた。

　それはもしかしたら、若宮くんが一緒にいてくれたからなのかもしれない。

『今日の学校でもそうです。僕はすぐ側にいました。あなたが僕の名を呼んでくれたなら、すぐに助けたいと待機していました』

「そ、そうだったの？」

『それなのに、あなたは僕に一度も助けを求めなくて』

　若宮はがっくりと肩を落とす。

「わ、若宮くん」

『まぁ、僕はこんな子どもの龍です。心こころ許もとないですよね』

　若宮はそう言って、まるでふて寝するように、ころんとラグマットに転がり、再び黒猫に姿を変えた。

「わ、若宮くん」

　たしかに小春は心の中で、祖母や宗次朗、澪人に助けを求めながら、若宮の名は呼んでいなかった。

　まさか彼が、自分を助けようと、ずっと側に付き添っていてくれたとは。

　それなのに、一度も名前を呼んでいなかったなんて。

　小春は、待機しつつ呼ばれなかった若宮の心を想像し、申し訳なさに身を縮めた。

「わ、若宮くんに助けを求めなかったのは『心許ない』とかじゃなくてね。若宮くんは『龍神様』だから……なんていうか安易に助けを求めちゃいけない気がしてたの」

　これは、噓ではなかった。

　神泉苑で『あなたのピンチには、必ず力になります。いつでも呼んでください』と言ってくれた幼い龍神。

　その言葉を嬉しく思いながらも、簡単に呼んではいけない気がしていた。

　それは、ただの怪我で救急車を呼べない感覚に似ている。

　命にかかわるようなピンチの時にと思っていた。

　黒猫になっている若宮は、その言葉にむくりと体を起こして、そっと振り返る。

「私ね、東京でいろいろあったけど、結果的に上手うまくいったのは、若宮くんが側にいてくれて護まもってくれたからってことが今分かった。本当にありがとうございます」

　そう言って頭を下げた小春に、若宮は、ぶんぶん、と首を振り、

『それは違いますよ、小春さん。すべてが上手くいったのは、あなたががんばったからですね。本当に良かったですね』にこりと微笑む。

「ありがとう、若宮くん」

『これからは、何かありましたら頼ってくださいね』

「い、いいのかな」

『ええ、助けるべき時は助けますし、助けない方が良い時は助けませんので、遠慮なさらず』

　その言葉は、とても神様らしくて、頰が緩む。

『何より、あなたは特別ですから』

　そう続けた若宮に、小春は、ありがとう、と笑みを返す。

　特別というのは、かつて、神泉苑に運んだことを恩に感じているのだろう。

「それにしても……猫の姿で話すって、なんだか変な感じ」

『そうは言いましても、僕はどんな姿になりましても、声帯を使って話しているわけではないですから』

「えっ？」

『僕はあなたの心に話しかけているんです。耳から聞こえるように感じていましたか？』

　普通にこうして届く声。どこから聞こえているのかなんて意識していなかった。

　そんな戸惑いを他所よそに、若宮はそのまま小春の下に歩み寄り、膝の上に乗って、『ミャア』と声を上げる。

　小春は、ふふっ、と笑って、その背を撫なでる。ふわふわの感触が心地よい。

「ねっ、若宮くん。もう遅いし、今日はここに泊まっていきなよ。ベッド作ってあげるから」と小春は思い立ったように手を打つ。

『えっ、いいんですか？』と目を輝かせる若宮に、小春はうんうんと頷うなずく。

「ちょうど、ふわふわの丸いクッションがあるから」

　小春は円形クッションをベッドの足元に置いて、「ここにどうぞ」と指すと、若宮はとても嬉しそうに、クッションの上で丸くなった。

　この時の小春は、気付いていなかった。

　翌朝、クッションの上の黒猫が黒蛇に変わっていて、絶叫してしまうことを──。





五






「みなさん、おはようございます」

　担任の張りのある声が教室内に響く。

「おはようございます」

　姿勢を正していたクラスメイトたちは、手を腹部に、首を曲げずに腰から上体だけを四十五度傾け、そのままスッと椅子に腰を下ろす。

　小春も皆のように頭を下げて、椅子に座った。

　小春が、学徳学園にきて一週間。

　吉乃の『ちゃんとした御守』の効果で、雑音のような心の声だけはシャットアウトできるようになり、なんとか学校生活を送ることができていた。




「──それでですね。今日から三週間、塔の掃除当番がうちのクラスとなりました」

　担任の言葉に、小春が『塔の掃除当番なんてあったんだ』と思っていると、教室内に「うわあ」と声が響いた。

「ついにうちのクラスにまわってきた」

「ど、どうしよう」

　ざわつく皆に、担任は、ふぅ、と息をついて、パンッと手を叩たたく。

「……たった三週間のことですよ。そんなに騒がなくて良いですし、いろいろ言われていますが、すべてはただの噂です」

　ぴしゃりと注意した担任に、皆は口をつぐんだ。

「天辺の鐘部分は危険ということで閉鎖されていますので、掃除は一階から五階までで良いです。当番の順番ですが、窓際からの二列が、今日から第一週、中央二列が、第二週、壁際二列が第三週とします。窓際二列の皆さんは放課後に鍵かぎを渡しますので、塔の掃除よろしくお願いいたしますね」

　いつもにこやかな担任も、この時は随分と事務的に告げ、小春を含めた窓際二列の生徒たちは、「はい」と頷く。

　朝のホームルームが終わるなり、クラスメイトたちは、「ああ」と絶望したような声を上げた。

「ほんま、あかん。塔の掃除なんて。よりによって、窓際の列からなんて」

「でも、いずれ回ってくるなら、早めがいいかな」

　落胆しながら皆は、そう洩もらす。

「あの……、塔が一体どうしたの？　先生が言っていた『噂』って？」

　吉乃の『御守』を身に着けているため、ちょっとした心の声はキャッチせずに済んでいる。それでも澪人が言っていたように、それは、『ある程度』の話で、強い感情は受け取ってしまう。

　クラスメイトたちが、今発している感情は『恐怖』。

　どうして、そんなに塔を怖がるというのか。

　すると皆は、小春の方を見て、深いため息をついた。

「出るって有名なの。あそこの塔」

「出る？」

「髪の長い女の幽霊が！」

　強くそう言った彼女に、皆は「いやああ」と声を上げる。

　その言葉に、小春は「あ……」と洩らした。

　登校初日、廊下で塔を見た時、天辺に髪の長い女生徒がいたように見えたけれど、あれがもしかしてそうなんだろうか。

　そう思ったものの、不思議と恐怖心は感じなかった。

　あの時に見掛けたシルエットから、恐ろしいものを感じなかったからだ。

「実は十七年前に、ここの生徒があの塔から投身自殺したという事件があってね。ほら、鐘部分が閉鎖されてるって言ってたでしょう？　そこから飛び降りたそうなの」

「それが切っ掛けで、寮が廃止になったらしいよ」

「自殺の原因ははっきりしていないんだけど、とても病弱な生徒で、学校を休みがちだったんですって。噂ではもう先は長くないのを知って、自ら命を絶ち、霊となった今、生徒を羨うらやんで、塔をうろついているとか」

　口々にそう話す皆に、小春は『なるほど』と相あい槌づちをうつ。

「……櫻井さん、怖くないの？」

　あまり反応しない小春に、皆は拍子抜けしたような顔を見せる。

「う、ううん、そういうわけじゃなくて。なんていうか、実感が沸かなくて」

　慌てて首を振る小春に、「そっかあ」と相槌をうつ。

「私たちは結構、目撃談を聞いているからね」

「髪が長くて、うちの学校の制服を着ているそうなの」

「目撃した人は、みんな寝込んじゃうって」

　いくら話を聞いても、『怖い』とは感じられなかった。

　私も元々は、怖がりだったはずなんだけど。

　でも、『祇園の拝み屋さん』と異名を取る祖母の下、特殊な経験をしたせいか慣れたのかもしれない、と小春は、皆の話を聞きながら相槌をうつ。

　そんな小春の姿を、隣の席の水原愛衣が無言で見詰めていた。




　やがて、昼の休憩時間になり、ようやくお弁当、と小春は頰を緩ませた。

　今日のお弁当は自分で作ったもの。

　とはいえ、昨夜の夕食の残りものを詰めて、自分で焼いた卵を入れただけのもので、『作った』と胸を張れるほどのものではない。

　うきうきしながら机の側面のフックに手を伸ばし、ランチボックスを入れているトートバッグがないことに気付き、「あれ？」と確認して、小春はハッと目を見開いた。

　し、しまった。あのトートバッグ、玄関で靴を履くときに忘れてきてしまった。

　どうしよう、あの中には、がま口財布も入っていたのに。

　お金もないんだったら、お昼は何も食べられない。

　クラスの友達に『お金貸して』なんて言えないし……。

　ふと、脳裏に澪人の顔が浮かんだが、『ますます言えない』と首を振った。

　仕方ない、今日はお昼抜きだ。ダイエット、ダイエット。

　言い聞かせるべく、スマホを手にすると、

『ばーか、弁当忘れてるぞ。校門で待つ』

　宗次朗からそんなメールが届いていて、小春は目を輝かせた。

　良かった、ありがとう、宗次朗さん！

『ありがとう、今から行く』と返信をして、急いで教室を出る。

　弾んだ足取りで校舎を出たものの校門が見えたところで、小春の足取りは重くなる。

　校門の前には真っ黒なバイクの前に立ち、小春を待つ宗次朗の姿があった。

　ジーンズに白いＶネックシャツと黒のジャケット、黒いヘルメットを小脇に抱えて、少し遠くを見るような目で校舎を眺めている。

　まるでメンズ雑誌の表紙のような出で立ちで、通り過ぎる女性の視線を集めていた。

「ちょっと、イケメン！　モデルみたい」

「彼女を待っているのかな」

　なんて囁ささやき声も聞こえる。

　……どうしよう。

　宗次朗さんが、一見イケメンすぎて、なんだか逃げ出したくなってきた。

　小春が目をそらしつつ、校門に歩み寄ると、宗次朗は「おう」と声を上げた。

「ほらよ、ドジ」と、トートバッグを差し出す。

「あ、ありがとう、宗次朗叔父おじさん」

　周囲に知らせるために敢あえて『叔父さん』をつけると、宗次朗は露骨に眉まゆ根ねを寄せて、トートバッグを持つ手を上にあげた。

「せっかく届けに来てやった、優しい宗次朗お兄様になんてことを言うんだよ？」

「ご、ごめん、宗次朗さん」

「んー、聞こえねぇな」

「ごめんなさい、優しい宗次朗お兄様。そしてありがとう」

「よしよし、しゃあねぇな」

　宗次朗は、小春にトートバッグを手渡して、ぽんぽん、と満足げに頭を撫なでる。

　その様子に、周囲の女性たちが、頰を赤らめて口に手を当てているのが、目の端に映った。

『年の差カップル！』なんて声もどこからか、聞こえてくる。

「…………」

　大きな声で『叔父さんです』って、叫びたい。

「いいか、弁当届けるのは、今日限りだからな」

「う、うん、ありがとう。これから気を付ける。仕事中なのにごめんね」

「いや、俺も一度、この校舎を見ておきたかったし、いい気分転換になったよ」

「……宗次朗さん」

　宗次朗はヘルメットをかぶり、「それじゃあな」と片手を上げる。

「ほ、本当にありがとう」

　宗次朗は「おう」と頷うなずいて、そのままバイクで走り去っていった。

　……宗次朗さんは、私の通う学校がどんなところか、確認しに来てくれたんだ。

　甘いのは、お祖母ばあちゃんだけじゃない。宗次朗さんもだ。

　だけど、とてもありがたい。

　小春は温かい気持ちで、バッグを手にそのまま中庭へと向かった。

　そこにはベンチがたくさんあるものの、いわくつきの塔が間近にあるせいか、ひと気がない。小春にとっては、ベストスポットのように感じた。

　ベンチに腰を掛け、ランチボックスを取り出して蓋ふたを開けると、昨夜のから揚げに温野菜、少し焦げた卵焼きに、プチトマトが見えた。

　小春はおしぼりで手を拭ふいて、『いただきます』と手を合わせ、お弁当を口に運ぶ。

　美味おいしさに、目め尻じりが下がった。

　から揚げはもちろん、自分で焼いた卵もなかなかだ。

　今度はウインナーも入れよう。

　食べ終えた小春はランチボックスを片付けて、水筒の麦茶を飲んだ。

　塔を見上げると、また、あの髪の長い少女の姿が見えた。

　その姿は、陽に透けるように、薄いシルエット。

　それは、とても柔らかな雰囲気で、やはり、クラスメイトが怯おびえ怖がるような存在とは思えなかった。

　さて、教室に戻ろう、と立ち上がったその時、突然自分に向けられた強い嫌悪に、小春は驚いて振り返った。

　そこには、水原愛衣の姿があった。とても険しい表情で、小春を睨にらみつけている。

　彼女と目が合うなり、『汚い！』という強い心の声が届き、小春は目を細めた。

「み、水原さん？」

「この前は裏庭で大学部の人といちゃいちゃしていたかと思えば、今日は大人の男の人と校門でいちゃいちゃなんて信じられない。櫻井さんって、最低ね」

　水原愛衣は、吐き捨てるように言い放ち、そのまま踵きびすを返す。

　あまりの迫力に、小春は気け圧おされ、呆ぼう然ぜんと立ち尽くした。

「ち、違うの」

　ようやく口が開いた時には彼女の姿はなく、「本当に違うの……」と洩もらし、小春は目を伏せた。

　水原さんに、私が二ふた股またをかけていると勘違いされてしまった。

　しかもその相手が、宗次朗さんと澪人さんだなんて、そんなことありえないのに、と小春は自じ嘲ちよう的な笑みを浮かべる。

　……きっと教室に戻ったなら、あることないこと言われていて、私はたちまち嫌われ者になっているのだろう。

　誤解だと伝えたところで、信じてもらえるだろうか。

　小春は、はぁ、と息をついて、重い足取りで歩き出す。

　怯えるような気持ちで教室に戻るも、クラスメイトの様子に変わりはなかった。

「ああ、もうすぐ放課後」

「怖いわ、ほんま。粗塩とかあった方がええかな」

　と、話題は、放課後の塔の掃除一色だ。

　そんな中、水原愛衣だけが、小春を見たくもない様子で、頰ほお杖づえをついて目を背けている。その態度は決して好ましいものではなかったが、あんな誤解をした彼女が先に教室に戻っていても、悪口やあらぬ噂を言い触らしていないことを嬉うれしく思った。

「み、水原さん、あの」

　小春が声をかけるも、彼女は顔を背けたまま。

　耳にはイヤホンがつけられていて、会話自体を拒否している様子だった。

「…………」

　今はやめておこう、と小春は席に着いた。

　だけど、落ち着いたら、ちゃんと誤解を解きたい。彼女は私に不快に思ったことを隠すことなく伝えてくれて、そして言い触らしたりしなかった。そんな彼女に、誤解されたままでいるのは嫌だ、と小春は心からそう思い、ぎゅっと目を瞑つぶった。





六






　──そうして、放課後。

　小春や水原愛衣を含む、窓際から二列の生徒十名は、中庭の塔へと向かっていた。

「やばいやばいやばい、マジでやばい」

「ほんまにあかんあかん」

　それまで、お嬢様の雰囲気を醸し出していた皆も、この時ばかりは今時の女子高生のようなことを言って、腰が引けた状態で歩く。

　そんな中、水原愛衣だけは、涼しい顔を見せている。

「あ、あの、水原さんは、怖くないの？」

　小春がそっと尋ねると、彼女は冷ややかな表情を見せて、目をそらす。

　やっぱり返事はしてくれないか、と落胆するも、

「そういう櫻井さんこそ、怖くないんだ？」

　ややあって彼女は、顔を背けたまま尋ねた。

「あ……うん。実はあまり」

　彼女にだけは取り繕ったことを返したくなく、正直に答えた。

　塔の霊に、恐怖は感じていない。

　それは、『塔の少女』から、悪意や憎悪を感じないからだ。

　思えば人は『得体のしれないもの』に、恐怖心を抱くのかもしれない。

　正体が分かれば、恐怖は感じなくなるものだろう。

『知らないから、怖くなる。そして排除したくなる』

　人には、そういう性さががあるのかもしれない。

　中庭に出て、中央の塔を見上げる。

　ここも煉れん瓦が造りで、天辺の鐘はただのお飾りで、今は使われていないそうだ。

　入口には南京錠が掛けられていて、担任から鍵かぎを預かった生徒が尻しり込ごみしながら、カチャリと開錠した。

「や、やっぱ、怖い。誰か扉を開けて！」

「い、いやだよ、そんな」

　皆が怖おじ気けづく中、水原愛衣が平静な顔で扉を開ける。

　中は、窓からの西日が差し込み、とても明るい雰囲気だった。

　頻繁に空気の入れ替えをしているせいなのか、埃ほこりっぽさも感じられない。

　掃除箱からほうきや塵ちり取とりを取り出して、皆で手にした。

　掃除当番班長が、「そ、それでは」と皆の前に立つ。

「すべての窓を開けて部屋を掃いてゴミを取ったら、窓を閉めて終わりみたい。それじゃあ、ここ五階まであるから、じゃんけんで階数を決めよう。二人ずつのペアで」

　班長の提案に、皆は「五階だけは嫌だ」と祈るように手を組む。

　するとすぐに、「私、五階でいいよ。なんなら最後の戸締りもするから鍵も預かるし」と、水原愛衣が静かな声で手を上げた。

　皆は「いいの？」という顔を見せる。

「わ、私も五階でいいよ」

　そう続けた小春に、水原愛衣は眉まゆ根ねを寄せたものの、皆は「わっ」と目を輝かせた。

「ほ、本当にいいの？」

「良かった、気が楽になった！」

「最後に施錠お願いね。ありがとう」と班長は、水原愛衣に鍵を渡す。

「それじゃあ、残った一階から四階までをジャンケンで決めよう」

　皆が、他の階を巡ってじゃんけんを始める中、「先に行くね」と、小春と水原愛衣は階段を上りはじめた。無言のまま二人並んで、折り返し階段を上がっていく。

　踊り場には必ず鏡があり、小春は二人が映る姿をなんとなく眺めていると、

「……ねぇ、私を口止めしたくて、五階に立候補したの？　別に言いふらすつもりはないけど」水原愛衣が、ぽつりと零こぼした。

「そ、そんなつもりはないよ。ただ、あれは誤解だってことは伝えたくて」

「別にもういい。私、異性にだらしない人が大嫌いだから、つい過剰反応したけれど、思えば私には関係のない話だし。櫻井さんは、好きなだけたくさんの男の人と仲良くしたらいいんじゃない？　最後に痛い目見るのは、あなた自身なんだから」

　ぴしゃりと遮られて、小春は身を縮ませた。

「ほ、本当にそうじゃなくて二人とも親しん戚せきなの。大学部の人がはとこで、校門の人が叔父おじで……」

　もじもじと言う小春に、水原愛衣は「ふぅん」と相あい槌づちをうつ。

　だ、駄目だ、まったく信じられていないみたい。

　小春は小さく息をつき、「そういえば、水原さんも標準語なんだね」と敢あえて話題を変えた。

「……うん、私は元々横よこ浜はまにいたから。小学校の終わりに京都に来たの。この学園には中学からで」

「横浜にいたんだ」

「そう。父と祖母と三人で暮らしてた。だけど祖母が亡くなって、その後に父が入院しちゃってね。それで母方の祖父母がいる、この京都にね」

「そうだったんだ……」

　あの時、『ねっ、櫻井さん、もしかしたら、あなたも……』と言いかけた言葉。

　それはもしかしたら、『櫻井さん、あなたも両親が側にいないの？』と聞こうとしたのかもしれない。

　彼女の背景を想像しながら階段を上り、小春は顔を上げて──絶句した。

　五階の手すりから、髪の長い女生徒が笑みを浮かべながらこちらを見ていたからだ。

　同じ制服。その姿は、今にも消え入りそうに透けている。

「…………」

　小春がその彼女と目を合わせるも、吉乃の御守の効果か、特に何も聞こえない。

　ただ、彼女が見せる優しい温かい瞳ひとみを前に、この『塔の霊』は、皆の恐怖とは裏腹、学園を護まもっている存在なのではないだろうか、と小春は思った。

「櫻井さんは、塔の幽霊のこと信じる？」

　静かに尋ねてきた水原愛衣に、小春は返答に困り、目を伏せた。

「えっと……」すぐそこで、私たちを見ていて……、と心の中で言う。

「水原さんは？」

　訊きき返した小春に、水原愛衣はほんの少し眉まゆをひそめた。

「……とりあえず、『十七年前の自殺』は、噂じゃなくて事実よ」

「う、うん」

「自殺の原因は分かってない。噂では病弱だったことから将来を悲観してってことだけど、本当は違うと思ってる」

　強い口調で言う彼女に、小春は違和感を覚えた。

　どうして、そんなことに疑問を抱くというのか。

　五階につき、水原愛衣は、自じ嘲ちよう気味な笑みを浮かべる。

「なんか変なこと言ってごめんね。それじゃあ、櫻井さんは、左側の部屋をお願い。私は、右側を担当するから」

「う、うん」

　小春は頷うなずいて、左側の扉を開ける。

　そこには、六畳ほどの部屋があった。布団のないベッドと机にチェストが残されている。まさに、かつての寮という雰囲気だ。

　広くはないけれど、一人一部屋与えられていたなんて、やはり富裕層向けの寮だったのだろうか。

　そう思いながら窓を開ける。

　爽さわやかな秋風が吹き抜けるのが分かった。

　ジャケットを椅子の背もたれにかけて、掃除を始めようと箒ほうきを手にした時、小春は立っていられないほどの目眩めまいに襲われた。

　天も地もないほどに、くらくらと世界が歪ゆがんで感じられる。

　どうしたんだろう、と額を押さえつつ、脱いだジャケットを見てハッとした。

　そうだ、ジャケットの胸ポケットに御守を入れていたんだ。

　自分を護っていたシールドのようなものが、急に外されたような状態となり、一気に自分の中に、何かが雪崩れ込んでくる感覚が襲う。

　小春は吐き気を覚えて口に手を当てて、その場にしゃがみこんだ。

　どこか遠くから、女生徒たちの明るい笑い声が聞こえてきた。

　下の階の子たちだろうか？

『ねぇねぇ、見た？　大学部のあの方』

『見た見た、本当に素敵』

　長い髪を三つ編みにして、うふふ、あははと駆け抜ける。

　違う、これは、ここに残った意識。

　目を瞑つぶった状態だというのに、その光景がまるで目に見えるように頭を駆け巡る。

　その中には、塔を漂う少女の姿もあった。

『私ね、あの人に告白することにしたの。見てるだけなんて、もう我慢できない』

　ベッドに腰を下ろしてそう言う少女。

　そんな彼女を前に、頷きながら笑みを返す少女が対面にいた。

『がんばって、応援してる。葉よう子こならきっと上手うまくいくよ』

『ねぇ、典子、あなたも彼が好きなんだよね？　同じ人を好きになったとしても遠慮することはないんだからね。親友同士恨みっこなし。二人で告白しようよ』

　塔の少女は『葉子』というらしい。

　そっと手を伸ばして、典子という少女の手を握る。

『……無理よ、私はあなたのような美人じゃないし、それにあなたが彼のことを好きじゃなかったとしても、元々告白する気なんてないし。何より私は、あなたと彼が、とてもお似合いだと思ってる。だから応援してる』

　そう言って手を握り返した典子──。

　それは、担任・早乙女典子だった。




　小春が真っ青な顔でしゃがみこんだまま、口を押えていると、

「さ、櫻井さん、どうしたの？」

　水原愛衣が部屋に飛び込んできた。

「ご、ごめんなさい、ジャケットを……」と、小春はか細い声で、手を伸ばす。

「ジャケット？　は、はい」

　水原愛衣はすぐにジャケットを取って、小春に手渡した。

「……ありがとう」

　小春は鈍い動作でジャケットを羽織る。

　すると、自分の中に入り込んできていた様々な想念が、潮が引くように去っていくのを感じ、ふーっ、と深く息をつき、ゆっくりと立ち上がる。

「だ、大丈夫？」心配顔を見せる水原愛衣に、

「ご、ごめんなさい、ちょっと貧血になっただけなの。もう大丈夫、ありがとう」

　小春はすぐに箒を手にして、笑みを返した。

　今も少し目眩は残っているものの、それでも随分と楽になった。

　やはりこの閉鎖された塔の中には、たくさんの想いが残っているのだろう。

　御守がなくなったことで、一気にそれを受け取ってしまったに違いない。

　……それにしても、塔の少女と担任の早乙女先生は親友同士で、同じ人を想っていたなんて。

　美しくはつらつとした亡くなった少女と、大人しそうだった早乙女先生。

　生前の彼女の姿を見る限り、とてもじゃないけど『自殺』なんてしそうにない。

　小春は不可解さに顔をしかめながら、部屋を掃き始めた。




「──時間やね」

　小春と同じ学徳学園の大学部に通う賀茂澪人は、懐中時計を見て約束の時間が近付いたことを確認し、高等部へと向かった。

　彼の姿に、高等部の女子たちは『きゃあ、大学部の』と、聞こえないほどの小さな黄色い声を上げて振り返る。

　今日の澪人は黒っぽいシャツの重ね着にジーンズと、ごく普通の姿だ。

　それでも、麗しさは変わらず、女子高生たちは頰を赤らめつつ、遠巻きに眺める。

　澪人は高等部の中庭に足を踏み入れ、ベンチに目を向けてにこりと微笑んだ。

「こんにちは、お待たせしてしまいましたか」

「いやいや、時間通りじゃないか。よく来てくれたね、澪人くん」

　そう言って立ち上がったのは、この学園の学長・徳松正人。

　人の良さそうな温和な顔立ちが印象的な、少し小太りの年配男性だ。この学園の制服に合わせているのか、ブラウンのスーツを纏まとっている。

「さっ、座って」

　ベンチを示して言う彼に、澪人は「失礼いたします」と会釈をして腰を下ろす。

「突然すまなかったね」

　学長は腰を下ろして、申し訳なさそうに目を細めた。

「いえ」

「ご兄弟は元気かい？　たしかお姉さんの杏奈さんは東京でタレント活動をされているとか。君とよく似て美人さんだから」

「いえいえ」

「お兄さんの和かず人とくんは医大に進学したんだよね」

「ええ、府立医大に。兄はうちの跡継ぎですから」

「わたしは、君も医大に進むのかと思っていたよ。いや、うちの大学部に進学してくれたのは嬉うれしいんだがね」

「……僕には無理です。それで、学長」

　そろそろ本題に入ることを促した澪人に、学長は「ああ」と膝ひざを叩たたく。

「いや、最初に吉よし雄おさんに相談したら、『その件だったら、同じ学内にいる孫に相談してもらえたら』と言ってくれて」

　吉雄とは、澪人の祖父であり、吉乃の弟だ。

「ええ、僕も昨夜、祖父から聞いております。この塔の件ですよね」

　澪人はそう言って、塔を見上げた。




　一方、塔の掃除を終えた小春は、水原愛衣と共に一階へ下りる。

　他の階の子たちは、大急ぎで掃除を終わらせたようで、今やひと気はない。

「みんな、本当に帰っちゃったんだね」

　小春は掃除用具箱に道具を入れた。

「うん、ちゃんと掃除したのかな」

　呆あきれたように洩もらす水原愛衣に、「ねぇ」と小春は小さく笑った。

　二人で塔を出て、再び南京錠をかける。

　今週いっぱいの掃除当番。少し面倒ではあるけれど、簡単な仕事だ。

　施錠を確認し、教室に戻ろうと振り返ると中庭のベンチで、澪人が誰かと話している姿が目に入り、小春はどきんとした。

　一緒にいるのは、年配の男性。よく見ると、学長だった。

　どうして、澪人と学長が話しているのだろう？

　不思議に思いながら窺うかがっていると、

「……櫻井さん、私、先に帰るから」と、水原愛衣は小さく告げた。

「あ、うん。さよなら」

　さっさと帰ってしまう水原愛衣に小春は戸惑いながらも、彼女には、誤解をされたままだし、もしかしたら気を遣ってくれたのかもしれない、と苦笑した。

　彼は学長と話をしているようだし、声をかけない方が良いだろう、と小春は頷うなずき、自分も教室に戻ろうと歩き出したその時、「小春ちゃん」と背後で声がした。

　振り返ると、もう学長の姿はなく、澪人がただ一人。こちらに向かって、歩み寄ってくる。

「こ、こんにちは、澪人さん」

　ぺこりと頭を下げた小春に、澪人は優しい笑みを返す。

「小春ちゃんは、あの塔で何したはったん？」

「掃除当番でして」

「ああ、そうやったんやね」と、澪人は塔を見上げた。

「澪人さんは、学長と何を？」

「相談やね」

「将来のこととかですか？」

　真顔で尋ねた小春に、澪人は可笑おかしそうに目を細める。

「ちゃうねん、僕が相談を受けてたんよ」

「学長からですか？」

「そやね、僕というより『賀茂家の人間』への相談やけど」

　そう言って澪人は、塔を見上げる。

　塔の天辺には、あの少女が髪をそよがせている。

「……もしかして、あの子に関することで？」

　そう、陰おん陽みよう稼業の相談ということだ。

「やっぱり小春ちゃんには見えるんや。ま、そういうことやね。ほんまにあの塔に霊はいるのかて」

「れ、澪人さんはなんて答えたんですか？」

「『いるけど害はありません』て。何より彼女の姿は、よっぽど勘が強ないと見えへんはずなんよ。そやから、『僕としては、こないに噂になっていることの方が不思議です』て答えたんやけど」

　その言葉に、小春は大きく頷いた。

　たしかに彼女の姿は、今にも消えいりそうで、シャボン玉のように危うい。

　多くの人に目撃され、噂になるような存在とは違う気がする、と小春も塔を仰いだ。

「自殺されたのは、本当なんですよね？」

「そやね。自殺の経緯を学長に聞いたんやけど──」と、澪人は小春に『彼女が命を絶ったいきさつ』を簡潔に話し始めた。

　自殺した少女の名前は、白しら川かわ葉子。

　美しく明朗快活な少女で、両親が海外赴任していたことから寮に入っていた。

　そんな彼女は、高校三年の中頃、急に体調がすぐれないと学校を休みがちになり、ついには寮を出て実家に帰ってしまう。

　数か月後、ようやく登校した日のこと。

　彼女はとても憔しよう悴すいしきった様子を見せていて、かつての明るさの欠片かけらもなかった。

　一体何があったのか、と皆が心配する中、彼女は誰にも何も言わず遺書すら残さず、あの塔から身を投げてしまったそうだ。

　すべてを聞き終えて、胸に迫る苦しさに小春は目を細めた。

　塔で見たかつての彼女はとても生き生きしていたというのに、そんな最期を遂げてしまったなんて。

「僕も幽霊なんて珍しくもないんやけど、彼女に関しては、なんや不思議で」

「不思議？」

「僕は初等部からこの学園におるんやけど、彼女の存在をキャッチしたのは、三年くらい前、高等部におるときやねん。僕としては、『塔になんや棲すみついた』くらいのもんで、誰もその存在に気付かへんかったし、僕も気にしてへんかって。それが、この春から急に、幽霊の目撃情報が相次いで騒ぎになりだしたんや」

「えっ」

　つまり、十七年前に亡くなっていながら、幽霊として現れたのが三年前。他の人に目撃されるようになり、今のような大きな噂になったのが、この春からということ。

「そ、それは不思議ですね」

「そやねん。僕も『なんや今さら、奇妙やな』と思うてたところで学長に相談されてねぇ。そや、小春ちゃん塔でなんや気付いたことあらへんかった？」

「気付いたこと……」と、小春は洩らして腕を組む。

「えっと、葉子さんが誰かに恋をしていて、告白しようとしていた様子は見えました。そこには、かつて女子高生だった担任の早乙女先生もいて、二人は親友同士で、同じ人を好きになっていたみたいでした」

　そう言った小春に、澪人は瞬いた。

「──ほんま？」

「は、はい。つい、お祖母ばあちゃんからもらった御守を体から離してしまった時、一気に受け取ってしまって……」

「小春ちゃん、ほんますごいわ」

　呆ぼう然ぜんと洩らす澪人に、小春はぎょっとして首を振る。

「い、いえ、私の妄想かもしれないんですが」

「いや、ほんますごいで。これで、ひとつやけど、謎が解けたかもしれへん」

「謎？」

「早乙女先生がこの学園に移らはったのは、三年前からなんよ」

「──早乙女先生は、三年前にここに来たんですか？」

「そやねん。それまで、彼女は東京の私立高校で教えていたんやで。けど、京都に戻りたくなったて、母校に帰ってきたんやて」

「そ、それじゃあ、親友である先生がこの学校に戻ってきたことが何かの引き金になって、葉子さんは姿を現したってことですか？」

「切っ掛けのひとつかもしれへん。あと気になるんは、白川葉子がうちの病院と関わってるらしいことやな」

　澪人は腕を組んで、ふぅ、と息をついた。

「えっ、澪人さんの家は病院なんですか？」

「あれ、知らへんかったん？　いつも宗次朗さんの和菓子をたくさん買うてるのは、スタッフに差し入れしてるんやで」

「あっ、そうだったんですね。それでたくさん買ってくれていたんですね」

　小春は、ほんの少し抱いていた疑問がようやく解消された気がして、大きく頷く。

「それで、澪人さんの家の病院が関わっているとは、どういうことなんですか？」

「学長は、今回の件を最初にうちの祖父に相談したらしいんやけど、その時に、祖父が白川葉子のことを知ってるような雰囲気で、『もしかしたら、賀茂医院の患者だったのかもしれない』て言うたはって」

　その時、どこからか、ごーん、と夕暮れを告げる鐘が鳴った。

「ああ、もう日暮れやね。呼び止めてかんにん。気ぃつけて帰り」

「は、はい、お先に失礼します」

　小春は頭を下げて、教室に向かいながら、塔を見上げる。

　──今も、あの少女が、校舎を見下ろしていた。




　小春は、学園近くの停留所から、バスに乗って帰宅する。

　上賀茂から北大路バスターミナルまで行き、そこで乗り変えて、祇園に向かう。

　北大路通を東に向かって走り、東大路を南下していく。

　窓からは、夕暮れの比ひ叡えい山ざんを望むことができる。

　今まで、祇園界かい隈わいしか知らなかった小春にとって、バスから見える景色は、とても新鮮なものだった。京都は南北の通り、東西の通り、それぞれに違った雰囲気がある。

　八坂神社前で降りて、いつものように『さくら庵』へと向かう。

　薄暗くなる空に、ライトアップされる八坂神社。

　明かりが灯ともされる祇園商店街の提ちよう灯ちん。

　にこやかに歩く芸げい舞まい妓この姿に、明るい笑顔の観光客たち。

　夕暮れの祇園の町は、また違った顔を見せている。

「ただいまー」

　和雑貨店『さくら庵』の暖簾のれんをくぐると、宗次朗が待ち構えていたかのように、

「おう、小春。そこ座れ」と赤い傘に赤い椅子という店の飲食スペースを指した。

　そこには既に吉乃が座っていて、お茶を飲んでいる。

「えっ、一体何？」

「お帰り、小春。なんや、今度こそほんまに、秋の新作を披露するんやて」

「夕食の前に？」

　戸惑いながら椅子に腰を下ろす小春を、宗次朗は横目で睨にらむ。

「夕食後だと、また、腹いっぱいで食えねぇとか言うだろうが。とりあえず、これで手を拭ふいておけ」

　そう言ってテーブルの上におしぼりを置き、二階の厨ちゆう房ぼうへと向かった。

「秋の新作って、昨日言ってた、抹茶チョコやスイートポテトのことかな？」

「あれはやめたんやて」

「えっ、なんで？」

「なんでやろ。『洋菓子職人』言われたのが面白くなかったんやろか。小春もお茶飲んどき」

　吉乃は湯ゆ吞のみを取り出して、お茶を注ぐ。

「ありがとう。このお茶美味しいね」

「一いつ保ぽう堂どうさんやで」

　吉乃とそんな話をしていると、宗次朗がフードバットを手に降りて来た。

「二人とも、『秋の味覚』といえば何を連想する？」

　テーブルの前で足を止めて尋ねる宗次朗に、吉乃と小春は顔を見合わせる。

「秋の味覚……サツマイモ？」そう答えた小春に続き、

「そら、栗やろ」と断言する吉乃。

　ああ、栗があったね、と小春が頷うなずいていると、

「そう、ばーさん世代の『京都のご婦人』にとって、秋の味覚といえば『栗』なんだよな。こんな初歩的なことを俺は忘れていたよ。ということで、秋の新作のメインはこれでいくことにした」

　そう言って宗次朗はテーブルの上に、栗の形をした和菓子を置いた。

　小春は、それを見るなり「あっ」と声を上げる。

「これ、『栗きんとん』だよね。うちのお父さんが大好きなの」

『栗きんとん』と聞くと、おせちの料理を思い浮かべるものの、これは岐阜県で有名な和菓子だ。おせちの栗きんとんとは違って粘り気はなく、栗を裏ごしして餡あんと共に成形したもの。毎年秋になると、岐阜県からこの『栗きんとん』を取り寄せていたため、小春には馴な染じみがあった。

「そやね、宗一は私と一緒で栗が大好きやで。そやけど、京都ではこれのことを『栗きんとん』とはあんまり言わへんよ」

「えっ、そうなの？」

「ああ、京都では『栗茶ちや巾きん』って言うことが多いんだ。そんなわけで俺は今回、京都の丹たん波ば栗を使って、この『栗茶巾』を作った。さっ、食ってみろよ」

　吉乃と小春は頷いて、『栗茶巾』を手に取る。

　一口で食べられる程度の大きさ。

　手にした時、力を入れすぎたら崩れるのではないかと思うほどに危うさを感じさせたが、実際はもろくはない。

　しかし、食べてみると、口内に入るなりほろりと崩れて、栗そのものの甘さが広がった。

「す、すごい、栗そのまんま」

　いや、実際の栗には、時に渋みがあったりと、当たりはずれがある。

　この『栗茶巾』は、頭の中でイメージする『理想の栗の味』を見事に再現していた。

　甘いのに、甘すぎない。

　素材を最大限に生かしながら、素材が持つ粗さをサポートしている。

「──こら、美味おいしいわ」吉乃はぽつりと零こぼす。

　今まで宗次朗が作る和菓子を素直に褒めたことがなかった吉乃だが、今回ばかりは口をついて出てしまったという感じだ。

「うん、すごく美味しいし、なんだかものすごい高級感」

　栗好きの父に贈ってあげたい、と小春は強く思った。

　この反応を待っていたのか、宗次朗は満足そうに頷いた。

「よしよし、それじゃあ、明日あしたから秋の新作として店頭に出すからよろしくな」

「ほんで、宗次朗、抹茶チョコと和風スイートポテトはどないしたんや？」

「そうそう、私も気になってたの」

　栗茶巾を食べ終えて目を輝かせて顔を上げる吉乃と小春に、宗次朗は「ああ」と相あい槌づちをうつ。

「あれは、祇園の知り合いに配ったから、もうねぇよ。俺も反省したんだ、やっぱ、チョコはチョコの専門家には敵かなわねぇだろうし」

「なんや、ないんか」

「うん、食べてみたかったな」

　不服そうに言う二人に、宗次朗は、呆あきれたように目を細めた。

「……お前ら、勝手なことばかり言ってんなよ。和菓子じゃねぇって文句つけといて。これから文句は食ってから言えよな」

「そ、そうだよね、ごめんなさい。だけどこの栗茶巾は本当に美味しい。誰かに食べさせてあげたいって思うもの」

「おう、それなら今度、学校に持って行って、仲良しの友達と食えよ」

「う、うん、そうしたいな」

　今、クラスメイトとは、当たり障りのない付き合いをしている。

　それで良いと思っていたし、心が読めるようになってしまった以上、一線を引いた上で、普通に付き合っていけたら良いと思っていた。

　だけど今、とても気になる子がいるんだ……。

　小春は、水原愛衣の姿を思い浮かべて、そっと目を細めた。

「澪人に渡して、俺の和菓子であいつの胃袋をつかもうとするのはやめろよ」

　鼻息荒く言う宗次朗に、小春は驚いて勢いよく顔を上げた。

「そ、そんなことしないよ」

「それならいいけどな」

「ほんでもこれやったら澪人ちゃんも喜びそうやな。また、たくさん買うてってくれるんちゃう？　吉雄も栗好きやし」

　立ち上がりながら言う吉乃に、小春は「あっ」と思い出したように声を上げた。

「そういえば、澪人さん家ちって病院だったんだね」

「そやで、知らんかったん？」

「知らないよ」

「これまた、危険だろ。うっかりあいつの家になんか行ったら、診察の真似ごとをされるからな」

「し、診察の真似ごとって」

　小春は、白衣で聴診器を手にして『診てあげよか？』と麗しく微笑む澪人の姿を思い浮かべて、頰を赤らめた。

「お前、何赤くなってんだよ。やらしーな」

「や、やらしいのは、宗次朗さんでしょう？」

「ちなみにあそこの家は、産婦人科なんだぞ！　ますます危険だろーが」

「ますます危険って、そんな偏見に満ちた言い方良くないと……」

　そこまで言って小春は、「えっ」と動きを止めた。

「──産婦人科なの？　澪人さんの家」

　急に真剣な表情になった小春に、宗次朗と吉乃は「ん？」と首を傾ける。

「どうした？」

「う、ううん、なんでもない」

　小春は小さく首を振りつつ、また真剣な表情を見せた。





七






　翌日、昼休憩時間。

　小春は一人、学園の図書室に向かっていた。

　もしかしたら、昔の卒業アルバムがあるかもしれないと思ったからだ。

　この学園の図書室は、高等部と大学部の中間にあり、高校生と大学生が兼用で利用できるということもあり、大きな市の『図書館』のように立派だ。

　校舎同様、煉れん瓦が造りの洋風建築。

　三角屋根が印象的な、まるで教会のようにも見える建物だ。

　図書室に足を踏み入れると、とても静かに読書や勉強をしている大学生たちの姿に、小春は緊張を覚えた。

　館内には、かすかにモーツァルトが流れている。

　さすが私立学園の図書室は違う、と小春は気け圧おされつつ、受付で卒業アルバムがあるか聞き、教えてもらった一番奥の棚へと向かう。

　ずらりと並ぶ卒業アルバム。

　創立以降のすべてのアルバムがここにあるため、結構な量だった。

　小春は、亡くなった少女がいたであろう年のアルバムを手にし、壁際の椅子に腰を下ろしてパラパラとめくる。

「──あ、あった」

　そこには、三年Ａ組、早乙女典子。

　髪をお下げにしたとても真面目そうな少女だ。

　亡くなった彼女も同じクラスだったようだ。高校三年生の半ばで亡くなってしまった彼女の写真は、枠外に貼られている。

　霊となった彼女の姿はとてもおぼろげだったが、写真はとても鮮明で存在がリアルに感じられる。

　そこには、長い髪をハーフアップにした聡そう明めいそうな美しい少女が強い眼まな差ざしを見せていた。

　写真からも、彼女が自信に満ち溢あふれているのが伝わってくる。

　きっとクラスでも目立つ存在だったに違いない。

　やはり、自殺の原因は、失恋だったのだろうか。

　美しく自分に自信があった恐れ知らずの少女が、はじめての恋に破れて、すべてを失ってしまったような気持ちになったのかもしれない。

　小春は彼女の姿を改めて確認し「あれ？」と目を凝らし、

「……似てる」と洩もらした。




　──放課後。

　小春たちは今日も塔で、掃除に勤いそしんでいた。

　昨日同様、小春と水原愛衣は率先して五階に行き、左右に分かれる。

　今、この五階に『彼女』の姿はなかった。

　さらに上の、鐘の近くにいるのだろうか。

　小春は部屋に入って窓を開け、すぅ、と深呼吸をした。

　水原さんは、塔の少女──白川葉子さんの真相を知りたがっていた。

　私も、ちゃんと知りたいと思う。

　十七年前の自殺、三年前に姿を見せるようになったわけ、何よりどうして水原さんが真相を知りたがっているのか、その理由を──。

　小春はごくりと息を飲んで、ジャケットを脱いで机の上に置き、自分は椅子に腰を下ろした。

　また、くらりと襲う目眩めまいと共に、ここに残る意識が押し寄せてくる。

　それを拒否せずに、入り込む『意識』を受け入れようと、身を委ゆだねるように小春は目を瞑つぶった。

　──扉をノックする音。

　うふふ、という笑い声が聞こえる。

　白川葉子は扉をそっと開けて、青年を招き入れた。

『孝たか志しさん、誰にも見付からなかった？』

　そう言って葉子は、孝志という青年の腕に手を触れる。

『ああ、でも驚いた。寝込んでいると聞いたから、心配になってきたのに』

『寝込んでいたのは本当。でも、良くなって』

『それは良かった。あ、これを』

　ホッとした様子でイチゴを差し出す彼に、葉子は『ありがとう』とイチゴを一粒手に取り口に運ぶ。

『元気なら良かった。それじゃあ、僕はこれで』

『あら、やだ、孝志さん。もう少しくらい』

　そのまま、帰ろうとする彼の手を取った。

『…………』

　困った様子を見せながらも、彼女の言葉に流されるように彼は椅子に腰を下ろした。

　葉子は、ふふふ、と笑って、ベッドに腰を下ろす。

『──そっちじゃなくて、こっちに座って？』

　悩ましく微笑む葉子を前に、彼は虚を衝つかれたように目を見開きながらも、やがて、引き寄せられるようにベッドへと歩み寄り、やがて二人は強く抱き締め合った。




「────っ！」

　そこまでの『意識』を受け取った小春は、かぶりを振ってジャケットを抱き締めた。

　バクバクと心臓が音を立てていて、顔が発火するように熱い。

　前に見たのは、『片想い』をしていた少女の姿。

　今見た姿は、おそらく彼女が憧あこがれの彼に告白し、交際に至った様子。

　それがまさか、こんな濃厚な間柄にまで発展していたなんて……。

　さらに頰が熱くなることを感じて俯うつむいていると、「きゃあああああ」と、下の階から絶叫が聞こえ、小春は弾はじかれたように顔を上げた。

「っ！」

　きっと、彼女──白川葉子の姿を見たに違いない。

　ジャケットを持ったまま、すぐに下の階に向かうと四階を担当していた少女が二人、蹲うずくまっている姿が見える。

「だ、大丈夫？」

　小春が彼女たちの下に駆け寄ると、

「で、出たの！　長い髪の女の子が！」

「いやあああああ」

　二人は恐怖に目を剝むきながら、勢いよく立ち上がり、階段を駆け下りていく。

　さらに下の階から、

「出たのおおお」「ぎゃあああ」「いやあああ」と絶叫が連呼していた。恐怖の連鎖反応が起こり、他の皆もパニック状態になりながら、塔から逃げ出していく。

　これを阿あ鼻び叫きよう喚かんというのだろうか。

　小春は、窓から逃げ出すクラスメイトたちの姿を眺めつつ苦笑していると、頭上から視線を感じて、そっと顔を上げた。

　階段の踊り場に、長い髪の少女が立ち尽くしていた。

　前髪で顔も隠れていて、その出で立ちは、まさに『幽霊』だ。

　それでも、それが誰なのか、すぐに分かった。

　そこにいたのは、白川葉子ではない。

「……なにをやってるの、水原さん」

　小春が静かに尋ねると、彼女はぴくりと肩を震わせた。

　水を打ったような静けさが襲う。

「──どうして、分かったの？」

　ややあって水原愛衣は長い髪のウィッグを外して、小春を見下ろした。

「水原さんこそ、どうしてそんなことを？」

　小春がそう尋ねた時、水原愛衣の背後に亡くなった彼女が現れて、とても切ない表情を見せた。

　彼女の心の内は、この胸に抱いているジャケットを手放したら、読むことができるのだろう。

「…………」

　小春が躊躇ためらいつつも、ジャケットから手を放しかけたその時、階段を駆け上がってくる足音が耳に届いた。

「み、水原さん、櫻井さん、大丈夫？」

　担任の早乙女典子が、息を切らしながら姿を現した。

　おそらく恐怖にかられたクラスメイトたちが、呼びに行ったのだろう。

　長い髪のウィッグを手にしている水原愛衣を見て、早乙女先生は目を凝らした。

「──水原さん？」

「ああ、やっと来てくれた、先生」

　水原愛衣は嬉うれしそうに目を細める。

　早乙女先生は息を切らしたまま、眉まゆ根ねを寄せて水原愛衣を見上げる。

「水原さん、クラスメイトを脅かしたのはあなた？　これまでの幽霊騒動はあなたの悪戯いたずらだったの？」

「はい。でも『悪戯』ではありません」

　水原愛衣は、悪びれもせずに頷うなずいた。

「ど、どうしてそんな」

「ねぇ、先生、この手紙を書いたのは、あなたですか？」

　水原愛衣はそう言って、ポケットから紙を取り出してみせた。

『葉子、あなたがそんなことになってしまったのは、私のせいかもしれない。本当にごめんなさい』

　そこには、とても綺き麗れいな字でそう書かれていた。

　早乙女先生は手紙を前に、絶句した。

「この手紙には、差出人がないんです。だけど、白川葉子と先生は親友同士だった。だからきっと、この手紙を書いたのは、あなたなんだろうって思っていました。私は、白川葉子がどうして自殺をはかったのか知りたかったの」

　水原愛衣はそこまで言って、小さく息をつく。

「あなたが、白川葉子の霊の姿を前にした時、どんな反応をするのか知りたかった。『自殺をしたのは自分のせいだ』って、あなたが懺ざん悔げしてくれたらって思っていた」

　そこまで言って水原愛衣は、もう用なし、とばかりにウィッグを放る。

「いくら幽霊騒動を起こしても、あなたは塔に来てくれないし、ようやく来てくれたと思ったら、正体がバレちゃった。上手うまくいかないものね。どうして私がこんなことするのか、先生には見当もつかないでしょうけど」

　その言葉に、早乙女先生は切なく目を細める。

「いいえ、分かってるわ。水原さん、あなたは葉子の娘なのよね」

　小春は、ぐっ、と言葉を詰まらせた。

　図書室で卒業アルバムを見た時、鮮明に写された白川葉子の写真を見て、水原愛衣とよく似ていると感じた。

　白川葉子が誰かに恋していたこと、長く学校を休んでいたこと、そして産婦人科。

　それらをつなぎ合わせた時に、もしかしたら、二人は親子なのではないかと感じたのだった。しかし、まさか、早乙女先生の口からその事実を聞かされるとは思わず、小春も水原愛衣も、動揺を隠せない。

「し、知ってたの？」

「……ええ。あなたは知らなかったでしょうけど、私はずっと、あなたの成長を見守ってきたの。関東から京都に来たのも、あなたを追ってのこと。葉子の代わりにあなたの成長を見守りたかったのよ」

　静かに告げる早乙女先生に、水原愛衣は呆ぼう然ぜんと立ち尽くす。

　その体が小刻みに震えていることが小春にも分かった。

「そ、それは、懺悔から？　母を死に追い詰めた負い目から？」

「私は、葉子を死に追い詰めたりなんかしてないわ」

「それじゃあ、どうして母は自殺したの？　高校生でだらしないことをして望まない妊娠をして誰にも言えずに悩んでいる中うち、どうにもできなくなって、世間に隠しながら私を産んだことを悲観してのこと？　私のせいで死んだって？」

　水原愛衣は、喉のどの奥から絞り出すようにそう問うた。

「水原さん……あなたは、今までなんて聞かされていたの？」

「わ、私は父が入院するまで母のことなんて何も知らなかった。私が赤ちゃんの時に死んだって聞かされてたから。父が入院して、はじめて母方の祖父母だって人が現れたのよ。そして京都の家に呼んでもらってから、お手伝いさんの噂話を聞いてしまったの。『あの子のせいで、お嬢様は自殺したのに引き取るなんて、娘を亡くしてしまった今、やっぱり孫は可愛いのね』って」

　嘆くようなその言葉に、小春はようやく彼女がこんな騒動を起こしてしまったわけが分かった気がした。

　かつて彼女は、父方の祖母と父親の三人で暮らしていた。

　祖母が亡くなって、たった一人の肉親となった父親が入院したことで、突然現れた母方の祖父母。一人では生活できないからと祖父母に引き取られて新しい生活をはじめている際に、聞いてしまった噂話。

　それから、きっと母のことを調べるようになったのだろう。

　そのうちに、『母の自殺は、自分のせいだったんだ』と思うようになり、打ちのめされている時に、友人からの手紙を見付けた。

　それは、彼女の心を救う唯一のものだったのだろう。

『母を死に追いやったのは、私ではなかった』という。

　水原愛衣の気持ちを思い、小春は苦しさに目を伏せる。

「……水原さん、私はこの塔の一階に住んでいてね、葉子がこの塔を抜け出す手伝いや彼をこの塔に入れる逢あい引びきの手助けをしてしまっていたのよ。葉子も彼も私の憧あこがれだったから、嫉しつ妬とはないといえば、噓になるけれど、それでも二人のロマンスを純粋に応援していた。でも、それを後悔したわ」

　早乙女先生は、そう言って苦しげな表情を見せる。

　まだ年若く、将来がある二人。

　まさか、妊娠につながると思っていなかったのだろう。

　水原愛衣は、泣き笑いのような表情を見せた。

「なんだ、そういうことだったんですね。あなたが母を追い詰めたわけではなかったんだ。そんな間接的な話だったんですね。あなたの懺悔は、『自分が協力しなければ、望まない妊娠なんてしなかったのに』って、そういうことだったんですね」

　ペタンと、床に膝ひざをついて、空笑いを見せる。

　結局、自分のせいで、母親は命を絶ってしまった。

　生まれてきてほしくない存在だった、と思ってしまっているのだろう。

　彼女の姿に、小春の胸がさらに苦しくなる。

　しかし、そんな彼女の背後に寄り添う母・白川葉子はとても悲しそうな表情で首を振っていた。

　彼女が伝えたいことを知りたいと、今度は躊躇わずにジャケットを手放して小春は、白川葉子と目を合わせる。

（それは、そうじゃない、そうじゃないのよ）

　伝わってくるのは、そんな意識。

　一体どういうこと？　と小春がさらに身を乗り出したその時、

「──かつて、白川葉子さんは、『どうかこの子を産ませてください』て、泣きながら土下座しはったそうですよ」

　背後で男の人の声がして、皆は体をビクンと引きつらせた。

　振り返ると、そこには澪人が沈痛の面持ちを見せている。

　早乙女先生は「賀茂くん」と瞬き、水原愛衣は鼻で嗤わらう。

「……櫻井さんの彼氏が一体何の用ですか？」

　その言葉に澪人は、ぱちりと目を開く。

「彼氏？　いや、ちゃいます、僕と小春ちゃんは親しん戚せきやし」

　そう言って手を振る澪人に、水原愛衣はぴくりと眉まゆをひそめた。

「うちは産婦人科なんやけど、愛衣さん、あなたはうちの病院で生まれたそうですよ」

「──えっ？」

「ほんで、僕、あなたのお父さんに電話をして、話を聞かせてもらいました」

「お、お父さんに……？」

　動揺を隠せずにいる水原愛衣をそのままに、澪人はそのまま小春に視線を移した。

「小春ちゃん、僕は今からお父さんに聞いたことをあの子に伝えるんやけど、情報がたらへん。小春ちゃんやったら、きっと当時のことを読み取れる思うから、白川葉子さんの想いを受け取ったってくれへん」と、小声で言う。

「わ、私がですか？」

　戸惑う小春に、澪人はこくりと頷うなずいて、

「僕も手伝うさかい」と、背後から両肩に手を載せた。

「小春ちゃん、葉子さんと、しっかり目を合わせて、『聞かせてください』て」

「は、はい」

　小春は言われた通り、彼女と目を合わせて、『どうか、伝えたいことのすべてを聞かせてください』と心で強く思った。

「ほんで、吸い込むイメージで眉み間けんに力を入れて」

　澪人はそう言って、両肩をぐっとつかむ。

　それに合わせるように、小春は目を瞑つぶり、眉間に力を入れた。

　すると、彼女の『意識』が、頭の中に流れ込んでくる。

　頭の中で、じりりんじりりん、と電話の音が鳴っている。

　すべては、この電話から始まったの、という声も届いた。

　それに合わせて、

「……すべては、葉子さんにかかってきた一本の電話から始まったそうなんですわ」

　と澪人が、小春の肩に手を載せたまま、伝えた。




『──いやよ、卒業と同時にお見合いなんて』

　母親からの電話に、白川葉子は動揺した。

　葉子が大学の男と交際をはじめたことを知り、両親は見合いを強要してきた。

『お母さん聞いて、彼には確かに父親がいないわ。それがなんだっていうの？　彼はとても優しくてこの学徳学園に特別生として迎えられたとても優秀な人なのよ？』

　葉子は、必死で彼がどれだけ素晴らしい人なのか、伝え続けた。

　一度で良いから会ってほしいと。

　しかし、葉子の言葉は何ひとつ聞き届けられることなく、悪い虫がつかない内にと縁談の話だけが進んでいく。縁談の相手は十五歳も年上の、実業家。

　高校卒業と同時に相手の家に入り、大学に進学するよう『命令』を受けた。

　葉子は一人、思い悩んだ。

　どうしたら、縁談を破談にできるのか。

　どうしたら、彼を認めさせることができるのか。

　きっと駆け落ちしても、すぐに連れ戻されてしまうだろう。

　それならば、無理やりでも彼と結婚するには……妊娠しかないと決意した。

　子どもができたなら、親も最初は怒り狂ったとしても、孫の可愛さに最後には諦あきらめて、どんなに時間がかかっても、いつか認めてくれるに違いないと、そう思った。

　誰かに伝えたなら反対されるだろう。浅はかで無謀だと言われるだろう。

　それでもこの方法しかないと思った葉子の密ひそやかな計画は、彼に伝えることもなく、実行へと移された。

　真面目かつ、葉子の親のことをよく知らない彼に伝えても、きっと分かってもらえないと思ったためだ。

『生理不順で婦人科の薬を飲んでいるから、妊娠はしない』

　そう噓をついて、愛いとしい人と肌を重ね続け、やがて待望の妊娠をする。

　そこからが、葉子の正念場だった。

　親や学校にばれたなら、たちどころにこの命を奪われてしまう。

　誰にも奪わせはしないと、親友にすら妊娠を打ち明けることなく、ひた隠しにして生活を続けた。

　葉子の執念がお腹の子にも通じたのか、妊婦でありながらさほど腹部が出張ることはなかった。

　それでも、体調の異変は抑えようがなく、休みがちになる。

　両親が葉子の妊娠を知ったのは、七か月を迎えるころだった。

　怒りのおさまらない両親は、なんとしても産ませてなるものかと、葉子を無理やり昔むかし馴な染じみである賀茂産婦人科に連れていき、どうにかしてくれと相談する。

　産みたい、この子を殺さないで、と土下座して号泣する葉子に、

『もちろんですよ。どうか心穏やかに、健やかな子を産んでください』と当時の賀茂産婦人科の院長・賀茂吉雄はそう伝えた。

　院長が両親を説得したことで、なんとか出産を許されることとなる。

　両親は産むことは了承するが、誰にも分からないように子どもを養子に出してほしいと院長に伝えていた。

　産むことが許され、ホッとしたのも束の間、心労が祟たたった葉子はその後、すぐに早産することとなった。

　命を懸けるような、早すぎた出産。

　生まれた子どもはとても小さく個人病院では対処できない部分があり、すぐに提携の総合病院に移され、葉子の両親は、そのままその子を養子縁組に出すよう、あらためて院長に懇願する。

　そうして産後、意識を取り戻した葉子に、両親は告げた。

『あの子は養子に出し、お前の男はこの町から追放した』と──。

　両親は、葉子の入院中に彼を責め立て、『もう二度と娘の前に顔を出すな、この町から出て行け』と言い放った。

　彼は一言も弁明することなく黙って承諾し、学徳学園を後にしたそうだ。

　子どもを養子に出したこと、彼を京都から追い出したこと、何事もなかったように縁談の話は進めるということ、両親からそのすべてを聞かされた葉子は、泣くことも叫ぶこともなく、能面のような顔で黙って話を聞いていた。

　その後、葉子は、誰にも何も言わずに制服を着て学園に向かう。

　そうして、そのまま、命を絶った。

　娘が自ら命を絶ったことで両親は、ようやく自分たちがどれだけ娘の気持ちを無視してきたか、いかに横暴だったかに気付き、激しく後悔し、嘆き悲しんだ。

　自分たちのしてきたことを責め続け、気持ちが落ち着いたころ、せめて、あの子の産んだ子どもを育てたいと病院に申し出るも、院長は首を縦には振らず、

『もう、あの子は、しかるべき親のもとに引き取られました』と伝えた。




「──もう分かってはりますやろうけど、子どもが引き取られた先は、水原孝志さん、あなたのお父さんのところなんです。僕の祖父は、すぐにあなたのお父さんに連絡を取り、あなたの子どもですと、葉子さんの気持ちをすべて伝えたそうです」

　澪人は、水原孝志から聞いたこと、そして小春から受け取った情報を丁寧にまとめつつ、水原愛衣にすべてを伝えた。

「…………」

　真相のすべてを聞いた水原愛衣は、呆ぼう然ぜんと立ち尽くす。

　きっと、混乱しているのだろう。それは小春も一緒だった。

　若さゆえの、浅はかな暴走だったかもしれない。

　それでも、彼女は自分の人生を生きるために、必死だったんだ。

　ただ一いち途ずだった彼女に対して、あまりに横暴だった両親を責めたい気持ちにもなるが、その後、両親がどれだけ苦しい想いをしてきたのかも伝わってきていた。

　だから今二人は、孫である彼女を大切にしているのだろう。

「それは本当なの？　お母さんは、本当に私を産みたくて産んだの？」

　体を震わせながら尋ねる水原愛衣の背後で、白川葉子が頷いている。

　今の彼女の気持ちが伝わってくる。

「……み、水原さん、ううん、『愛衣』さん」

　立ち上がった小春に、愛衣は何も言わずに、眉まゆ根ねを寄せた。

「あ、あなたの名前はね、あなたのお母さんがつけたんだって」

　そう続けた小春に、愛衣は怪け訝げんそうな目を見せる。

「あなたをとても愛していたから、愛を纏まとって生まれてくるから『愛衣』って」

『──先生、このお腹の子は愛に衣と書いて、アイって決めているんです。私の愛を纏って生まれてくるから』

　愛いとしそうに腹部を摩さすりながら、院長に話す葉子の姿が浮かぶ。

　踊り場についた小春に、愛衣は歪ゆがめるように口角を上げた。

「いきなりなにを言ってるの？」

「う、うん、本当だよね。でも、『塔の幽霊』は……あなたのお母さんは本当にいてね、私には見えるの」

「はい？」

「あなたのお母さんは今、愛衣さんに寄り添うようにしてる」

　そう言う小春に、愛衣は、うんざりした様子を見せる。

（こんな心境の時に、何を言い出すの？）

（櫻井さんは、噓つきじゃなかったし、悪い人じゃないと思うけど、そんな慰めは受け入れられない）

　そんな愛衣の心の声が届く。

　たしかにそう受け取られても仕方ないだろう、と小春は苦い表情を浮かべる。

「櫻井さん、あなたを噓つきとは思わないけど、そんな言葉、素直に受け取れないよ」

　正直な愛衣の言葉に、小春は小さく頷うなずく。

　それは、当然だ。

　だけど、愛衣さん、あなたのお母さんは、今も隣に寄り添っているのに。

　私にはその姿が見えているのに、一番見たい人に、どうして見えないんだろう。

　小春はやりきれなさに、ぎゅっと拳こぶしを握り締めた。

　──若宮くん、お願い。

　どうか、ほんの少しでもいい。お母さんの姿を、愛衣さんに見せてあげたいんです。

　お願いします。

　強く強く、そう願った。

　その時、階上から強い風が、吹き抜けた。

　目を開けていられないほどの強い風に、皆は「なに？」と身構える。

　同時に、階段も廊下も踊り場も、眩まぶしいほどの西日に包まれる。

　そんな光の中で、透けていた白川葉子の姿が少しずつ少しずつ、色濃くなっていく。

　指先、髪の毛先、その足も、まるでスポットライトを浴びたかのように、鮮明になっていき──、

「……えっ？」

「葉子！」

　愛衣と早乙女先生は、ほぼ、同時に声を上げた。

　若宮くん！

　小春は感激に目を潤ませて、そっと手を合わせ、その横で澪人が驚いた様子で口に手を当てた。

「あの時の龍りゆう神じんの子が、こないなことを……小春ちゃん、ほんますごいで」

　葉子は、愛衣を見詰め、まるで包むような目を見せる。

「お母さん？」

　そっと尋ねた愛衣に、葉子は優しく微笑んで、頷いた。

「……お母さん、どうして笑っているの？　無茶なことをした自分に後悔していないの？　ひどかったお祖父じいちゃんとお祖母ばあちゃんに怒ってないの？」

　必死に問う愛衣に、葉子は微笑むだけ。

　姿は見えても、その『意思』は伝わらないようだ。

　それでも小春には、彼女の心の声がはっきりと伝わっていた。

　これも、若宮くんの計らいなのかもしれない。

「……愛衣さん、お母さんがね、こう言ってるよ」

　そう言った小春に、愛衣は戸惑いながら振り返る。

「『私が命を絶ってしまったことで、たくさんの人に迷惑をかけて、悲しませたことは本当に申し訳なく思ってるわ。あなたを大切に育ててくれた孝志さんにはとても感謝している、本当にありがとう。愛衣、お父さんと二人、毎年私の誕生日に、お祝いしてくれてありがとう』って」

　そう告げた小春に、愛衣は動きを止めた。

「そして、先生にも……」と、小春は早乙女先生の方を向いた。

　えっ？　と早乙女先生は、目を見開いた。

「『典子、私の代わりにと遠くから愛衣を見守ってくれてありがとう。とても感謝しています。ずっと心配ばかりかけて本当にごめんね。孝志さんが倒れた時、実家に伝えてくれてありがとう』って」

「……葉子」

　それだけ言って早乙女先生は、目に涙を浮かべた。

　小春は、すぅ、と息を吸って、ゆっくりと口を開く。

「『──愛衣、お祖父ちゃんとお祖母ちゃんは、とてもとても後悔して反省して、本当に苦しい想いをしてきたの。私も両親も共に未熟だった。だけどね、この世で我が子に先立たれるほど悲しいことはないわ。私はとても親不孝なことをしてしまったのよ。だから、あなたは私の分までどうかお祖父ちゃんとお祖母ちゃんに優しくしてあげてほしいの。二人はあなたをとても愛しているから。

　短い人生だったわ。浅はかで愚かだったと思うし反省もしている。けれど、後悔はしていない。あなたをこの世に生み出せたことが、たったひとつの私の誇り。ずっとずっと、これからもあなたを愛しているから』──って、お母さんは言ってるよ」

　小春がそこまで言ったとき、愛衣は顔をくしゃくしゃにしたかと思うと、

「うわあああああ」と声を上げて、その場に泣き崩れ、「……葉子っ」と早乙女先生も口に手を当てて、涙を流している。

　葉子は、愛衣を抱きしめるように寄り添ったかと思うと、やがてその姿は光に溶けるように消えてなくなった。

　彼女は、愛しい人たちに自分の想いを伝えられて、満足したのだろう。

「…………」

　三年前に、突然この塔に現れたという彼女。

　それはきっとこの学園にやってきた我が子の姿をどうしても見たかったのだろう。

　塔の上から、成長した愛衣さんを見守っていたんだ。

　小春は、今も泣き崩れる愛衣の背を撫なでながらも、自分も目に浮かんだ涙を手の甲で拭ぬぐった。





八






　小春と愛衣と早乙女先生の三人が塔を出た時には、中庭にひと気はなかった。

　澪人は確認したいことがあると塔に残り、ここにはいない。

　ごーん、と夕暮れを告げる鐘の音が、オレンジ色の空に響いている。

「……櫻井さん、本当にありがとう」

　外に出るなり、ぽつりと告げた愛衣に、

「私からもお礼を言わせて。ありがとう、櫻井さん。あなたは、特別な才能を持っているのね」

　早乙女先生もそう続けた。

「さ、才能？」

　驚きに声を裏返した小春に、早乙女先生は強く頷く。

「ええ、人とは違う力、それも才能だと私は思うから」

「い、いえ、才能だなんて」

　戸惑いながらも、小春は嬉うれしく思った。

　ややもすれば、気持ち悪い、胡う散さん臭くさい、と言われかねないこの力を『才能』と言ってもらえたことに、何かが救われた気がした。

「──さあ、二人とも。もう日が暮れるからお帰りなさい。気を付けるのよ」

　軽く背中を叩たたく早乙女先生に、二人は「はい」と頷き、

「先生、さようなら」と頭を下げて、歩き出した。




「……なんだか、長い夢から醒さめたみたいな、奇妙な感じ」

　歩きながら洩もらした愛衣に、小春は「うん」と相あい槌づちをうつ。

「でも、お母さんに会えて良かったね、愛衣さん」

　すると愛衣はまた泣き出しそうな顔をしたかと思うと、とても柔らかく微笑んだ。

「うん、嬉しかった。……櫻井さん、本当にありがとう。誤解して酷ひどいこと言ったり、あなたの言葉を信じなかったりしてごめんね」

　そう言って頭を下げた愛衣を前に、今度は小春が泣きそうになった。

「う、ううん、そんな」

「それにしても、あの人が本当に『はとこ』だったなんて。そして、校門に来ていたカッコいい人が『叔父おじさん』なのも本当なんだよね？」と愛衣は少し愉たのしげに尋ねる。

「うん、そうなの。……あっ、そうだ」

　小春はトートバッグから、栗茶ちや巾きんの包みを取り出して、愛衣に差し出した。

「これ、もし良かったら、とても美味おいしいから」

「えっ、今食べてもいいの？」

「うん、二つあるから私も食べる」

　二人は包みを開けて、栗茶巾を口に運び、

「──っ！」その美味しさに、目を瞑つぶった。

「な、なにこれ、すごく美味しい。理想の栗菓子！」

「これが、校門に来ていた叔父が作ったお菓子なの。和菓子職人で」

「和菓子職人？　あの人が？」

「そ、そう」

「意外！　どちらかというとパティシエって感じ」

「そうかも」

　小春は頷うなずき、二人はくすくすと笑い合った。

「あのね、櫻井さん、もし良かったらなんだけど」

「うん？」

「明日あした、一緒にお弁当食べない？」

　照れくさそうに言う愛衣に、小春は一瞬驚きながらも嬉しさに、強く頷いた。

「う、うん、嬉しい。また和菓子持ってくるね。そして、私も良かったらなんだけど、こ、小春って、名前で呼んでほしいなって」

　気恥ずかしさに俯うつむいて洩らした小春に、愛衣は「うん」と強く頷く。

「『小春』って、すごく可愛い名前だね」

「ありがとう、『愛衣』って名前も、とても素敵」

「……うん、ありがとう。私もそう思う」

　二人は顔を見合わせて、ふふふ、と微笑む。

　夕暮れの空に、一筋の飛行機雲がラインを引いている。

　まるで龍りゆうが、空を渡っているようだ。

　あれは飛行機雲のように見えて、龍の姿なんだろうか。

　助けてくれてありがとう、若宮くん。

　あなたのお陰で、十七年前に命を絶ち、娘に想いを伝えたいと塔を漂っていた少女の魂を救うことができました。

　伝わった真実から、愛衣さんの心を救うことができました。

　そして私は……今日、友達ができました。

　小春は空を仰ぎ、晴れやかな笑みを見せた。








第三章　涙と決意と砂糖菓子。
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　小春が高校に通い始めて、約一か月。

　暦は十月に入り、京都の町は、秋の深まりを見せていた。

　秋は一年でもっとも観光客が増える季節であり、祇園の和雑貨店『さくら庵』も客足が伸び、店内はいつもよりも賑にぎやかだ。

　小春は高校生活に勤いそしむ傍ら、帰宅後や土日は店の手伝いをしたりと、それなりに忙しい日々を送っていた。

　今、この和雑貨店『さくら庵』の売れ筋は、紅葉もみじ柄のタペストリー手ぬぐい、お香グッズ、紙行あん灯どん、と秋の深まりを楽しむのに一役買いそうなもの。

　何より一番の売れ筋は──、

「栗茶巾一箱ください」

「宗ちゃんの栗茶巾、ほんま美味しいわ、買いに来たで」

　宗次朗・秋の新作である『栗茶巾』だった。

　春の苺いちご入り桜さくら餅もち、初夏のミニあゆに水み無な月づき、夏の涼菓と、どれも好評だったけれど、この秋の栗茶巾は、段違いだ。

　今までが『ヒット商品』だとするならば、栗茶巾は『大ヒット商品』。

　それは今までの和菓子が美味しかったからこその信用と、何より京都には『栗好き』な人がとても多いからということが分かった。

　しかし、職人は宗次朗ただ一人。

　どうしても『数量限定』という形を取るしかなく、午後には完売という状態だ。

「ありがたいことに、午後には暇やわ」

　日曜の午後、『本日分の栗茶巾は完売いたしました』という札を出しながら、しみじみ言う吉乃に、小春は小さく笑った。

「あの栗茶巾はたしかに美味しいけど、まさかここまで大人気になるとはね」

「まあ、みんな栗は好きやし、あれは美味しいわ」

　滅多に宗次朗を褒めない吉乃も、栗茶巾だけは手放しで認めている。

「ほんで、小春は学校の方はどうや。御守は効いてる？」

「うん、すごく」と小春は笑顔で頷いた。

　吉乃の御守の効果で、雑多な心の声をシャットアウトできていた。

　とはいえ、強い感情はキャッチしてしまうのだけど、すべてが駄々漏れに聞こえてくるのとは、格段に違っている。

　水原愛衣という友人を得たこともあり、楽しい高校生活を送ることができていた。

「澪人ちゃんには会うてる？」

「うん、たまに見掛けて、挨あい拶さつする程度だけど」

　先日は、図書室で澪人に遭遇した。

　その時に、『小春ちゃん、不便はあらへん？　良かったら力をコントロールする訓練を近いうち始めよか？』と聞かれたものの、小春は曖あい昧まいな返事でお茶を濁した。

　御守さえあれば、コントロールする訓練も必要ないかもしれない、と思い始めていたからだ。

　しかし、その気持ちはすぐに変わった。

　それは、体育の時間の前、更衣室で体操着に着替えていると、

『あっ、櫻井さんのブラ可愛い。私もそういうの欲しいなぁ』

　クラスメイトに声を掛けられると同時に、

（……あら、櫻井さん、胸が乏しい）

　そんな心の声も届いた。

　乏しい……って、と胸を隠すように背を向け、『あ、ありがとう』と頰を引きつらせつつ、小春はあらためて思った。

　御守は、常に身に着けていられるわけではない。

　やはり自分自身でこの力をコントロールできた方が良いに決まっている。澪人にコントロールの仕方を教わろう、と──。

「……お祖母ばあちゃん、『乏しい』って、良い言葉じゃないよね」

　はたきを手に遠い目をして見せる小春に、「そやなぁ」と吉乃は相あい槌づちをうつ。

「『知識が乏しい』とか『乏しい生活』とか、なんや、少し寂しい言葉やなぁ。小春、『乏しい』言われたん？　あんたの何が『乏しい』言うんや」

「……う、うん、ちょっと」

　小春は、乏しい部分にそっと手を当てて、小さく息をついた。





二






「──ほんなら、とりあえず、『特別な力の仕組み』みたいなんを説明します」

　澪人はチョークを手に、黒板の前でにこりと微笑んだ。

　今は、昼休憩時間。

　小春の力をコントロールする訓練が、今まさに始まったところだった。

　とりあえず、『最初は授業のようなもんやから』と学園内の教室を借りて、行うこととなった。今いる教室は、『第二視聴覚室』。ここは普段使われておらず、また校舎端に位置しているため、ひと気がないという利点もあった。

　教室には小春と澪人の二人きり……というわけではなく、塔の事件で仲良くなり、なおかつ小春の事情を知った水原愛衣も同席していた。

「仕組みって、なんだろうね」

　と、愛衣がペンを手にノートを開いて真顔を見せている。

「あ、愛衣、なんだか、やる気満々だね」

　戸惑う小春に、愛衣は眼鏡の位置を正して、強く頷うなずく。

「私、中等部では『オカ研』だったから」

「オカ研？」

「オカルト研究部。不思議なことが大好きなの」

「へ、へぇ」

「これは、黒歴史なんだけどね、実は中等部の時にあの塔に忍び込んで、お母さんを降霊させようとしちゃったこともあって」と、愛衣は肩をすくめる。

「…………」

　小春と澪人は、無言で思わず顔を見合わせた。

　三年前、突然、塔に彼女の母親が現れるようになったのは、もしかしたら、それが切っ掛けだったのかもしれない。

「……愛衣ちゃんが今、『黒歴史』って反省してるんやったらええけど、今後はそないなこと絶対やったらあかんで。変なもん呼び寄せることの方が多いんやし」

　微笑みながら窘たしなめる澪人に、愛衣は「はい」と頷いた。

「ほんなら、まず簡単に説明させてもらうと、一般的に言われる『霊感』や『特別な力』は、本来誰にでも備わってるもんです」

　そう言った澪人に、愛衣が露骨に眉まゆをひそめた。

「でも、先生、私には、『霊感』なんてあるとは、思えないんですけど」

　澪人のことをすでに『先生』と呼ぶ愛衣に、小春は小さく笑った。

「そやね、大抵の人がそう言います。『自分にはあらへん』て。そやけど、人間誰しも『霊感』を持っている。ほんならなんで感じひんかというと、その力は、見えない三角形のバリアによって、しっかりと自分の内側に抑えられてるからです」

「……三角形のバリア」

　小春と愛衣は、よく分からないという顔を見せながらも、ノートにメモをとる。

「三角形のバリアは、武道でいうところの『心しん』『技ぎ』『体たい』みたいなもんやね」

　澪人はそう言って、黒板に棒人間を書き、その周りに丸を三つ書き、その中に心技体と一文字ずつ入れて、線で結び三角形を描いた。絵は下手なのかもしれない。

「ほんで、ここで言うところの『心技体』。『心』は精神、『技』は経験、『体』は読んで字のごとくこの体からだです。この三つが健全に揃っていることで、バリアが作動して、元々持っている霊感をしっかりと抑えてます」

「えっ、でも、どうして抑える必要があるんですか？　霊感が強かったり、特別な力がある方が良いじゃないですか」

　首を傾ける愛衣に、特別な力がある方がいいなんて、そんな風に思ったりするんだ、と小春は苦笑した。

「今、愛衣ちゃんが言うたように、ええように思う人もいるかもしれへんけど、人は野生のようやった原始時代から、今の人間社会を形成していくにあたって、『強い霊感』や『特別な力』は弊害となってきたものと考えられます。たとえば、常に他人の心の声が聞こえたり死なはった人の声が聞こえたりしていては、今を生きていくことに支障がでてきたんやないかと。そやから人は、『霊感を抑える』方向に進んでいったんやないかと思うてます。ま、これは僕の勝手な憶測ですが」

　そう付け加えた澪人に、愛衣は完全には腑ふに落ちていない表情を浮かべていたが、小春は強く納得した。

　人が動物のように狩りをして、獣と戦い生活していた時は、強い霊感も必要だっただろう。

　それは、生きていくための武器のひとつだったに違いない。

　しかしそうした時代を経て、人間社会の進化の過程で『霊感』という武器が不要となってきたのだろう。

「その『霊感』やけど、いつもは『心技体』の三角形が整ってることで抑制されてますが、自分の身に危険が迫った時に、それが解除されて発動されることがあります。『霊感』なんて何もないと思っている人でも、ふとした時に勘が働いて、九死に一生を得ることがある、それはこのためです」

　そう話す澪人に、二人は「ほおお」と頷いた。

「また、それとは違って、『心技体』の三角形バリアが崩れることで、抑えていた霊感が漏れ出すことがあります」

「崩れる？」

　首を傾けた二人に、澪人はこくりと頷いて、『体』の字をチョークで指した。

「たとえば、この『体』。高熱を出した時に、とても怖い夢を見たり、予知夢を見たりする人がいるんやけど、この『体』が崩れるために起きることです」

　その説明に、小春と愛衣は「なるほど」と相あい槌づちをうつ。

「ほんで、この『技』。これは経験値がたらんことで、動物のように霊感がむき出しいうことです。小さな子どもが、霊を見たり対話することがあるのは、このためです。そやけど成長と共にそうしたことがなくなるのは、『技』が整うためです。

　最後にこの『心』が崩れる状況は、メンタルの落ち込みだったり、心の病やったり、もしくは薬物中毒、アルコール依存症なんかがあります。こうした要因で『心』が、崩れることで、死者が自分を招く声を聞いたり、姿を見たり、時に予知を口にしたりすることがあります。そんで、それが当たったりもしますんで、周囲の人間に、『とり憑つかれてる』とか『神が憑いた』って言われたりすることもあります。

　ほんで、除霊のために祈き禱とうにまわらはったりする人もいるんやけど、そうやなくて、これは『心技体』の『心』が崩れたことで、元々あった『霊感』が駄々漏れの状態。『霊感』が当たり前のように体内を流れる血液だとすると、怪我をして血が出ている状態です。そやから祈禱よりも、適切な病院に行って治療を受け、『心』を整えることが先決ということになります」

『心』の字を指しながら説明する澪人に、小春と愛衣は「へええ」と熱心に聞き入りながら相槌をうった。

「ちなみに『心技体』のバリアの強度は、人それぞれ違ちごてます。少し崩れただけで、漏れ出す人もいれば、ちょっとやそっとじゃ崩れん強固な方もいます」

　その言葉に、小春は何となく澪人の姉の杏奈の姿を思い浮かべた。

　彼女は、よく分からないけれど、なんだかとても強固そうだ。

「先生、でも、とても『霊感』の強いお寺のお坊さんとかもいますが、それも『心技体』が崩れてる状態なんですか？」と、愛衣は手を上げて尋ねた。

「はい、良い質問です。今から、説明しよう思うてました。三角形のバリアが崩れることで、『霊感』が漏れる人もいれば、修行や訓練によって『心技体』を整えつつも、『霊感』を操れるようになる人もいます。

　また、誰しもに元々ある『霊感』ですが、やはり、生まれつき人よりも強い人間もいるわけです。まぁ、これが一般的に言われている『霊感の強い人』と言うことなんやろうけど、僕が言いたいんは、言うほど特別なことでも変なことでもなく、人よりも嗅きゆう覚かくや味覚が鋭いのと近い感覚でとらえてもらえたらと思うわけです」

　その時、『ちりりん、ちりりん』と予鈴が鳴り、

「ああ、時間やね。ほんなら今日は『基本の考え方』いうことで、これで終わりです」

　澪人はそう言って、黒板を消す。

「ありがとうございました」

「こちらこそ、おおきに」

　頭を下げた二人に、澪人はふわりと頭を下げ返す。

　その優雅な動作に、小春の頰が熱くなった。

　二人は再び澪人に礼を言って第二視聴覚室を出て、教室へと向かう。

「──小春ってば、分かりやすく澪人さんに見み惚とれているからおかしくて」

　廊下を歩きながら愉たのしげに笑う愛衣、小春は目を泳がせた。

「だ、だって、澪人さんがあまりに麗しいから。愛衣だって見惚れるでしょう？」

「たしかに麗しいけど、私はああした『男女』的な人は好みじゃなくて」

「お、男女って」

「クラスメイトもずっと前から『麗しの君』って騒いでたけど、私は興味なかったの。美人だとは思っていたけど」

「び、美人」と洩もらして、小春は苦笑した。

　たしかに彼は、『美人』という言葉がぴったり当てはまる。

　そう思えば、やはり好みが分かれるタイプの人なのかもしれない。

「それなら、校門に来てた小春の叔父おじさんの方がいいなぁ」

「えっ、宗次朗さんのこと？」

「うん、同じ美形だけどワイルドさを感じさせて、カッコよかったじゃん。あんなにバイクの似合う人、私はじめて見た。何より私は元々ファザコンだから、うんと年上の人の方が好きなんだよね」

　小春は「はあ」と相槌をうつ。

　まったくファザコンではないため、その気持ちはよく分からない。

　しかし愛衣にとって、父親は特別な存在なのだろう。

　だけど塔で霊視した、若き日の愛衣の父親の姿はインテリ系で、決してワイルドなタイプではなかったのだけど、と小春は首を傾ける。

「そういえば、愛衣のお父さんは、今も病院に？」

「ううん、とっくに退院して元気に仕事してるよ。でも、私もこっちの学校に入ったから、横浜には大学まで戻らないことにしたの」

「そうなんだね、良かった」

「ね、それはともかく、叔父さんは彼女いるの？」

　あらためて問われて、小春は返答に困り、目を伏せた。

「な、なんていうか、特別な人はいるっぽい」

　その言葉に、愛衣は「そうだよねぇ」と残念そうに口を尖とがらせる。

　申し訳なさを感じたが、変に期待を持たせるよりも良いだろう。

　杏奈の姿を思い浮かべつつ、小春は『うん』と頷うなずいた。

「そうだ、小春、『秋休み』は何か予定ある？」

「ううん、特に」

「どっか遊びに行かない？　ＵＳＪとかひらパーとか」

『秋休み』とは、学園の連休だ。

　十月の中旬に土日祝日を入れて一週間の休みとなる。

　京都市内は観光客で賑にぎわうだろうから、店を手伝うのに丁度良いと小春は思っていた。とはいえ、一日くらい友達と遊んでも問題はないだろう。

　小春は嬉うれしさを感じながら「うん」と強く頷く。

「ＵＳＪ、行ってみたかったの。だけど『ひらパー』って？」

「ひらパー知らないの？　兄さんが宣伝してるのに」

「えっ、兄さんって？」

　二人は通路を歩きながら、くすくすと笑った。
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　そうして迎えた、『秋休み』。

　愛衣と出掛けることを心待ちにしていた小春だが、それは叶かなわなかった。

「……愛衣ね、横浜のお父さんと旅行に行くことになったんだって」

　小春は一階の店舗で品出しの手伝いをしつつ、ふう、と息をついた。

　観光シーズンということで、店内に客はいつもより多く、わいわいと賑わっている。

　しかしそのほとんどが、『ただ見て回る』だけであり、店自体は忙しくはない。

「そら、残念やったなぁ」

「うん、でも、仕方ないし」

「せっかくの休み、つまらんやろ。宗次朗にどっか連れてってもらいよし」

　名案とばかりに手を打つ吉乃に、小春は「宗次朗さんに？」と二階を見上げた。

「『栗茶ちや巾きん完売した』て伝えるついでに、『どっか遊び連れてって』言うたらええわ」

「……う、うん、それじゃあ、聞いてみる」

　小春は躊躇ためらいつつ頷いて、階段を上がる。

　宗次朗と出掛けるとなると、きっとあのバイクでだろう。

　過剰に目立ちそうで気が引けるものの、バイクの後ろに乗ったことがないし、宗次朗と出掛けるのは楽しそうだ。

　小春は少し期待しつつ、二階を覗のぞくと、宗次朗が厨ちゆう房ぼうを前に腕を組んでいる姿が目に入った。

　話しかけられないような真剣な表情に、小春はどきりとする。

「えっと、宗次朗さん、栗茶巾完売したよ」

「……おう」と静かに頷く宗次朗に、小春は戸惑った。

「どうかしたの？」

「──ああ、いや、これから冬にかけて出すお菓子に悩んでてよ」

　宗次朗はそう言って、小さく息をついた。

「栗茶巾が大好評だから、冬もそれでいいんじゃないの？」

「いや、俺は日本の四季が好きだから、その四季に合わせた限定のお菓子を出していきたいんだよ。春は『桜さくら餅もち』、初夏は『あゆと水み無な月づき』、夏は『涼菓』、秋は『栗茶巾』と作って、これらは来年も出していこうと思ってる」

　そういう宗次朗に、小春は「うん」と相あい槌づちをうつ。

　宗次朗は、去年の秋にこの京都に帰ってきて、それから準備をして、和菓子を出し始めた。つまり季節の和菓子を出し始めたのは、この春から。

「季節が終わった時に、『来年のこの時期になったら、あのお菓子をまた食べたい』と思わせられるお菓子を作りたいと思ってやってきたんだ。今度がラストの『冬』。

　冬を感じさせつつ、少しインパクトのあるものを作ることで、『さくら庵の和菓子』の印象と、とりあえずの方向性を決めることにもなる気がするんだ。けど、何を作ってもピンとこなくてよ。まっ、作って作って作って、生み出すしかねーんだけどな」

　強く頷いて、再び作業に取り掛かる宗次朗に、小春は圧倒された。

　いつもチャラチャラした雰囲気だけれど、やはり仕事となれば職人だ。

「がんばってね、宗次朗さん。冬の限定お菓子、楽しみにしてるから」と微笑んで言うと、「おう」と宗次朗が口角を上げる。

　小春はそのまま階段を下りて、一階の店舗に戻り、吉乃に向かって首を振った。

「宗次朗さん、新作づくりにとても忙しそうだった」

「ほうか、あの子は、ああ見えて凝り性なんやな。そういうところは茂さん似やなぁ」

「お祖父じいちゃん、凝り性だったの？」

　ふんわりして、いつもにこにこ笑っているイメージしかない。

「そやで。こだわるとこは、とことんや。あんたの父さんもそうやろ」

「うん」と頷く。

　そんな父は、自分の細かさを活いかした仕事、行政書士になり、宗次朗さんは持ち前の器用さと創造性を活かして、和菓子職人になった。

　兄弟でありながら、まったく違う道に進んでいるけれど、自分を知った上で、生きていく道を決めている。

　進路というのは、進学の話だけではなく、『何をして生きていくか』なんだ。

　……私は、高校に入れたことで、少し安心していたけど、それは目先の話であり、その先のことは考えていなかった。

　大学とか、そういうことではなく、人生においてだ。

　私は、どうなりたいのだろう。何をして生きていきたいのだろう。

　小春が難しい顔をしていると、『じりりん』と店内の電話が鳴った。

　吉乃は、「はいはい」と頷いて、もはやアンティーク品ともいえる今時珍しい『黒電話』の受話器を取る。

「はい、『さくら庵』です。……ああ、ちょっと待ってな。小春、あんたに電話やで」

「私に？」

　一体誰からだろう、学校関係の人なんだろうか。

　不思議に思いながら、受話器を受け取り、「はい、小春です」と電話に出ると、

『小春ちゃん？　僕、澪人やけど』

　耳にダイレクトに届く澪人の声に、心臓が跳ね上がる。

「こここここんにちは」

『こんにちは。小春ちゃん、明日あした、空いてる？』

「あ、明日ですか？」

　ちらりと吉乃の方を向くと、『ええよ』と頷いていた。

「あ、空いてます」

『ほんなら、うちに遊びに来ぃひん？　上賀茂の方なんやけど』

「上賀茂？　澪人さんの家って、下鴨じゃなかったですか？」

『そうやねん、家も病院も下鴨なんやけど、祖父が今上賀茂に住んどって、僕も学校が近いから、上賀茂で過ごすことが多いんよ。上賀茂の家でなら、小春ちゃんの力の訓練もゆっくりできる思うて』

「は、はい、ぜひ」

『ほんなら、明日午後一時半に上賀茂神社のバス停でええ？』

「だ、大丈夫です」

『ほんなら明日に』

「は、はい、よろしくお願いします」

　小春はぺこぺこと頭を下げて、受話器を置き、はーっ、と熱い息を吐く。

　吉乃はそんな小春を見守りつつ、そっと目を伏せた。
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　翌日、小春は登校する時と同じく、八坂神社前の『祇園』停留所からバスに乗って、北大路駅バスターミナルまで向かい、そこからさらに北へ行くバスへと乗り変えて、『上賀茂神社』前で降車した。

　上賀茂神社、正式には『賀か茂も別わけ雷いかづち神社』。

　神社前のバス停は、ロータリー式で、すぐ側には茶屋や売店もある。

　とても緑が多く、まさに山の近くの神社という印象を受ける。

　この近くの高校に通っている小春だったが、神社に来るのははじめてだった。

　バスを降りて、物珍しさから周囲を見回していると、

「小春ちゃん」

　と手を振り、歩み寄る澪人の姿が目に入った。

　白いシャツにジーンズと、とてもシンプルな装い。

　そんな爽さわやかでラフな姿に、彼の素顔を垣かい間ま見ることができた気がして、鼓動が強くなる。

「こ、こんにちは」

　急に頰が火照るのを感じ、それを隠すように小春は勢いよく頭を下げた。

「こんにちは、迷わへんかった？」

「だ、大丈夫です」

「ほんなら、いこか」

　こっちやで、と歩き出す。

　バス停から、すぐに見える朱色の鳥居。

　澪人は鳥居を前に足を止めて、そっと頭を下げる。

　あまりに自然な振る舞いに、小春もつられて同じように会釈をした。

　参道に足を踏み入れる。とても広々とした印象だ。

「上賀茂神社って、大きいんですね」

「ここは、ほんまに大昔からあるから」

　へえ、と相槌をうちながら歩く。

　さらに歩いた先にまた鳥居。その手前に小さな社やしろがあり、そこに白い馬がいて小春は「わあ」と声を上げた。

「馬がいるんですね！」

「『神こう山やま号ごう』いうて、この神社の『神しん馬め』とされてるんやけど、葵あおい祭まつりで活躍したりするんやで」

「そうなんですね」

　白馬の前では、たくさんの子どもたちが嬉うれしそうに見上げていた。

　二人は馬を遠目に眺めつつ、境内に入る。

　すぐに目に入るのは、子どもの背丈ほどの円えん錐すいに盛られた白い砂の山が二つ。

　砂山の頂には、松の葉が挿し込まれていた。

「これは、『立たて砂ずな』いうて、大きさも形も同じように見えるけど、向かって左の松の葉は三葉、右は二葉。陰おん陽みよう道どうの奇数と偶数が合わさることで、神の出現を願うてるんよ」

「……神の出現」

　小川が流れ、木陰から澄んだ風が吹き抜ける。ここは、清流のほとりにいる心地ここち好よさがあり、水すい龍りゆうが気持ちよさそうに行き交っているようだ。

「もう、ここには、たくさんの精霊や神様がいそうですね」

　小春がぽつりと零こぼすと、

「そやね」と澪人は少し愉たのしげに目を細めた。

　そのまま二人は、手水ちようず舎やで手と口を清め、朱色の楼門をくぐって本殿に向かう。

「小春ちゃん、神社にきたら、『祓はらい給え、清め給え』て言うやろ？」

「あ、はい」

「それ以外に、自分のお願いごとをする人が多いんやけど。お願いごとはしぃひん方がええで」

「そ、そうなんですか？　したら怒られちゃうんでしょうか」

「ちゃうねん、怒ったりせえへんし、悪いこともあらへん。神様はそないに小さな存在やあらへん。そやけど自分の希望や願望を伝えても、あんまり叶かなわへん。そうやなくて、こういうといいんやて。『すべてうまくいきました。ありがとうございました』て」

「すべてうまくいきました。ありがとうございました──ですか？」

「そや、そうしたら人智では計れへん、『うまくいく』方に導いてくれる。人の希望や願望が、必ずしも良い方向とは限らへん。目先の願望やなくて、最終的に良い方向に導いてくれるいうか」

　人の希望や願望が、必ずしも良い方向とは限らない。

　言っていることは分かるものの、いまいち腑ふに落ちない様子の小春に、澪人は「そやね」と笑みを浮かべて空を仰いだ。

「たとえば小春ちゃんが、Ａ君て男の子が好きで、いつかその人と結婚したいて願うたとして」

　突然、そんなたとえ話を始めた澪人に驚きつつ、小春は相あい槌づちをうつ。

「そのＡ君は、外面はええけど暴力的で最悪な人やった。小春ちゃんはそれを知らずに告白しよう思うてる。けど小春ちゃんには、Ａ君やなくて、とても優しくて誠実なＢ君がピッタリやったとしたら、神様はＡ君との縁を結ばず、Ｂ君と良縁を結ぶ方向に持っていってくれるんよ。小春ちゃんとしては、『Ａ君が好きなのにフラれてしもた。神様にお願いしたのに、ひどい！』て、一時は恨んだとしても、その後、Ｂ君と出会って本当に幸せになった時に、『ああ、あの時フラれて良かった』て思えるよう導いてくれるいうか」

「な、なるほど、よく分かりました。それが最終的に『すべてうまくいきました』になるんですね」と小春は強く頷うなずく。

「そやね、ほんで何よりもお礼も忘れずに。ちなみに『すべてうまくいきますように』じゃあかん。『うまくいきました』って断言することで、言こと霊だまの力が増すんよ。多くの希望や願望は、『なりますように』やから、言霊が弱くて叶わへんことの方が多いんや」

「断言って、やっぱり強いんですね」

「そやね。『僕、いつか成功したいです』って言う人より、『僕は成功しますよ』っていう人の方が、成功しそうやって感じへん？」

「か、感じます」

　二人でくすくす笑って、本殿の前に立ち、柏かしわ手でを打つ。

『すべてうまくいきました、ありがとうございました』

　そう願って、境内を後にした。
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　上賀茂神社を出て、徒歩数分。それは長い塀が続いたかと思うと、立派な檜ひのきの門に『賀茂吉雄』という表札が目に入る。

「澪人さんのお祖父じいさんの家、すごく立派ですね」

「人が集まるし、なんや社務所みたいなもんやけど」

「社務所……」

　その言葉は、ぴったり当てはまる気がした。

　この檜造りの和邸は、一般邸宅というよりも神社横にある社務所と言われた方が、しっくりくる。

　門をくぐると玄関に向かって、玉砂利の上に飛び石が続いて見える。

　庭では、白い作さ務む衣え姿の男性が竹たけ箒ぼうきを手に落ち葉を掃いたり、木々の手入れをしていた。そんな彼らは澪人の姿を見るなり、深く頭を下げる。

「お疲れ様です」と、澪人も、彼らに向かって頭を下げ、小春も「こ、こんにちは」と小声で言って頭を下げた。

「小春ちゃん、こっちやで」

　広々とした玄関を入ると、木枠で作られた大きな靴棚と、まるで学校で見るようなスリッパが並んでいた。奥へと続く長い廊下はピカピカに磨かれている。

「……本当に社務所みたいですね」

　心底から洩もらした小春に、「そやろ」と澪人は笑う。

「さっき庭にいた方は、親しん戚せきの方なんですか？」

「親戚とはちゃうけど、まぁ、うちの関係者やな」

　関係者、と小春は小さくつぶやいた。

　賀茂家は昔から、陰陽稼業を営んできたといっていた。

　ここは、そうした人たちが集まる場所で、庭にいた白い作務衣の男性たちは、その関係者ということなのだろうか。

　小春はあれこれと憶測を巡らせて、澪人の後を歩きながら奥へと進む。

　澪人は襖ふすまが開け放たれた畳部屋の前で足を止めて、

「どうぞ」と右手でその部屋に入ることを促した。

　十畳の和室には、テーブルと座布団だけ。

　床の間には書の掛け軸と、その下には秋の花々が生けられている。

　縁側から、紅葉に鹿しし威おどしが見えた。

　まるで、料亭のようだ、と小春は息を飲みつつ、座敷に足を踏み入れる。

「どうぞ、そっちに座ってや」

　先に下座の方に回って、上座を指す澪人に、小春は恐縮しつつ「失礼します」と座布団に腰を下ろした。

　せ、正座をしていなきゃいけないかな。

　きっちりと正座をする小春に、澪人は、ふふふと笑う。

「そんなんしてたら、足も痺しびれるし、崩してええよ。この家は和室ばかりでかんにん」

　そうは言っても、崩しにくい。

　それでも、痺れて動けなくなるよりは、崩した方が迷惑をかけないだろうと、小春は素直に足を崩した。

「あっ、澪人さん、これ、宗次朗さんの新作なので皆さんで召し上がってください」

　紙袋から菓子折りを取り出して差し出すと、澪人は顔を明るくさせた。

「宗次朗さんの新作て、噂の栗茶ちや巾きん？」

「は、はい」

「そら、ほんまに嬉うれしいわ、おおきに。今からお茶を用意してくるから、ちょっと待っててや」

　菓子折りを手に、すっ、と立ち上がる澪人に、「お、お構いなく」と小春が慌てて言うも、彼は首を振る。

「僕も飲みたいし。小春ちゃんは、日本茶、紅茶、コーヒーやったら何がええ？」

「そ、それでは、紅茶で」

「ほな、ちょっと待っててや」

　そのまま、音も立てずに、部屋を出ていく。

　小春は彼の姿が見えなくなるなり、「はああ」と息をついて、テーブルに突っ伏した。

　き、緊張した。やっぱり澪人さんは、麗しすぎる。

　小春は上体を起こして、火照る頰を冷ますべく、手の甲を顔に押し付けていた。




　その頃、祇園では──。

　厨ちゆう房ぼうで作業をしていた宗次朗は、大きく息をついて、背を伸ばした。

「ちくしょー、どれもパッとしねぇな」

　ぶつぶつ言いながら、フードバットを手に一階へと降りる。

「おい、小春、暇ならどっか遊びに連れて行ってやろうか？　琵び琶わ湖こにでも」と一階の店舗に顔を出すも、小春の姿はなく、宗次朗はぱちりと目を開いた。

「小春は出掛けたのか？」

「そやな」

　目を合わそうとせずに頷く吉乃に、宗次朗はこめかみをぴくりと引きつらせる。

　店内の若い女性観光客たちは、突然現れた宗次朗の姿に、「わあ」と目を輝かせた。

「……もしかして、毒花んとこか？」

　宗次朗は客たちに会釈しつつ、小声で尋ねると「まぁ、そやな」と吉乃は頷く。

「何行かせてんだよ」

「小春が望んでることなんやから、しゃあないやろ」

「しゃあなくねぇよ。小春があの毒花に好意があって、あの毒花には別の目的しかないのを知ってんだろ？」

「そやけど、今の小春には、必要なことやで。先が見えてたとしても、過保護にしすぎるのはあかん」

　ぴしゃりと言う吉乃に、宗次朗は顔をしかめる。

「あいつに関わって、傷付くことが『必要』なことかよ」

「……そやな。そして、それは澪人ちゃんにとってもや」

　静かに告げた吉乃に、宗次朗は何も言わずに腕を組んだ。




　小春と澪人は、対面に座り、お茶を飲みつつ、講義を始めていた。

「小春ちゃん、この前の三角形のバリアの話、覚えてはる？」

　そう切り出した澪人に、小春は「あ、はい」と頷うなずいた。

「人は誰しも、霊感があって『心技体』が整うことで、それが抑えられているって話ですよね」

「そう、ほんで、修行によって『心技体』が整いつつも、霊感を使えるような人がいたり、やっぱり生まれつき強い人もいるていう話もしたやろ」

「はい」と小春は相あい槌づちをうつ。

「力をコントロールするいうんは、さらにもうひとつ、『三角形のバリア』を作る必要があるねん」

「……もう、ひとつ」

「そや、イメージとしては、『心技体』が普通の三角形で、さらに今度は逆三角形のバリアを作る。これでヘキサグラム──つまり六ろく芒ぼう星せいができる。ほんで、もうひとつの三角形を言葉でイメージするとしたら……そやなぁ、『天地人』やろか」

「天地人、ですか？」

「そや、『天』は宇宙、『地』はこの現世、『人』は自分自身、この三つを知り、つながることで、小春ちゃんが持て余しとる強い力をコントロールできるようになんねん」

「そ、それはどうやってですか？」

　身を乗り出した小春に、澪人は『まあまあ』と手をかざす。

「まずは、『天地人』の『人』やな。小春ちゃんが、自分のことをちゃんと把握せんと前に進めへん」

「は、はい」

　その言葉に、どきりとする。

　ちょうど、この先の自分がどうなりたいか、考えていたところだ。

　先のことを考える前に、自分をしっかり知る必要があると言われた気がした。

「前に子どものうちは勘が鋭くても、成長して『心技体』が整うことで、その霊感が抑えられることがあるいう話をしたやろ」

「はい」

「中にはその後、さらに大人になることで再び力が現れる人もいるねん。小春ちゃんはどうなん？　幼い頃、不思議なものを見たり聞いたりしたことはあった？　ほんで、途中、その力を失なくしたけど、今になって出てきたとか、そういうのはあった？」

「え、えっと……」

　どうだっただろうか、と小春は眉まゆ根ねを寄せる。

　子どもの頃を振り返っても、人の声が聞こえたり霊が見えるようなことはなかった。

「なかったと思います」

　そう答えた小春に、澪人は少し難しい顔をして、腕を組んだ。

「……特別な力が出るようになったんは、何かきっかけがあったりしたん？」

「きっかけ、ですか？」

「高熱を出したとか、古い神社に入ったとか、変な影を見たとか、なんや奇妙なことがあってから、急に心の声が聞こえるようにならへんかった？」

　そう問われて、小春はまた考えるも、思い当たることがない。

　普通に生活していて、いつもと違うことは何もしていなかった。

「わ、分からないんですけど、心の声が聞こえるようになったのは、本当に少しずつなんです。中学三年生の夏の終わりだったかな……。ちょっとずつちょっとずつ副音声みたいに聞こえてきて……」

　そう、最初は、わけがわからず、受験のストレスかなと思っていた。

「夏の終わり……なんや不思議やなぁ。中には突然神かみ憑つきになって、急に力をつける人もいるんやけど、小春ちゃんはそんな感じともちゃうし。小春ちゃんのその力は、おそらく、元々内側にあったもんや思うんやけど……。

　そこまで強い力やったら、今まで、何かしらの自覚症状があってもおかしないねん。ま、とりあえずは、きっかけを知ることやな」

　独り言のように洩もらして澪人は顔を上げ、しっかりと視線を合わせた。

「……小春ちゃん、ちょっと嫌な気持ちになるか分からへんけど、プライベートなことを聞いてもええ？」

「は、はい、どうぞ」

「中三の夏の終わりに、『大人になった』、いうことはあった？」

「大人になった？」

「たとえば、初潮がきたとか、もしくは、男の人と同どう衾きんしたとか」

　思っていた以上にプライベートな質問に、小春の頰が熱くなる。

「い、いえ、生理は、もっと前になってます」

　恥ずかしさから俯うつむきつつそう答えて、そっと澪人を見上げた。

「そして、あの『どうきん』ってなんですか？」

　その問いに澪人は、ぱちりと目を開いた。

「ああ、『同衾』なんて言葉、なかなか使わへんね。『一緒に寝る』いうことや」

「一緒に寝る……」

　それはすなわち、『中三の夏の終わりに、男の人とはじめて行為をして、大人になったのか』という質問の意図を瞬時に理解し、小春は耳まで真っ赤になった。

「い、いえ、ないです、そんなことは！　か、彼氏いたこともないです」

　ぶんぶん、と勢いよく首を振る小春に、澪人は頷いた。

「やっぱり、そうなんやね。僕もそんな気がしたんやけど、時にそうして大人になることで、力が解放される人もいるから、もしかして思うて」

「そ、そんな人がいるんですか？」

「気の門があるんよ」

「気の門……」

「ま、この話はええとして」

　自ら聞いておきながら、澪人が話を変えてくれたことに小春は少しホッとした。

「小春ちゃんが大きな力を持ちながら、十五歳まで自覚がなかったわけと、突然それが出てきた原因が分かるとええんやけど」

　澪人は頰ほお杖づえをついて、うーん、と唸うなる。

「わ、私の力は、大きな力なんですか？」

「そら、生きとる人の心の声を読めるなんて、大きい力やで。そして何より僕が驚いたんは、あの龍りゆう神じんさんや」

「龍神って、若宮くん？」

「そや、龍神と意思の疎通ができて、あないに動いてくれるなんて、たとえ特別な力があったとしても、並の人間にはでけへん」

　きっぱりと言い切った澪人に、小春は驚きつつも、ハッとした。

「……そういえば、若宮くん自身も言っていたんです」

『小春さん、あなたはもっと自分を愛してくれる人を信じて、自分を信じて、そして自分のことを知らなくてはいけません。

　なぜ、急にそんな特異な力を持ってしまったのか。なぜ、あなたが僕を運ぶことができたのか。僕を連れ去った鳥は、ただの鳥ではありませんでした。ただの鳥に僕を運ぶことは出来ません。それと同様、たとえ霊感があろうとも、誰もが僕を運ぶことができるわけではないんですよ』

　小春は、かつて若宮を神泉苑まで運んだ時のやりとりを思い浮かべ、その言葉をそのまま澪人に伝えた。

「──そうやね、僕もそのまんま思うで。陰おん陽みよう稼業を営んできた賀茂一族においても、あないに密接に神がついてくれる人なんて、なかなかおらへん。小春ちゃんは、のほほんとしとるけど、ほんまにすごいことなんやで」

「は、はあ……」

　実感が湧かずに、小春が肩をすくめていると廊下に白い作さ務む衣え姿の男性が姿を現し、開け放たれたままの襖ふすまの手前で膝ひざをついて座った。

「澪人さん、報告書と写真が届いとります」

　そう言って茶封筒を見せる彼に、澪人は「おおきに」と歩み寄って、それを受け取った。

『なんだろう？』と小春が首を傾けていると、

「そや、小春ちゃんにも見てもらおうかな」

　澪人はテーブルに戻るなり、茶封筒から写真を取り出した。

　すると、そこには女性の姿が写された写真が何枚も出てきて、

「あ、これはちゃうわ」

　女性の写真をすぐに茶封筒に戻す。

「……今の写真は？」

「見合い写真やね」

「見合いって、澪人さんがですか？」

「そやねん」

　あっさり頷うなずく澪人に、小春は瞬いた。

「で、でも、澪人さんは、まだ十九歳の大学生ですよね」

「そやね、ほんでも特殊な家やし、はよ結婚せんと、と思うてて」

「もしかして、強要されているんですか？」

「いや、そんなんちゃうで。僕がお願いして、お話を持ってきてもろてるんやけど、なかなかピンとくる人がおらへん」

「それは……、好みの人がいないということですか？」

「そういうんちゃうんよ。文字通り『ピンとくる人』やな。縁を結べる人や」

　澪人はそんなことを言いながら、あらためて写真を取り出す。

「…………」

　小春が呆ぼう然ぜんとしていると、澪人は写真を確認した後、「ああ、これや」とテーブルに置いた。

　それは、ある町の景色が写されている。

　その景色は、小春も見たことがあった。

　晴せい明めい神社近くの堀ほり川かわ通どおりだ。

「この写真を見て、小春ちゃん、なんや感じひん？」

　小春は、テーブルの上の写真をジッと見る。

　しかし先ほどの澪人の言葉が頭の中でぐるぐると渦巻き、集中することができない。

　澪人さん、結婚を考えて、お見合いをしようとしているんだ。

　ざわざわと胸が騒ぎ、写真を見ても何も感じはしない。

「……いえ、分からないです」

　首を振る小春に、澪人は少し残念そうに息をついた。

「そっか、変なこと聞いてかんにん」

「い、いえ、この場所がどうかしたんですか？」

「夏頃からこの辺りに『人外のもん』が出るって、ぼちぼち目撃情報が相次いでて、それがどうも嫌な予感がすんねん」

　澪人はそう言いながら、写真を茶封筒にしまう。

「嫌な予感……」

　そういえば、夏頃にチームになって調査していると話していたけれど、このことだったんだろうか？

「あの……賀茂家の陰陽稼業について、お聞きしても良いですか？」

「──ええよ。先祖が有名な陰陽師だった話は聞いてる？」

「はい、賀茂忠行という、陰陽師だったとか」

　かの有名な、安倍晴明の師匠と言われてる陰陽師だ。

「その頃からずっと賀茂家は朝廷に仕えてたんよ。吉凶を占ったり、厄払いをしたり、時に怨おん霊りよう祓ばらいをしとったんよ。ほんで明治維新後、賀茂家は表と裏に分かれてん。表は神社の祠し官かんをやらはって、裏では引き続き皇室のお抱えとして、国の安全のために祈き禱とうしたり、時に政治家に依頼されて、吉凶を占ったり」

「す、すごいですね」つまりは表おもて沙ざ汰たにされていない国のお抱え占い師ということなんだろう、と小春は息を飲む。

「ほんでも、これは全部『本家』の話で、うちら分家は『支部』いうか『下請け会社』みたいなもんや。本家から依頼された細かな調査を請け負って報告したり、除霊をしたりしてんねん」

　宗次朗が以前、『本家が大手ゼネコンなら、俺らは町の工務店だ』と言っていたことを思い浮かべながら、小春は、うんうんと相あい槌づちをうつ。

「そやけど、時が経つにつれて、国がそうしたことに重きを置かんようになってきて、どんどん縮小しとるのもたしかやね」

　澪人は小さく息をついて、お茶を口に運んだ。

「……ほんまはしっかり除霊して土地を清めてから、建物を建てなあかんところに、形だけの簡単なお祓いだけで済ませて建てて、何年か後に大変な事態になったり、陰陽師の忠告を聞かずに政治を進めて、結果、神の怒りを買こうたりもしてる。そやけど、どんどん聞く耳を持たんようになって。それに伴って一族に、力のある子が出てきいひんようになってきてん。うちにしてもそうやねん、祖父は強い力を持ってるけど、うちのおとんも兄も姉も、陰陽的な才能はのうて」

　澪人はそう言って、小さく息をついた。

　この先の賀茂家を思っているのだろう、憂いを帯びた瞳ひとみに小春の胸が詰まる。

「そんな中、ほんま、小春ちゃんはすごいわ」

「い、いえ」

「小春ちゃんのご両親の許しをもろたら、賀茂家に入ってもらいたいぐらいや」

　しみじみと洩もらした澪人に、ばくんと、小春の鼓動が跳ねた。

「か、賀茂家に入ってもらう？」

「そやねん。ご両親さえ許してくれたら、小春ちゃんに賀茂家に養子にきてもろて、僕の妹になってもらえたらて、ほんまに思う」

　そう続けられ、小春は「え……」と動きを止めた。

「なんて冗談やで、小春ちゃんの親御さんがそんなん許さへんの分かっとるし」

　にこやかに言う彼を前に、小春は曖あい昧まいに頷くことしかできない。

　──きっと、気になる男性に『妹みたいに思っている』と言われたことのある人は、世の中に結構いるだろう。

　だけど今の私のように本気で『妹になってもらいたい』なんて言われる人は少ないに違いない。

　小春は衝撃を受けながらも、ぼんやりとそんなことを思っていた。

「小春ちゃん、お茶のおかわりは？」と澪人に問われ、「いえ」と小春は首を振る。

　胸がざわついて仕方がない。

「あ、あの、さっきのお見合いの話ですけど、澪人さんは本当にいいんですか？」

　小春は顔を上げて、少し身を乗り出した。

　えっ？　と澪人は目を見開く。

「ですから、澪人さんには好きな人とかいないんですか？　その人と結婚したいとは思わないんですか？　わ、私だったら、そんなの嫌だなと思うんで」

　思い切って尋ねた小春に、澪人は「そやね」と湯ゆ吞のみをそっと置いた。

「……小春ちゃんには分からへん感覚や思うけど、僕にとっては、縁のある人と縁を結べることこそが大事で、僕の好みや趣味嗜し好こう、感情はすべて後回しでええねん」

　なんでもないことのように言ってにこりと微笑む澪人に、小春は言葉を詰まらせた。







　祇園では、宗次朗が竹たけ箒ぼうきを手に『さくら庵』の店先をうろうろと動き回っていた。

　そんな宗次朗に、行き交う人たちが、笑顔で声をかける。

「宗ちゃん、こんばんは」

「宗ちゃんが、店先を掃いたはるなんて珍しい」

　そんな近所の人たちに、宗次朗は「こんばんは」と笑みを返しつつ、

「……本当に『こんばんは』、だよな。もう六時になる」と夕暮れ空を見上げ、すぐに暖簾のれんの間に顔を突っ込んだ。

「おい、ばーさん、小春がまだ帰って来ないのおかしくないか？」

「ばーさん言わんときよし。まだ六時やないか」

　吉乃はやれやれと肩をすくめつつ、お茶を口に運ぶ。

「いや、それにしたって、午後一時に出て、もう五時間だぞ。人は五時間もあれば、いろんなことができるからな」

「あほ。小春はもう高校生やで。ほんで澪人ちゃんは紳士や」

　吉乃は大きく肩を上下させた。

「んなこと分かってるよ。だけど、こんなに長い時間一緒に過ごしたなら小春は絶対に、『澪人さん、大好き』って、毒花に毒されて、ほわほわになって帰ってくるぞ」

「なんやねん、それ」

「目がハートになって帰ってくるつってんだよ」

「目がハートて」

　宗次朗と吉乃が店先と店内で暖簾を挟んで、わいわいと言い合っていると、

「ただいま」と、それは静かに小春が姿を現した。

「小春！」

　宗次朗は勢いよく振り返って、小春の両肩をつかむ。

「無事か、毒されてないか」

「毒されてって、なに？」

　苦笑する小春に、宗次朗は大きく息をついた。

「澪人のことに決まってるだろ。もう、メロメロになって帰ってきたんじゃねーのか？」

「メロメロって……そんなことは全然。なんていうか、宗次朗さんの言う通りだった」

「へっ？」

「澪人さんは私とは、違う世界を生きる人だってことが分かったかな。あっ、今日はいっぱいお菓子とか食べたから、夕食はいらないね。ちょっと部屋で休みます」

　小春は力ない笑みを見せながらそう言って、そそくさと二階へと上がっていった。

「…………」

　宗次朗と吉乃は、小春の背中を見送った後、思わず顔を見合わせた。

「なんだあれ」

「さあ、小春の好意に気付いた澪人ちゃんが、きっちり一線を引いたんちゃう？」

「って、なんだあの毒花！　小春を遠回しにフッてんじゃねーよ」

　拳こぶしを握り締める宗次朗に、「あんたはほんまになんやねん」と吉乃は肩をすくめた。




　小春は自分の部屋に入るなり、「はあ」とため息をついてベッドに飛び込んだ。

『小春ちゃんに賀茂家に養子にきてもろて、僕の妹になってもらえたらて、ほんまに思う』

　心底から望んでいることのように言っていた澪人の姿が頭を過よぎり、小春はまたため息をついた。

　さらに見合い写真の数々。

『小春ちゃんには分からへん感覚や思うけど、僕にとっては、縁のある人と縁を結べることこそが大事で、僕の好みや趣味嗜好、感情はすべて後回しでええねん』

　と言っていた澪人の言葉も、追い打ちをかける。

　小春はごそごそと手を伸ばして、手帳を開き、猫柄の絆ばん創そう膏こうに目を向けた。

　……澪人さんは、早く結婚したいと思っているんだ。

　それは、きっと賀茂家のために。

　ちくりと胸が痛む中、ふと、かつてこの部屋での杏奈の言葉を思い出す。

　──私はね、なんにも見えないし、分からないのよ。亡霊も想念も。だから賀茂家の裏稼業に正直ついていけないところもあって。だけど、古い家だから『先祖の想い』みたいなものは伝わるのよ。うちにだけ伝わる古い風習や習慣っていうのかな。賀茂家の考え方や習わしだったり……。

　澪人は、そんな賀茂家の歴史や想念が生み出した、『生きた亡霊』みたいだって、思うことがあって、時々ちょっと怖くなることがあるんだよね──。

「賀茂家の歴史や想念が生み出した、生きた亡霊、かぁ」

　手帳の絆創膏に手を触れながら、ぽつりと零こぼす。

　そりゃ、宗次朗さんも反対するはずだ。

　まるで価値観の違う人だもん、好きになったってつらい思いをするだけだ。

　私は、とことん対象外だったようだし。

　鼻先がツンと痺しびれて、目頭が熱くなり、気が付くとぽろぽろと涙が零れていた。

「────っ」

　泣き声が部屋の外に漏れたらと、枕に顔を押し付ける。

『憧あこがれの存在』、なんて言っていて、しっかり好きだったんだ。

　そして、いつも気にかけてくれているから、私は少し勘違いしていたんだ。

　彼が興味を抱いているのは、私の特別な力だけ。

　それを賀茂家に取り入れることができたら、としか考えていなかった。

　彼は冗談っぽく言いながら、本気で妹になってもらいたいって、思っていた。

　想い人にとって、自分は対象外の存在だった。

　その事実を突きつけられることが、こんなにもつらいなんて……。

　駄目だ、どうしようもなく苦しい。

　もう、澪人さんには、近付かないようにしよう。

　小春は震える指で、絆創膏を手帳からはがして、ゴミ箱に捨てた。





六






「小春、本当にごめんね。秋休み、遊ぶ約束してたのに」

　短い秋休みが終わり、小春が教室に入ると愛衣が申し訳なさそうに手を合わせた。

　小春はすぐに「ううん」と首を振り、椅子に腰を下ろす。

「お父さんと旅行に行けて良かったね。どこに行ってきたの？」

「北海道の道東。広大な景色に圧倒されて、食べ物もすごく美味おいしかったけど、まだ十月なのにすでに冬みたいに寒かったわ。そうそう、お土産も買ってきたよ」

「わあ、ありがとう！　北海道いいなぁ」

「小春はどこかに行った？」

　そう問われて小春は、澪人と上賀茂神社に行ったことを思い浮かべるも言葉を詰まらせた。

「え、えっと、市内の神社をちょっと」

「晴明神社とか？」

　目を輝かせて身を乗り出した愛衣に、小春は少し戸惑った。

「晴明神社は前に行ったことあるけど、連休中には行ってないよ。どうして晴明神社に行ったと思ったの？」

「行ったと思ったんじゃなくて、ただ単に、私が今一番確認に行きたい場所なのよ。こういうサイトがあるんだけど」

　愛衣はそう言って、スマホを取り出して見せる。

　黒い画面には『不思議報告レポート・京都地区』という赤字が目に入る。

「なに、このサイト」

「幽霊とか、ＵＦＯとかＵＭＡとか、不思議なものを見た目撃談を投稿するサイトでね、最近晴明神社近くの堀川通で、すごい目撃談が相次いでて」

　画面を覗のぞきながら、小春の鼓動がどきんと跳ねる。

　澪人が見せた写真も、ちょうどその辺りだった。

「すごい目撃談って？」

「妖あやかしだって」

「あやかし？」

　思いもしない言葉に、小春は目を丸くした。

「月のない夜、妖のたぐいが列をなしている姿を目撃した人がいるのよ。『まるで百鬼夜行だった』って、これは気になるでしょう」

「そ、そんな、あまりに非現実的すぎるよ」

　苦笑した小春に、愛衣は眉まゆを寄せた。

「ちょっと、小春がそんなこと言う？」

　非現実的な不思議な力を持っているあなたが何を言うか、という顔を見せる愛衣に、小春は『ごもっとも』と肩をすくめた。

「ねぇ、小春はお祖母ばあちゃんが作ってくれた御守のおかげで、心の声は聞こえないんでしょう？」

　声をひそめつつ尋ねてきた愛衣に、小春は「うん」と頷うなずく。

　ある程度は、と胸の中で付け足した。

　ごちゃごちゃとした、ちょっとした心の声はシャットアウトできているものの、時に『あー、お腹すいた！』とか、『あの人嫌い！』という強い感情は受けてしまう。

　それでも、御守があるだけで、随分と楽だった。

「その御守を持っていたら、幽霊とかも見えなくなるの？」

「う、ううん、幽霊は見えたりする」

「それじゃあ、その御守は、心の声だけを聞こえなくさせているってこと？　小春のお祖母ちゃんってすごいんだね」

　心底感心したように洩もらす愛衣に、小春は、確かにそうだ、と息を吞のんだ。

　この御守は、私の力のすべてを抑え込んでいるわけではなく、『心の声』が聞こえることを抑えている。そんなピンポイントで抑えることが、可能なんだろうか？

　小春はポケットから御守を取り出して、ジッと見詰めた。







　秋休み明けの学校は、文化祭や体育祭に向けての委員会の目白押しだった。

　中途入学である小春に委員の役はなく一人早めに家に帰る。

　まだ、午後三時。帰ったら、店の手伝いをしつつ祖母に御守のことを詳しく聞いてみよう、と思いつつバスを降りて祇園の町を歩く。

「ただいまー」

　和雑貨店『さくら庵』の暖簾のれんをくぐると、店のカウンターには、吉乃ではなく宗次朗の姿があり、「おう」と手を上げた。

「お祖母ちゃんは？」

「ばーさんは、出掛けたよ。弟と会って晩飯も食うんだってよ」

　へぇ、と小春は相あい槌づちをうつ。

　弟ということは、澪人の祖父のことなのだろうか。

　そう思うと同時に澪人の顔が頭を過よぎり、胸がちくりと痛んだ。

「今日は、早いんだな」

「あ、うん、委員会があって。私は委員してないから」

「そっか。悪いけど小春、ちょっと店番しててくれよ」と、立ち上がった宗次朗に、小春は「うん」と頷きつつ、首を傾けた。

「宗次朗さんも出掛けるの？」

「いや、カウンターで店番してたら、新しい和菓子の案がぽこぽこ出てきて、試したくて仕方ねぇ。ずっと厨ちゆう房ぼうにいるのが嫌になって、店番引き受けたんだけどな」

　そう言う宗次朗に、小春はくすりと笑う。

　厨房から離れることで、案が浮かんで戻りたくて仕方がなくなるというのは、人間心理なのかもしれない。

「分かった。着替えてくるから、待ってて」

「おう」

　小春はそのまま二階に上がって、制服を脱いで小豆あずき色の作さ務む衣えに着替え、白い腰エプロンを身に着ける。ポケットに御守を入れて、しっかりと歯磨きをしてうがいをし、手を洗い、「お待たせ」と一階に降りると、

「なんかあったら呼べよ」

　宗次朗が、勢いよく二階へと上がっていった。

　店内にいた女性客たちは、宗次朗の姿がなくなったことで少し残念そうに顔を見合わせて、そろそろと店を出ていってしまった。

「…………」

　宗次朗の姿がなくなるなり客が引けたことに、なんて露骨なんだろう、と小春は頰を引きつらせた。

　まぁ、いいけれど。休み明けの学校で疲れていたし、今は混んでいるより、すいている方がありがたい、と小春はカウンター前の椅子に腰を下ろして小さく息をつく。

　レジ前には、吉乃手製の御守が並んでいた。

『学業祈願守』『恋愛成就守』『縁結び守』『厄やく除よけ』。

　小春はピンク色の『恋愛成就守』を手に持ち、ジッと見詰める。

　もしかしたら、祖母は、御守やお札作りの才能に長たけているのかもしれない。

　昔ながらの客たちが、お札を頼みにくるくらいだ、効果を実感している人は多いのだろう。

　思えば、学校初日、祖母が『想い人を引き寄せる』御守を間違えて持たせたことで、澪人がやってきてくれたくらいだ。

　そう考えると、『心の声』だけを抑制する御守を作れても不思議ではないのかもしれない……。

　小春は『恋愛成就守』を元の場所に置いて、ポケットから自分の御守を取り出した。

　教室での、愛衣の言葉を聞いたときから、気になって仕方がなかった。

　一体、この中に何が入っているのだろうかと。

「…………」

　小春はごくりと息を飲んで、するり、と結び目を解く。

　とても悪いことをするようで、ドキドキと心臓が嫌な音を立てる。

　開ける前に、そっと手を合わせた。

　お祖母ちゃん、ごめんなさい、中身を見せてください。

　すると、まるで示し合わせたように、店内に少しだけいた客が外に出ていく。

　客が引けたことを確認して、小春は秋桜コスモス柄の包みから中のものを取り出した。

　出てきたのは、小さな木の板。そこには、赤い筆で六ろく芒ぼう星せいと、模様のような文字が黒字で書かれている。その文字は、小春には読めなかった。

　木の板以外に、入っていたのは、和紙の包みが三つ。

　一つめは小さな八角形の鏡。鏡の裏には五芒星が描かれている。二つめは、粗塩に香が混ざっていたもの。三つめの包みには──髪の毛。

「……髪？」

　五センチほどの小さな髪の束が、和紙に包まれていた。

　これは、祖母の髪なのだろうか？

　小春が目を凝らしていると、「こんにちは」と声がして、小春は「は、はい」と慌てて中のものを包みに入れ、ポケットにねじ込んだ。

「いらっしゃいませ」

　顔を上げて、小春は動きを止めた。

　そこには澪人の姿があった。

「吉乃さん、いはる？」

　にこりと微笑む澪人を直視できず、小春はすぐに目を伏せた。

　先日、彼が自分のことをまるで異性として見ていないという事実を突きつけられ、失恋を自覚したばかりだというのに、こうして対たい峙じすると、どうしようもなく胸がときめいてしまうことに、小春は苦い気持ちになった。

「あ、いえ……、お祖母ばあちゃんは出掛けてて」

「そっか、残念やな」

　澪人が、ふぅ、と息をつき、思い出したように小春を見た。

「そや、小春ちゃん、この前はおおきに」

「あ、いえ、こちらこそ、お邪魔しました」

「せっかく来てもろたのに、力をコントロールする点では、なんも進展せんと。また、今度ゆっくり……」

「い、いえ、もういいです」

　小春は、遮るように声を上げた。

　えっ？　と、澪人は不思議そうに首を傾ける。

「いえ、その……お祖母ちゃんの御守があれば、ある程度普通に過ごせますし、力をコントロールするのも、お祖母ちゃんや宗次朗さんに協力してもらいますので」

　目を合わせられないまま、小春はそう言った。

　きっと、彼にとっては意味が分からないだろう。

　感じが悪い、と思うに違いない。

　だけど、一緒にいたらどうしても惹ひかれてしまって、私はもっと傷付く。

　本当に……宗次朗さんの言う通りだった。

　俯うつむいたままの小春に、澪人はそっと目を弓なりに細める。

「そやね、僕もそれがええと思うわ」

　あっさりそう言われたことに、小春の胸はまた切り付けられたように痛んだ。

　もしかしたら、澪人さんは私の気持ちに気付いていたのかもしれない。

　それで、牽けん制せいしたのかもしれないな。

　澪人の返答から小春はそんなことを思い、自じ嘲ちよう的な笑みを浮かべた。

　その時、二階からトントンと足音が聞こえて、

「なんだ、嫌な予感がすると思ったら、お前か」と宗次朗が顔を出した。

「いややわ、『嫌な予感』とか言わんといてください」

　澪人はいつものように愉たのしげに笑う。

「ばーさんに用があったのか？」

「……ええ、お札を書いてもらいたかったんやけど、お留守なら残念。ほな、また、お邪魔しました」

　澪人はそう言って会釈をし、店を出ていこうとする。

　その姿に、なんだか嫌な予感が過り、小春は思わず呼び止めてしまいそうになり、ぐっと口をつぐんだ。

「──待てよ、澪人」

　そんな小春の代わりに、呼び止めたのは宗次朗だった。

　澪人は足を止めて、そっと振り返る。

「お前、これからどこに行くんだ？」

「それは、企業秘密です」

　口の前に人差し指を立てて、にこりと微笑む。

「……噂の場所に除霊に行くのか？」

　そう問うた宗次朗に、澪人は何も答えない。

　宗次朗は「ちょっと待ってろ」と奥の部屋に入り、ややあって、白い紙に包まれたお札を手に戻ってきた。

「即席だけど、俺が書いた札だ。ばーさんほどじゃないけど、少しは役に立つかもしれない。持っていけ」

　お札を胸に押し付けるように手渡す宗次朗に、澪人は小さく笑った。

「おおきに。姉もそうですけど、あなたは『陽』の力が強い。助かります」

「そして澪人、仕事が終わったら、そのお札を返しに来い」

「返しにって……そんな、夜中になるかもしれへんよ」

「何時になってもいい、仕事が終わったら、俺のところに来い」

　宗次朗はそう告げて、真剣な目を見せる。

「……分かりました。必ず返しにきます」

　澪人はお札を大事そうに持ち、ゆっくりと頭を下げた。

　小春は、立ち去る澪人の姿を見送りながら、理屈ではない嫌な予感に、胸が騒いだ。

　それは宗次朗も同じなのだろう、険しい表情で澪人を見送っていた。







　その頃、吉乃は木き屋や町まち通どおりの料亭で、鹿しし威おどしの竹音に耳を傾けながら、そっとお猪口ちよこを口に運んでいた。

　対面には、柔らかく微笑んでいる澪人の祖父であり、吉乃の弟・吉雄の姿。

「相変わらず、良い飲みっぷりやね、姉さん」

　そう言って愉しげに目を細めるその姿は、澪人によく似ていると思わせられた。

　とはいえ、かつては艶つややかだった黒髪も今や白髪交じりとなり、その皮膚には生きてきた年輪が刻まれている。

　しかし吉乃にとっては、いつまでも幼い弟のような感覚が抜けないことが、少し奇妙で可笑おかしく、そっと口角を上げた。

「あんたとこうして飲むのは、久々やな」

「……そやね、茂さんの通夜以来やろか」

「ほんまやね」

　二人には広い座敷で少しずつ運ばれてくる懐石料理に舌鼓を打ちながら、ぽつりぽつりと思い出話に花を咲かせる。

「ほんで、今日はどないしました？」

　ややあって静かに尋ねた吉雄に、吉乃はそっとお猪口を置いた。

「ずっと気になっとったんやけど、私が関わりすぎるのはあかん思うて、口出さんようにしてたんやけど、なんやそうも言うてられへんようになったわ」

「……澪人のことですか？」

　吉雄はそう言って、そっと目を細める。

「そうや。あの子は、なんや重い荷物を背負うてる。一体、あんたらはあの子一人にどないな荷物を背負わせてんねん」

　しっかりと視線を合わせて鋭い眼まな差ざしを見せる姉を前に、吉雄は弱ったように額に手を当てた。

「あかん、幼い頃からの刷り込みやな。姉さんに睨にらまれると震えあがるわ」

　その言葉にさらに眉まゆ根ねを寄せる吉乃に、

「茶化してるんちゃうで、ほんまのことや」

　吉雄はゆっくりと立ち上がり、窓際に立った。

　月はなく、目の前を流れる鴨川が黒い龍りゆうのようだ。

「今夜は新月やな」

「気が滅め入いりやすいはずやわ」と吉乃は苦笑する。

「そやな。ほんで、隠し事もできひん夜や」

　吉雄は、ふぅ、と息をつき、そっと振り返る。

「あの子は賀茂家の罪を一身に背負うてしもてる。いや、わたしらの罪やな」

「──罪？」

「姉さん、宗一と和解はしたんかいな」

　するりと話題を変えられて、吉乃は顔をしかめつつ、曖あい昧まいに首を振る。

「小春を預かることで、なんやいろいろ変わってはきたけど、『和解』まではいかん。そもそも、一方的に嫌われただけや」

「拝み屋稼業云うん々ぬんで、宗一もつらい思いをしたんやな」

「……そやな」

「わたしも同じや。晃あきらにつらい思いをさせました」

　晃とは、吉雄の一人息子。

　今は、吉雄の表稼業である下鴨にある病院を継ぎ、院長を務めている。

　対外的に見たなら、大変優秀な自慢の息子だったが賀茂家においては違った。

　拝み屋としての素質がまるでなく、一族間に於おいて決して口には出さなくても、『はずれ』のように思われてきたのもたしかだった。

「いっそ、晃も宗一のように反発してくれたら良かったんや。真面目で素直で賀茂家を誇りに思うがゆえに、自分を責めましてな」

　そう言って痛々しい表情で目を伏せる。

　吉乃は何も言わずに、弟の言葉に耳を傾けていた。

「ほんで、先に生まれた娘の杏奈も、次に生まれた長男の和人も、拝み屋の素質はなく、嫁が澪人を身ごもった時に、晃はやったらあかんことをした」

「やったらあかんこと？」

「わたしには内密に、賀茂の陰おん陽みよう師じたちと示し合わせて、次に生まれてくる子に必ずや特別な力を授かるよう、神の力が授かるよう、特別な祈き禱とうを施したんや」

　その言葉に、吉乃は大きく目を見開いた。

「──そ、そないことを人がしたら、大変な因果を背負うてしまうやないの」

「そやねん、ほんまにそうやねん。自分たちのエゴで自然の摂理を歪ゆがめるようなことをしたら、必ずや大きな報いがくる。あの子は、そのすべてを背負うてしまいました」

　吉雄はそう言って真っ黒な鴨川を眺め、切なく顔を歪ませた。




　──一方、澪人は、烏からす丸ま通どおりに面した京都御所西側の乾いぬい御ご門もん前に仲間と集い、地図を手に皆からの報告に耳を傾けていた。

　澪人を入れて男ばかりの五人。

　年齢は、十代後半の澪人から四十代と見受けられる中年までと様々で、皆はまるで神社の神官のように白い作さ務む衣えを纏まとっている。

「目撃情報があったいうんは、新月、もしくは月のない夜です」

「そのすべては、西から現れて一いち条じよう戻もどり橋ばしを渡り、東へと向かっていると」

　澪人は皆の言葉を聞きながら、地図に印をつけて顔を上げる。

「ほんで、西のどの辺から出たかは聞いたはる？」

「いえ、堀川通あたりで姿が見えるようになるそうで」

　澪人は、ふぅん、と相あい槌づちをうつ。

「……堀川通は良くも悪くもエネルギーが強いから、そんで見える人が出てくるわけやな。それにしても、月のない夜に現れる妖あやかして、まるでかつての祇園の騒動やな」

「ああ、吉乃さんが退治しはったていう」

「そうや」

　澪人は小さく笑って頷うなずき、しっかりと皆を見た。

「今夜、間違いなく出るやろ。ええですか、西から東にくるところを待ち伏せしよう思います。僕が一条室むろ町まち通どおりで待機しますんで、皆さんは西にし武む者しや小路こうじ小お川がわ通どおり、中なか立だち売うり新しん町まち通どおり、武者小路新町通、中立売小川通に、各々待機してください。これで五ご芒ぼう星せいが出来上がるんで、妖が中央にさしかかったときに手て筈はず通り」

　そう言う澪人に、仲間は「はい」と頷き、各々持ち場に移動しようとした。

「あ、ちょっと待ってみんな。この『安全パトロール』の黄色い腕章つけといてや。これで僕らの怪しさも半減や」

　澪人はそう言って腰こし巾ぎん着ちやくから反射タイプの黄色い腕章を取り出して、皆に手渡す。

「ほんまですね。一見わたしら怪しいですし」

「職質されたらかないませんし」

　皆は笑いながら、腕に腕章をつけて、改めて持ち場へと向かう。

　澪人はそんな皆を見送りつつ、自分も一条室町通へと向かう。

　木枯らしが吹き抜け、澪人はそっと腕をさすった。

「もう、秋も深いのに、この格好はなかなか酷やな。秋冬仕様にせんと」

　ほんでも、もしかしたら秋冬用も僕にはもう必要ないかもしれへん、澪人はそっと肩をすくめて、「さて」と足を止め、しっかりとした眼差しを見せた。





七






「…………」

　時計の針が深夜零時をすぎても、祇園の櫻井家に吉乃は戻らず、また澪人が訪れる気配もなかった。

　小春は宗次朗と共に、居間で過ごしながら、騒ぐ胸にぎゅっと拳こぶしを握る。

　何度も時計を見ては、ため息をついていた。

　一方、宗次朗は畳にごろんと横たわり、テレビの深夜番組を観て、くっくと笑っている。

「やっぱこの番組は面白れぇな。小春も辛気臭ぇ顔してないで、観ろよ」

　小春はそんな宗次朗を冷ややかに一いち瞥べつして、膝ひざを抱えた。

「宗次朗さんは、あんなふうに言っておきながら心配じゃないの？」

「辛気臭ぇ顔をするだけが、心配するとは違うだろ」

　さらりと返されて、小春は言葉を詰まらせた。

　言われてみれば宗次朗が酒も飲まずに、こんな時間まで居間にいるのは珍しい。

　心配していることには、変わりないのだろう。

　たしかに普通に過ごしているからといって、心配していないわけではないんだ。

　……まったく。

　いつもお気楽なくせに、たまに良いことを言うんだから本当に腹が立つ、と小春は口を尖とがらせて、宗次朗を睨にらんだ。

「……さて」

　宗次朗は上体を起こし、リモコンを手にテレビを消した。

「番組、まだ終わってないよね？」

「小春、玄関に行け」

「えっ？」

「そして、玄関先でお札を返してきても、受け取らずに、必ずこの居間まで来るように言え」

　そう言う宗次朗に、小春は息を飲んで頷き、居間を出て一階玄関へと向かう。

　恐る恐る扉を開けると、今まさにインターホンを押そうとしている白い作務衣を着た澪人の姿があり、小春は大きく瞬いた。

「──澪人さん」

「ほんま、この家はすごいわ。小春ちゃん、これ、宗次朗さんに」

　すっ、と白い包みに入ったお札を差し出す。

　その手が小刻みに震えていることに、小春は眉まゆ根ねを寄せた。

「……宗次朗さんが居間まできて、直接返すようにって」

　静かに告げた小春に、澪人は苦笑して肩をすくめる。

「あの人には敵かなわへんな。ほんなら、失礼します」

　澪人はそう言って、草履を脱いで家に上がった。

　いつものように微笑みながらも、彼の呼吸が乱れていることが分かる。

　階段を上る彼の足取りが、重い。

　まるで見えない鉛を引きずっているようだ。

　何があったのだろう。

　小春は、再びこみ上げる嫌な予感に、息が苦しくなる。

「こんばんは」

　澪人は、にこりと微笑んで居間に顔を出す。

　宗次朗は、そんな澪人を前にするなり、露骨に顔をしかめる。

「──お前、なんて顔してんだよ」

「顔はいつも通りです」

　ふふふ、と笑って、お札を取り出そうと、澪人が懐に手を入れかけた時、宗次朗がその手首をつかみ、もう片方の手で作務衣の襟をつかんで、片肌を脱がせる。

「っ！」

　突然あらわになった上半身に、小春は頰を赤らめるのではなく、蒼そう白はくになった。

　澪人の左肩から胸、脇腹へと、まるで火傷やけどをしたように真っ赤に爛ただれている。

　しかし心臓の部分には、御守が効いたのか白く四角く、元の肌が残されていた。

「──なんだ、これ！」

「やめてください、ほんまに痛いんですから」

　澪人は頰を引きつらせながらも、微笑むように言って上うわ衣ぎを羽織る。

　額には脂汗が滲にじんでいて、息が上がっている。

「小春、今すぐそいつをそこに寝かせろ」

「は、はい」

　小春はすぐに居間の押入れの襖ふすまを開けて、布団を取り出す。

「俺じゃ手に負えねぇ、ばーさん呼んでくる」

「びょ、病院の方が」

「人外にやられた傷は、医者にはどうしようもできねぇよ」

　宗次朗はそう言って、勢いよく居間を飛び出した。

　すぐに外からバイクのエンジン音と、走り去る音が聞こえてきた。

　こうなることを予測して、宗次朗は酒を飲まなかったのだろうか。

「れ、澪人さん、横に……」

　彼の背に触れると、とても熱いことに驚いた。

「かんにん、ちょっとだけ休ませてもらうわ。ほんま、ちょっとだけ」

　と、澪人は崩れるように、布団に横たわる。

　その体に掛け布団を掛けようとすると、澪人は小さく首を振った。

「おおきに、そやけど、何も掛けんといて。体が熱くて痛くてかなわへん」

「澪人さん……」

　痛みに息を切らしながらも口元は笑みの形を作っている。

　ズキズキと、爛れた部分が脈打つように痛んでいることが伝わってくる。

　そんな澪人に、小春はどうしようもなく苦しさが募り、目に涙を浮かべた。

　それでも、こうしている場合ではない。とりあえず彼の体を冷やそうと、冷たいおしぼりを作って額に載せ、かつて吉乃が除霊の際にしていたように、粗塩の入った包みを首の後ろなどの動かしても痛くないであろう箇所に入れていく。

　それでも何も改善されることはなく、どうしたら良いのだろう、何をしたら良いのかとオロオロした。

『どうか、若宮くん、助けて！』と小春は祈るように両手を握り合わせる。

　そんな小春に、澪人は小さく笑った。

「そんな、気にせんと、何もせんでもええんよ」

「そ、そうですね、私には何もできないですし、でも、もうすぐ宗次朗さんがお祖母ばあちゃんを連れてくるので」

「たぶん、吉乃さんにも無理やろ。これは、人外にやられたもんなんはたしかやけど、妖あやかしにやられたもんちゃうねん」

「えっ？」

　人外にやられたものだけど、妖ではない。

　何を言わんとしているのか分からずに小春が言葉を詰まらせていると、

「──これは、障りなんよ」と澪人が静かに答えた。

「『障り』って？」

「僕は神に仇あだをなしたんや」

「──えっ？」

「まぁ、仇をなした気はあらへんけど。あれが、『神の先さき遣やり』と気付くのに時間がかかってもうた。気付いた時には、手遅れやったね」

　澪人はそう言って自じ嘲ちよう的な笑みを浮かべる。

「神の先遣り？」

　すべてが分からずに、ただ呆ぼう然ぜんと澪人を見下ろす中、外からバイクのエンジン音が再び聞こえてきて、小春は顔を上げた。

「か、帰ってきた」

　すぐにバタバタと階段を駆け上がる音が耳に届く。

「澪人ちゃん」

　吉乃は血相を変えて、居間に飛び込んで澪人を見下ろす。

「……吉乃さん、遅うにお邪魔してかんにん」

「何を言うてんの。見せてみ」

「直接、触れん方がいいですよ」

　吉乃は合掌して、そっと作務衣の襟を手に、赤く爛れた半身を見た。

「障りかいな」

　すぐに察して、痛々しく顔をしかめる吉乃に、「そうです」と澪人は頷うなずく。

「妖や思うたら、神の先遣りでした」

「……なんてことや」

「お、お祖母ちゃん、『神の先遣り』って？」

　そう問うた小春に、宗次朗が答える。

「この国の政まつりごとが神の意志に反している時なんかに、神は災いを起こして怒りを示す。その前に『知らせ』があるんだ。この地に災厄をもたらす大きな神を招く前に、位の低い神々が先導して、道を作る。それが今回の『神の先遣り』だよ。負の念を纏まとって、禍まが々まがしい姿をしていることから、時に妖と区別が難しい。澪人はそんな神々を退治しようとして報いを受けたんだ」

　予想もしていなかった話に、小春は絶句した。

「……澪人、チームの連中は？」

「大丈夫です。他の者は護まもれました」

　澪人はそう言って、少し誇らしげな顔を見せる。

「一人で全部被かぶったりするから、こないなひどいことになるんやろ」

　吉乃は怒るように言って、拳こぶしを握る。

「お祖母ちゃん、早く澪人さんを良くしてあげて」

　小春が身を乗り出すも、吉乃は険しい顔のまま。

「ねぇ、いつもみたいに、唱えたり祈ったりしてあげて」

　懸命に言う小春に、澪人は柔らかく目を細める。

「おおきに、小春ちゃん。そやけど、これは『神の意志』やからどないにもできひん」

「そんなことあらへん、なんとかしたる。ちょっと考えとるだけや」

　ムキになる吉乃に、澪人は首を振った。

「吉乃さんも分かってはるのにそないな。ええんです。僕の寿命は短いて、分かってました。そやけど、健康やし、どないして死ぬんやろ思うてたんですが、神の障りで絶命するのは、僕らしいかもしれへん」

「──えっ？」

　小春は大きく目を見開いた。

「僕の父は自分に賀茂家の力がないこと、姉や兄に力がなかったことを嘆いて、母が僕を身み籠ごもった時に『必ずや次の子に力を授かるように』と特別な祈き禱とうを陰おん陽みよう師じにさせました。そやけど、それは自然の摂理に反するあかんことで、歪ゆがみが出ることです。僕が生まれた時、祖父の枕元に神が降りて、『今、生まれた子は、その罪で二十歳まで生きられないだろう』という言葉を遺のこしました。それは、一部の人しか知らへんことで、僕にも聞かされてへんかった。

　そやけど、僕は知ってました。自分が大人にならずに死ぬことを……。そやから、せめて、寿命と引き換えに得た力を、できる限り賀茂家のために使えたらと思うてました。ほんで、できれば、はよ子どもも儲もうけたいと……。そやけど、あかんね。僕は命をつなぐことも許されてへんかったようです」

　澪人は天井を見たまま、うつろげに話す。

　皆は何も言うことができずに、ただ、澪人を見下ろして、切なく顔を歪ませた。

　小春は苦しさの中、ようやく澪人に感じていた奇妙な部分を理解した。

　まるで人と思わせない雰囲気も、自分の感情のすべてを後回しにして家に仕えていた、その理由も──。

「お前はそれでいいのかよ、澪人」

　沈黙の中、腕を組んで冷ややかに尋ねる宗次朗に、澪人は笑みを見せる。

「覚悟していたことです、仕方ありません」

　そんなふうに言って、息を切らす。

　赤く爛ただれた『障り』が、少しずつ徐々に広がっていっているのが、見て取れて、小春は口に手をあてた。

「い、嫌だ、澪人さん。そんなことで死なないで、どうして今まで神様に仕えていた澪人さんがこんなことで死ななきゃいけないの？　どうしてそれで『仕方ない』って思えるの？　お願い若宮くん、澪人さんを助けて」

　小春は敷布団にしがみついて、うわあああ、と泣き崩れる。

「……小春ちゃん」

　澪人が切なげに目を細め、吉乃や宗次朗も沈痛の面持ちを見せる中、りん、と鈴の音が響いた。

　窓も開いていないのに、ふわりと風が流れ、その風が小さな渦を作ったかと思うと、そこに水干姿の幼い少年が姿を現した。

　美しい面差し。それは幼き龍りゆう神じんの化身、若宮だった。

「わ、若宮くん」

「……小春ちゃん、あんたはほんまにすごいわ」

　澪人は荒い息のまま、小さく笑う。

『小春さん、心から頼ってくださってありがとうございます』

　若宮は小春を見てにこりと微笑み、澪人を見下ろした。

『──ですが、今回は、お力になれずに残念です』

「えっ？」

『これは、澪人さん自身が言っていたように、本当に〝仕方のないこと〟。神の意志です。澪人さん、どうか安らかにお眠りなさい』

　若宮は手にした扇をすっとおろして、冷ややかにそう言う。

　澪人は、何も言わずに苦笑した。

「わ、若宮くん、ひどいよ」

　小春が身を乗り出しかけた時、「小春、あかん！」と吉乃が声を上げた。

「お祖母ちゃん？」

「可愛かいらしい姿に惑わされたらあかん。その子は、黒こく龍りゆう──冥めい王おうの力を持つ神様や」

「冥王の力？」

　戸惑う小春に、宗次朗が強く頷いた。

「……黒龍は、『災いをもたらす神』とされている。おそらく先遣りが呼んでいたのは、この若宮なんだろう。若宮がスムーズに移動できるよう、神泉苑から御所への道筋を作っていたんだな」

　宗次朗はそう言って、少し警戒するように若宮を見た。

　すると若宮は、心外という様子で、少し寂しそうな目を見せ、

『災いをもたらす神というのは、少し違います。僕は結果をもたらすだけ』

　そのまま、澪人を見下ろした。

『彼は〝自分は大人にならずに死ぬ〟と心に決めて生きてきました。たしかに呪いも因果もあったことでしょう。ですが自らがその命運を大きく引き寄せている。澪人さん、あなたは、罪を犯し続けてきました』

「──罪て。僕は罪深い存在と自覚して、人のため、賀茂家のためにがんばってきたつもりです」と澪人は、少しやり切れないように目を細める。

『そこですよ、一番の罪は』

「えっ？」

『あなたは、小春さんに三角形のバリアの話をされていましたね。三角形は三位一体、宇宙の法則です。人が生きていくのに大切なことは、世のため、人のため、何より、「自分」のために生きることです。

　人が自分のことだけを考えて生きるのが傲ごう慢まんであれば、自分をないがしろにし続けるのも、また、傲慢なのです。あなたは大人になることを諦あきらめ、いつ死んでも良いと自分の心を体を、すべてをないがしろに粗末に扱いすぎました。もう疲れたでしょう？　もう生きていきたくはないでしょう？』

　労ねぎらうように問う若宮を前に、澪人は体を小刻みに震わせた。

「ほんま──、神様は時に残酷やわ……」

　澪人の顔が歪んで、目に涙が浮かぶ。

「そんなん……生きたいに決まっとるやないですか！　僕は自分のために、まだ何もしとりません。ずっと人のため、家のためやってきた。そやけど、ほんまは……もう家のためとか父のためとか、そんなん嫌や、僕は僕や。僕かて自分の人生をちゃんと生きたい！」

　澪人は悲痛な声を上げて、両手の甲を目に当てて、涙を隠す。

　……澪人さん。小春も手を口に当てて、涙を流す。

『……たとえ、今の力を失っても、ですか？』

　そう問うた若宮に、澪人は目を覆ったまま強く頷うなずいた。

『分かりました。その言葉が聞きたかったんです、澪人さん』

　若宮は、にこり、と優しく微笑む。

『いいでしょう、あなたが人のため社会のために、徳を積んだのもたしかです。あなたを助けましょう。それには……』

　若宮は一瞬小春を見たものの、『いえ、まだ早いですね』と、宗次朗に視線を移す。

『宗次朗さん、手伝ってください。僕一人ではできないこと』

「──俺が？　ばーさんじゃなくて？」

『吉乃さんには、助けられません。あなたか小春さんじゃないと』

　そう言う若宮に宗次朗と小春は「へっ？」と瞬き、吉乃は苦笑して、肩をすくめる。

『宗次朗さんは身を清めて、白衣に着替えて。香を炷たいて、清酒と粗塩に筆を用意してください』

　着物のたもとを翻して指示を出す若宮に、皆は「は、はい」と声を揃えて、急いで準備に取り掛かる。

　宗次朗はシャワーを浴びて、塩でうがいをし、小春は香を炷き、吉乃は清酒に粗塩に筆を用意した。

　皆が用意を整えたところで、若宮はそっと澪人を見下ろした。

『それでは澪人さんは、上うわ衣ぎを脱いで座ってください』

　澪人は無言で頷いて、痛みに顔を歪ませながら体を起こして、正座をする。

　作務衣の上衣をするりと脱ぐと、赤く爛れた半身が、あらわとなり、小春は目をそらしたい衝動にかられた。

『宗次朗さん、筆を手にしてください』

　白い作務衣姿となった宗次朗は、言われた通り筆を手にする。

　若宮は、そんな宗次朗の背中に右手をぺたりと当てた。

『今から、僕が唱える祝詞のりとをそのまま、その筆を使って清酒で、澪人さんの負傷した部分に書き込んでいってください』

「ああ」と、宗次朗はしっかりと頷いて、筆先に清酒をつけた。

『それではいきますよ。彼の体に残された神々の怒りを鎮めます』

　ふわりと、また風が舞い上がり、若宮の体が白く光った気がした。

『──高天原爾 神留坐須 皇賀親 神漏岐 神漏美乃 命以知氐 八百萬神等乎 神集閉爾集賜比 神議里爾議賜比氐 我賀──皇御孫命波 豊葦原水穂國乎 安國登 平介久 知食世登』

　宗次朗は、若宮が唱えた言葉を、ほぼ同時に書き込んでいく。

　まさに何かに取り憑つかれたように、すさまじいスピードだ。

　一心不乱に澪人の体に書き込んでいく。

「────ッ」

　書き込んだ先から、じゅわっと白い煙が出て、激痛が走るのか、澪人はのけ反るようにしながらも声も出さずに耐えている。

　小春は呼吸すらもできない緊張感の中、黙って見守っていた。

「小春、よく見ておき。まさにこれが拝み屋の姿やで。人が特別な強い力を放つとき、それは自らの体を媒体にして、神の力を受け渡す時や。拝み屋が人のために力を使うときは、ああして神の力を借りるんや」

　そう言う吉乃に、小春は息を飲みながら頷いた。

　宗次朗がすべてを書ききったことを確認し、若宮は、ふぅ、と息をつき手を離す。

　その瞬間、痛みに耐えていた澪人が、まるで緊張の糸が切れたかのように、そのまま布団に倒れ込んだ。

「澪人さんっ！」

　上半身から絶えず出ていた湯気のようなものは消え、赤く爛ただれた部分はなくなり、元の白肌となっていた。

『寝かせてあげてください。想像を絶する痛みだったでしょうに、よく声も上げずに耐えました』

　若宮はそう言って、澪人の頭を優しく撫なでる。

「若宮くん、本当にありがとう」

『いえ、すべては森羅万象の意志です。そして小春さん。吉乃さんが言っていたように、神と言われる神羅万象の力は、今のように人を介して受け渡されていきます。

　拝み屋さんが人助けをする今回のような特別な時はもちろん、普通の人にもあることです。神は常に人を介したり、近くにいる動物を介したり、本やテレビや雑誌を介したりと、何かを介してメッセージを伝え、人を助けようとしています。それは、目には見えないし、気付かれる方は少ないですが……』

　少し寂しげに言う若宮に、小春はこくりと頷いた。

　大切なのは、信じる心と感謝の心なのだろう。

　そんな小春の理解を受け取った若宮は嬉うれしそうに微笑み、体を起こして会釈をした。

「──澪人のことは礼を言うとして、神の先遣りは……この地に災厄をもたらす件は、どうなるんだ、黒龍様？」

　睨にらむような目で尋ねた宗次朗に、吉乃がぎょっとした様子を見せたものの、若宮は、にこりと微笑む。

『澪人さんが先遣り隊を弾はじき飛ばしてしまいましたから、しばらくは無理でしょうね』

　その言葉に小春はホッとしつつ、……澪人さん、弾き飛ばしたんだ、と苦笑した。

『……とはいえ、災いが降りかかるのも自然の摂理なんです。この国の政まつりごとが誤った方向にいきすぎないことを僕も願ってやみません』

　若宮はそう言って、窓の外を眺める。

「今回のことを通じて本家に報告がいきますやろ。ほんで政治をしてはる人たちの耳には届く思うんやけど、どこまで聞いてくれるか」

『ですが、今回のことが流れたということは、未来に希望が持てるということなのかもしれませんね。僕のことを破壊の化身のように思われる方も多いのですが、僕自身が、それを望んでいるわけではなく、また、僕は再生を促す存在でもあります』

　国が間違った方向に進むことで、災厄が起こる。それは再生のために。

　自分にはどうしようもないとても大きな話に、非力さを痛感し、小春が俯うつむいたその時、『ああ、小春さん』と、若宮がその小さな手で両頰を包んだ。

『そんな難しい顔をしなくて良いのです。一人一人が先ほど言っていた、三位一体を大事にしていただければ、必ず良い方向へと進んでいきますから。たった一人で何ができるだろうと思うかもしれませんが、人は一人一人宇宙を持っていて、つながっています。決して、小さな存在でありませんよ』

　世のため、人のため、何より自分のため。

　若宮の言葉を反はん芻すうし、小春は「はい」と頷いた。

『それでは、皆さん、またお会いしましょう』

　深く頭を下げる若宮に、皆も頭を下げ返す。

　若宮の姿がなくなると、吉乃と宗次朗は「はああ」とテーブルに突っ伏した。

「ど、どうしたの、二人とも」

　小春は驚いて、身を乗り出す。

「どうしたのて、小春」

「黒龍だぞ、あんなすげえ神様と対たい峙じすることなんて、あることじゃねぇからな」

「そやけど、あんたはあないな言い方して」

「気持ちを奮い立たせないと言うことも言えねぇ、あのオーラだぞ」

「そやな、代替わりしたばかりで幼いんは確かやろうけど、ほんま肝が冷えたわ」

　そう言う二人に、小春は「え、ええええ？」と目を丸くした。





八






　その後、澪人は櫻井家の客間で、丸二日間死んだように眠り続けた。

「…………」

　三日目の朝。

　まるで何事もなかったように目を覚ました澪人は、天井を見上げ、ここはどこだろう、とぼんやりと考え、ややあって、櫻井家であることを思い出した。

　漂う卵が焼けた匂いにつられるように体を起こして、居間へと向かう。

　眩まぶしいほどの朝陽の中、吉乃が鼻歌を歌いつつ朝食を用意している姿が目に入り、

「──おはようございます」と澪人は会釈をした。

「澪人ちゃん、もうええんか」

「はい、随分とお世話になりまして」

「ええんやで。お腹すいたやろ、はよ座り」

「ありがとうございます」

　澪人は微笑んで、ちゃぶ台につくと、シャワーを浴び終えたばかりの宗次朗が居間に顔を出し、「おう」と声を上げた。

「宗次朗さん、おはようございます。お世話になりまして」

「起きたか」

「はい、僕はどのくらい寝てました？」

「丸二日だな」

「そうですか。なんか、百年も眠ってたみたいですわ」

「気分はどうだ？」

「……すっきりしてます」

　澪人はそう言って、清すが々すがしいような笑みを見せた。

　その時、「おはよう、お祖母ばあちゃん、宗次朗さん」と目を擦こすりながら、小春が居間に顔を出した。

　今日は休日ということで、髪はぼさぼさ、パジャマ姿のまま。

「小春ちゃん、おはようございます。お世話になりまして」

　そう言った澪人に、小春はぴたりと動きを止めたかと思うと、「ふぎゃあ」と声を上げて、逃げるように自分の部屋へと戻っていく。

　そんな小春の姿に、居間にいる三人はくっくと笑った。

「そういや、お前ん家ちのじーさんも父さんもえらく心配してるらしいぜ。早く連絡してやれよ」

「はい、そうします。今日には帰らんと、報告もありますし。その前に寄りたいところもあるんですが」

「寄りたいところ？」

「ええ、神泉苑に」

「お礼詣まいりか」

「そういうことですね。黒龍様には助けてもろて。ほんで、宗次朗さんにもお世話になりました。ほんまにおおきに」

　頭を下げる澪人に、宗次朗は強く頷うなずく。

「おう、あの後、すげー腕が筋肉痛になってよ。小春だチビ龍だ言うけど、俺が一番世話したんじゃねーか」

「……『チビ龍』て、怒られますよ」

「神様はそんな小せぇ、存在じゃねーよ。しかし本当に良かったな。はじめて人間らしいお前を見られて、ホッとしたよ」

　宗次朗はそう言って、澪人の背中を叩たたく。

「人間らしい、ですか。ほんま、今までなんやった言うんですか」

「冥めい界かいに片足突っ込んでるような雰囲気だったからな」

「冥界に片足て。ああ、でも、これでもう僕が小春ちゃんに近寄っても、過剰に騒がれずにすみますかね？」

　ふふふ、と笑って尋ねる澪人に、宗次朗は眉まゆ根ねを寄せた。

「近寄るつもりなのかよ」

「できれば、今日の神泉苑に、小春ちゃんに付き合おうてもらえたら思うたんです」

「……いいんじゃね、どうせあいつ暇だろ。ただ」

「ただ？」

「お前が、小春の手に負えない毒花ってことに変わりねぇ、過剰に色気を振りまいて、小春を惑わせるなよ」

「色気て。そんなつもりあらしまへん。もしかして、僕が姉に似てるからそう思たはるんちゃいますの」

「何言ってんだ、馬鹿か」

「馬鹿て。関西人が『馬鹿』を使いますか」

　宗次朗と澪人がわいわいと言い合っていると、髪を整え、服に着替えた小春が居間に顔を出した。

「ちょっ、何を言い合ってるの？」

　小春は戸惑いながらちゃぶ台につき、澪人を見た。

「澪人さん、本当にもう大丈夫ですか？」

「おおきに、大丈夫やで。なんなら見はる？」

　作さ務む衣えの上うわ衣ぎを脱ごうとする澪人に、

「い、いいです、大丈夫です」

　小春は真っ赤になって首を振り、宗次朗は「そういうとこだっつってんだろ」と目を剝むく。

「そや、小春ちゃんは今日、用事ありました？」

「い、いえ、店の手伝いくらいで」

「神泉苑にお礼詣りに付き合うてもらえたら思うたんやけど」

「だ、大丈夫です」

　小春が真っ赤になって頷いていると、

「ほらほら、朝食やで」

　吉乃がテーブルの上に、目玉焼きやトーストを並べた。

「あ、手伝うね」と小春は慌てて立ち上がる。

　そうして、朝食の準備が整い、「いただきます」と皆揃って手を合わせた。

　皆が食べ始める中、宗次朗はいつものようにコーヒーだけ。

「そういえば、宗次朗さんはいつも朝食食べてへんね」

「宗次朗さんね、空腹の方が、神経が尖とがって、美味おいしいお菓子を作れるんだって」

「へえ、職人やねぇ」

「まぁな」と、そんな話をしつつ、朝食を終える頃、

「おっ、食い終わったか。それじゃあ、新作お菓子の発表をしようかな」

　ニッと笑みを浮かべる宗次朗に、皆は「新作お菓子！」と目を輝かせた。

「宗次朗さんの作るお菓子のファンやから、新作をいち早く食べられるの嬉うれしいわ」

「できたんだね、宗次朗さん」

「ああ、悔しいけど、チビ龍りゆうの言っていた言葉で、おぼろげだったアイデアがはっきりしたよ。今回は、珍しく生みの苦しみがあったな」

　前髪をかきあげて、遠くを見るような目をする。

「ええから、はよ用意し」

　痺しびれをきらしたように言う吉乃に、

「ったく、イラチだな。もっと、この焦じれ焦れを楽しめよ」

　宗次朗はぶつぶつ言いながら、調理用冷蔵庫の中からフードバットを取り出して、皿に盛り付けて戻ってきた。

「これが、そうだ」

　小さな皿の上には、黒豆が数粒。

「えっ、黒豆？」

「でも、焦げ茶色やな」

　じっ、と見る三人に、

「これは、ほくほくに煮た丹波の黒豆をチョコレートでコーティングし、さらにその上に粒の塩を載せたものなんだ。まぁ、食ってみろよ」

「黒豆に、チョコ？」

　皆は怪け訝げんな顔をしながら、一粒手に取って、口に運び、

「────っ」思わず口に手を当てた。

　ほくっと柔らかい黒豆と、コーティングされたチョコレートの甘味、さらに塩味が効いて、絶妙なバランスのもと、最高の美味しさを引き出している。

「お、美味しい、宗次朗さん」

「ほんまやわ、なんや贅ぜい沢たくやし」

「……まぁ、こら、美味うまいわな」

　ほぼ同時に各々の美味しさを口にした小春、澪人、吉乃に、宗次朗は満足げに頷く。

「秋用にチョコを打ち出そうとしてショコラティエには敵かなわねぇって、一回諦あきらめたんだけど、和菓子職人であるこの俺がチョコで勝負できるとしたら和の食材だと思ってな。黒豆、チョコ、塩の三つが揃うことで、それぞれの良さを引き出すのと、黒豆自体に『厄やく除よけ・健康・長寿』の三つの意味がある。まさに三位一体だろ」

　ニッ、と笑う宗次朗に、皆は「なるほど」と頷いた。

「そして、もうひとつはこれだ」

　続いて宗次朗は、円筒形の箱をテーブルの上に置いた。

「これは？」と小春が首を傾けると、「開けてみろよ」と笑みを見せる。

　小春がそっと蓋ふたを開けると、丸い粒が入っていた。

　レモン色、水色、白と色とりどりで、どれも半透明に透けている。

「わあ、綺き麗れい。これは飴あめ？」

　ひとつ手に取ると、感触が飴とは違っていることが分かる。

　口に入れるなり、ほろり、と溶けて、優しい甘さが広がり、スッと消えた。

「お、美味しい」

　口に手を当てる小春に続き、澪人と吉乃も頷うなずく。

「それは、夜空の星をイメージした砂糖菓子だよ。口に入れると、流れ星のように、ふっと消えるだろ」

「うん、本当にそんな感じ」

　小春はもうひとつ手に取って、口に入れた。

　頭の中に、満天の星空が浮かぶ。

　ほろりと溶けて、スッと消えるこの感じは、まさに流れ星を思わせる。これは、星空がもっとも美しいといわれるこれからの季節にピッタリのお菓子だろう。

　見た目にも美しいし、お土産にも喜ばれるに違いない。

「これで、春は『桜さくら餅もち』、初夏に『ミニあゆ、水み無な月づき』、夏に『涼菓』、秋に『栗茶ちや巾きん』、冬に『チョコ黒豆、星の砂糖菓子』と、うちで出していく季節限定和菓子が決まったというわけだ」

　宗次朗の言葉に、小春と澪人が感心しながら相あい槌づちをうっていると、

「ま、ええんちゃう、好きにし」

　胸中では感心しながらも、さらりと言う吉乃に、宗次朗は肩を上下させる。

「また、そういう可愛げのない言い方を……」

「あんたに可愛い思うてもらわんでええねん」

　いつもの喧けん嘩かを始める二人に、「まあまあ」と手をかざす澪人。

　小春は、自分の持ち味を確立させた宗次朗の姿が眩まぶしく思えて、目を細めた。




「──それじゃあ、お祖母ばあちゃん、いってきます。神泉苑から帰ってきたら、お店手伝うから」

『さくら庵』の暖簾のれんを外に出しながらそう言う小春に、吉乃は笑顔で首を振った。

「店のことは気にせんでええから、ゆっくりしてき」

「うん、でも、澪人さんも、お礼詣まいりしたら、すぐに家に帰らなきゃいけないし」

　小春はそう言って、先に道に出ている澪人に視線を送る。

「ほんなら、あんたはたまに街ブラでもしたらええねん。少し遊んでもええんやで。自分も大事にしいや」

「そうでした」小春は、うん、と頷いた。

「黒龍様によろしゅう」

「はい。お礼と、報告をしてくる」

「報告？」と吉乃は首を傾ける。

「それは、あとでゆっくり、お祖母ちゃんにも相談させて」

　しっかりとした眼まな差ざしで言う小春に、吉乃は小さく笑った。

「なんやわからへんけど、ええよ」

「ありがとう、行ってきます」

　小春は軽快な足取りで、澪人の下に向かい、共にバス停へと向かう。

　昼には人でごった返すであろう祇園商店街も、朝はひと気が少なく歩きやすい。

　小春は澪人と並んで歩きながら、まるでカップルに見えるのではないか、と少しドキドキして俯うつむいた。

「小春ちゃん、この度はほんまお世話になったいうか……なんや、みっともない姿を見せてしもて」

　照れくさいのか、目を合わせないようにして言う澪人に、きゅんと胸が詰まる。

「い、いえ、みっともないなんて、そんな」

　小春は首を振って、目を伏せた。

　今まで、まるで人とは思えなかった澪人さんが、はじめて人間らしい一面を見せてくれたことで、どこかすごくホッとしたと同時に──なんだか嬉しくもなった。

　みっともない、なんて決して思わなかった。

　小春はそっと、ポケットの中の手帳に手を触れる。

　その手帳には、一度は捨てた『黒猫の絆ばん創そう膏こう』が再び貼られている。

「……そやけど、あの黒龍さん、可愛らしい顔して、いけずやね」

「いけず？」

「僕から本音を引きずり出したり、助けることで力を失なくすようなことを言うたり」

　ふっ、と口元を綻ほころばせる澪人に、小春は目を見開いた。

「え──、それじゃあ」

「ええ、僕は前となんも変わりまへん。残ったままや」

　良かったですね、と言いかけて、小春は口をつぐんだ。

　それが、良かったのか悪かったのか、よく分からない。

「そもそも、黒龍さんはあの時、僕の『障り』は治したものの、寿命については触れてへん。それはわざとやろ。それもいけずやな」

「ど、どうして、そんな意地悪を？」

「きっと『いつ死ぬか分からないんやから、自分を大事にし』いうことやと思います」

　そう言って晴れやかな笑みを見せた澪人に、やはり、以前とは変わっていることを感じて、小春の胸が熱くなった。

「そやけど、この縁がなかったら、ほんまにあの時、命を落としとったやろな。生まれ変わったいうてもおかしない。そして、元の力は残されたままや。そんな僕がこれからどう生きていくのか──ゆっくり考えなあかんね」

　天を仰いだ澪人につられるように、小春も共に空を見上げる。

　私もずっと同じように考えていた。自分がどう生きていくのかと。

　これまでは不透明で、何も浮かばなかったけれど、今回の件を通して、心から今、『なりたい』と思うものができた。

　それは、神泉苑に着いたら、誰よりも先に若宮くんに話そう。

『お祖母ちゃんのような、拝み屋さんになりたい』

　──そう、思ったことを……。

　小春は、澄み渡る高い秋空を見上げて、うん、と頷く。

　それは少女が決意を胸に抱いた、とても爽さわやかな秋の朝だった。
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　二作目となった本作品をお手に取ってくださり、ありがとうございます。

　前巻もそうですが、本作品においても、京都で約二百五十年の歴史を持つ老舗しにせの和菓子店を営むご夫妻に京都弁の監修をお願いいたしました。

　さすが老舗の和菓子屋さんでして、祇園のお茶屋ともお付き合いがあるそうですが、芸げい舞まい妓この会話部分が一番難しかったと仰おつしやっていまして、あらためて祇園を舞台にすること、京都弁のハードルの高さを痛感いたしました。

『言うな』の一言でも、言わんと、言わんといて、言いなさんな、言うんやないわ、言わんときよし、と様々で、ネイティブはその時の流れによって使い分けるそうです。

　また、前回あとがきに書きました『いはる』[image: →]『やはる』の『やはる』は、祇園地区に住む一部の年配女性が使われるもので、男性や若い人は滅多に使わないそうです。

　いや、京都弁、奥深く難しいです。

　監修してくださった明美さんご夫妻様に心より感謝申し上げます。

　また、今回も素晴らしい扉絵を描いてくださった、友風子様。

　適切なアドバイスで導いてくださった、編集様。

　本作品をお手に取ってくださった、あなた様。

　私と本作品をとりまくすべてのご縁に感謝申し上げます。

　本当にありがとうございました。
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